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　超人Superhuman。

　近年急速に増加している、物理法則さえ超越した異質な才能を有する者たち。

　古来、異能と、異能で築いた権けん益えきを独占していた『魔術師』たちは、超人の存在を疎うとみ、彼らを抹まつ殺さつすることを企たくらんでいた。

　だが超人たちも、まだ若い、才能に目覚めたばかりの少年少女を守護すべく、太平洋上に人工諸島を建設する。

　通称、学園諸島と呼ばれるその場所では、世界中から若い超人たちが集められ、魔術師の魔手から身を守る術すべを学んでいた。

　そして、学園諸島建設から十年後。

　超人たち個々の戦闘能力は魔術師の平均より優すぐれていたこともあり、魔術師たちが諸島に手を出しあぐねている間に、学園諸島の運営を統とう括かつする組織『統合生徒会』が、ある新兵器──『世界を革命しうる兵器』を開発しているとの不穏な情報が流れる。

　魔術組織の一つ『円えん卓たく』に所属する高校生魔術師・蘆あし屋や捷しよう斗とは、少しでも諸島内の超人たちの情報を入手するため、学園諸島へと潜せん入にゆうする。

　魔術世界の名門・蘆屋家の一員でありつつ、落ちこぼれとされる捷斗は、自身の役目を『捨すて駒ごま』と認識。死を覚悟して、超人女子高生たちへと挑いどんでいく。




　しかし──チョロい。




　前情報によれば超人の中でも上位のはずの超人女子高生たちは、なぜか、落ちこぼれの捷斗があっさり倒してしまえるほどチョロかった。おまけにどういうわけか、捷斗にあっさり惚ほれるという意味でのチョロさまで兼かね備そなえる彼女たち。

　困こん惑わくする捷斗だったが、諸もろ々もろの事情で本人に自覚がないだけで、彼には実は、ちょっとどうかしているほど異常に優れた、魔術師としての実力があったのである。

　血の繋つながらない捷斗の妹、蘆あし屋や凜りん音ねは、己おのれが『究極の魔術師』であることを兄に自覚させるべく、恋する一人の乙女おとめとして暗躍する。

　全ては捷斗に『蘆屋家に血を残す価値』があると、自覚させるため。

　その後、誤ご魔ま化かしの利きかない状況で千人もの超人を打倒させることで、兄にその実力を自覚させたかに見えた凜音だったが──捷斗はこれを、自分と結婚するため、『凜音が裏で支援してくれていた』からであると解釈してしまう。

　こうして、凜音こそが『究極魔術師』であると、斜ななめ上うえの誤解をしたまま、捷斗は引き続き学園諸島で、無自覚に究極的な力を振るうのだった──。





[image: ]

「初めまして。天あま津つ風かぜ早さ霧ぎりと申します」

　蘆あし屋や捷しよう斗とが学園諸島にやってきてから二週目、ある日の放課後。

　昇降口で出くわした、振ふり袖そで姿すがたと長い黒髪の似合う純和風美少女は、京都弁だろうか、独特のイントネーションでそう切り出した。

「蘆屋捷斗はん、で間違いありませんやろか？」

　捷斗がうなずくと、早霧はにこりと微笑ほほえむ。

「統合生徒会の命を受けてまかりこしました。別段、恨うらみもありませんけれど──」

　そして目下、捷斗にとっての敵──学園諸島の超人たちの管理、保護を主導する組織の名を口にして、




「──お命、頂ちよう戴だいいたしますえ？」




　どこからともなく取り出した薙刀なぎなたで、捷斗の首を、優雅に刎はねた。
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「てめえが蘆屋捷斗か？」

　翌週。

　商業区の裏路地で相対した、バイクに跨またがる、黒いライダースーツの胸元を大だい胆たんに開けた、褐かつ色しよくの肌の美少女は、荒い口調でそう尋ねてきた。

「へっ、見るからにひ弱そうだなオイ」

　彼女は狭せまい路地で器用にバイクの向きを変え、アクセルを捻ひねりエンジンを嘶いななかせると、

「オレは統合生徒会十じつ傑けつ衆しゆうの一人、東とう郷ごうカレン。ああ、覚える必要はねえよ。なんせてめえはこれからこの場で──」

　肉食獣めいた獰どう猛もうな笑みを浮かべ、




「──挽き肉ミンチになっちまうんだからなあ！」




　砲弾のごとき超急加速で、捷斗を轢ひいた。
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「Hi! Nice to meet you!」

　さらに翌週に現れたのは、やけにローライズなデニムのショートパンツ、ヘソの見えるシャツにテンガロンハット、拍車付きのブーツ、さらにホルスターを伴ともなうガンベルトまで腰に巻いた、カウガール風の金髪美少女。

「思ったよりcuteなboyデスね。でもsorry」

　彼女はホルスターから古風なリボルバー拳けん銃じゆう──見た目はコルト社のＳＡＡ──を抜き、慣なれた手つきで撃げき鉄てつを起こし、

「これもワタシの大事なwet workデスから──」

　なんの罪悪感もなさそうに、




「──I'll kill you.」




　銃口から文字通り「同時に」放った六発の弾丸で、捷斗の眉み間けんに風穴を開けた。





　　　　[image: ]






「お兄ちゃん、わたしと遊んでくれるんでしょう？」

　続いて現れたのは幼い少女。

　色素の薄い亜あ麻ま色いろの髪と、金色の瞳ひとみが特徴的な、黒い、いわゆるゴスロリ風のドレスを着た彼女は、無邪気な笑顔を捷斗に向けた。

　さらに彼女の隣には、同じ顔立ちをした、燃えるように赤いドレスの少女。

　顔立ちだけ見れば双子だろうが、赤いドレスの彼女の表情はやけに険けわしく獰猛で、

「■■■、■■■■ッッッ！」

　獣けものの咆ほう哮こうのような声を、捷斗に向けて叩たたきつけてくる。

　対照的に穏おだやかな、黒いドレスの少女の方は、やはり笑顔でこう言った。

「えへへ。この子も喜んでるみたい。大事にするね。でもできれば──」




「すぐには壊れないでいてくれると、もっと嬉うれしいなあ」




　刹せつ那な、二人の童女から放たれた致命的な『力』が、捷斗の身体からだを一口で呑のみ込こんだ。







　…………なお。

　以上、四件の『襲撃』に関する備考として。

　蘆屋捷斗は彼女たち全員を──十秒以内に撃退している。
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「いやあの、おかしいでしょう？」

　堪こらえ切きれないとばかり、姫ひめ琉る・ロシールドは言った。

　霧きり咲さき坂ざか高等学校敷地内。

　人工芝の敷かれた中庭に降ふり注そそぐ陽ひ射ざしは厳きびしい。

　捷しよう斗とがこの諸島にやってきてから、およそ一ヶ月が経たつ。

　低緯度にある諸島の気候は、今やすっかり真夏の様相である。

「どうした、急に」

　応じた捷斗の言葉に姫琉は、金髪碧へき眼がんの人形を思わせる整った美び貌ぼうを、やや「むっ」と、愛らしさを損そこなわない程度に歪ゆがめた。

　同席しているのは姫琉だけではないが、他の三人の態度は姫琉とは異ことなる。

　捷斗の妹、蘆あし屋や凜りん音ねは、セミロングの黒髪が中庭を吹き抜けた風に撫なでられるのにも反応せず、日傘を差してなぜか遠い目をしている。

　一方、翡ひ翠すい色いろの瞳や表情は静かなものの、たまにぴょこぴょこ揺れる銀髪のサイドテールの様子からして、携帯端末スマホでゲームに集中している島しま風かぜリリィ先輩はそこそこ上機嫌だ。

　その隣、ショートカットの黒髪を傾かたむけ、リリィの画面をじっと覗のぞき込こんでいる天てん神じん奈な緒おには、ゲームの内容が物もの珍めずらしいのだろうか。

　彼女たちの服装は半はん袖そでのブラウスとスカートという、夏服に変わっている。

　一方、捷斗は相変わらずブレザー姿のまま。上着がないと護ご符ふに呪じゆ符ふ、薬品や呪具といった魔術関係の装備品の隠し場所が減って、地味に困るからだった。

　さておき。

　ぐっと背筋を伸ばし、薄い布地に覆おおわれた豊かな胸をあざとく張って、姫琉は「おかしい」と口にした理由を続けた。

「百三十九人」

　姫琉はじとっとした目を捷斗に向けつつ、そんな数字を口にする。

「この一ヶ月で、統合生徒会が先輩に差し向けてきた超人、襲撃者の数です」

「……それが？」

「この際、揃そろいも揃って怪物じみた人たち、そのことごとくを数秒で返かえり討うちにしちゃう先輩のデタラメさとかは、いいとしましょう。今さらですし」

「いやそれは……」

　襲撃者たちと直じかに対たい峙じしたのは、確かに捷斗だ。

　が、実際のところ、本当の意味で襲撃者たちを撃退したのは捷斗ではない。

　彼女たちをあっさりと撃退できたのは全て、陰かげから捷斗を支援してくれていた妹、凜音のおかげだ。

　しかし、捷斗たち魔術師側の切り札たる彼女の真価は、できるだけ隠しておきたい。

　そのため捷斗は、

「……まあ、そうか」

　と、曖あい昧まいにうなずくに留めておいた。

　そんな捷斗に、姫琉はやはり、じっとりとした眼まな差ざしを向けてくる。

「……相変わらず先輩の勘かん違ちがいが直ってない気配も感じますが」

「うふふ。無駄よ姫ひめちゃん。あれだけやってもまだ信じないんだもの。直ってないというより治ってないっていうか、兄さんもう不治の病やまいなんだと思うの。うふふ……」

「ああ、ついに凜音ちゃんの瞳から光さえ消えて……」
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　遠い目で虚こ空くうを見ている凜音の姿に、姫琉は気の毒そうな表情を向ける。

「？」

　彼女たちのやり取りの意味を摑つかみ損そこね、眉まゆをひそめた捷斗に今度は、奈緒とリリィが呆あきれた声音でため息まじりに呟つぶやいた。

「時々、蘆屋くんって頭いいのか悪いのかわかんなくなるよね……」

「偏差値の高いアホの子」

　なぜだろう。

　日に日に彼女たち四人が向けてくる視線に含ふくまれる「こいつマジか」的な感情が濃くなっていくのは。

「とにかく、ここで問題にしたいのは、その辺の話ではなくてですね」

　捷斗の疑問をよそに、姫琉は手を叩きつつ、話を戻す。

「百三十九人中、九十三人が女性だったこともまあ、超人の男女比率的に不思議ではないとしておきます。ただ、これだけは絶対におかしいでしょう。どうして──」

　そこでぐるりと、姫琉は中庭を一周、見回した。

　彼女が眺ながめた先にあったのは、




「捷斗はん。お箸はしが止まっておいでですえ。ほら、アーン」

「てめ、抜ぬけ駆がけかよ天あま津つ風かぜ！　おい捷斗、そんな精しよう進じん料理みたいな弁当よりオレの」

「No!　ショートのlunch timeはmy lovely workデース！　Heyショート！」

「お兄ちゃんお兄ちゃん！　あのね、わたしね、頑張ってお弁当をつくってみたの！」

「■■っ！　■、■■……■■■■。■■、■■■……？」




　捷斗を中心に、中庭の人口密度を尋常じゃない勢いで上げている、百人近い美少女たちの姿だ。

　付け加えるならその全員が、この一ヶ月で捷斗の命を奪うばいに現れた統合生徒会の刺し客かくでもあり、要するに、




「──どうしてその九十三人全員が全員例外なく、コロッとまるっと完かん膚ぷなきまでに、先輩にガチ恋しちゃってるんですか─────────────っ!?」




　姫琉が叫んだ通りの、異常事態の結果であった。

「……俺にもわからん」

　和服にライダースーツ、カウガールにゴスロリ幼女×２。

　他にも巫み女こ装しよう束ぞくやらメイド服やら他校の制服やら、多種多様な美少女たちに迫られながら結界（凜音が補助してくれているはず）で一定の空間を確保しつつ、捷斗は呟く。

　ちなみに姫琉たちも結界の内側だ。

　念のため凜音の実力に関する情報を口にすることは避さけているが、こちらの音声は結界外には届いていない。

　わざわざ弁当を作って来てくれている相手をこうやって遮さえぎるのは申もうし訳わけない気もするのだが、弁当は事前にはっきり断ったはずだ。

　他校生たちがここにいること自体、色々と校則に違反しているので、その罰ばつと思って諦あきらめてほしい。

「ふーん。実は私と同じような能力だったとか、その手の魔術を使ってるとか、魅み了りよう系けいの呪いの魔眼的なのを持ってるとか、そういうオチじゃないんです？」

　姫琉・ロシールドは『超人的なアイドル』である。

　他者からの好意を問答無用に引き出してしまう才能を持つ姫琉は、蒼あおい瞳に疑うような色を浮かべつつ、捷斗に言う。

　それに捷斗が応じる前に、やはり呆れた風に、凜音が言った。

「兄さんのことだから、その辺りも無自覚って線もあるよ姫ちゃん」

「……だとしたら、この諸島に来てから急に発現したことになってしまうんだが……」

　あらぬ疑いをかけられている状況に居心地の悪さを感じつつ、捷斗は呟く。

　実際、捷斗には心当たりがない。

　別に女性に好意を持たれたい欲求がないとは言わないが、この学校で奈緒に告白されるまで、異性にモテたことなどないのだ。

　まあ、素すで自分がこれだけの異性に好かれていると考えるより、何らかの呪いや魔術の影響と考えた方が、まだ納得しやすいのは確かだ。

　という捷斗の思考を読んだかのようなタイミングで、姫琉がやや慌てた風に、人差し指を交差させた。

「……ストップ。この方向性のいじり方ダメです。『実はこの四人も自分の意思で俺に恋愛感情を抱いているわけではないのでは？』と、先輩が疑い始める未来が見えます」

「ダメ絶対」

　麻ま薬やく撲ぼく滅めつの標語じみたことを口にしつつ、リリィがうなずく。

　奈緒も、変わらず結界に迫っている九十三人を眺めながら言う。

「……まあ、見る限り本気っぽいこの子たちに、失礼な仮説だしね」

「ですね。姫ちゃん反省」

　などという会話の末、女性陣は魔術や呪い説を否定する。

　捷斗としてはやはりこんな、オスマン帝国のハレムや、あるいは男性アイドルか何かのような状況に現実味は感じられず、

「あとあるとすれば、統合生徒会の罠わなか」

　他の現実的な可能性を口にしてみる。

　しかしそんな捷斗に、奈緒が「うわぁ」とか言いたげな顔を向けてくる。

「……たった今『実際蘆屋くんに好意を持ってる様子の子たちに失礼』って話が出たばかりなのに、この反応ってどうなの？」

「兄さんて昔から、魔術の実力以外でも自己評価が異常に低いので……」

「謙けん虚きよを通り越して卑ひ屈くつ」

「いや、一番現実的で妥だ当とうな推すい論ろんだと思うんだが……」

　彼女たちの恋心が本物であれば、それを何らかの策さく謀ぼう、ハニートラップの類たぐいであると疑うのは失礼、という意見もわからなくはない。

　とはいえ立場上、そうしたケースを想定しておく必要はあるわけで。

　もちろん、どんな意図で統合生徒会がこんな罠を張るのかは読み切れない。

　連日のように少人数ずつ刺客を送ってきたことといい、統合生徒会の采さい配はいには疑問もある。

　戦力の小出しというのは本来、戦略的にも戦術的にも愚ぐ策さくとされる、『戦力の逐ちく次じ投とう入にゆう』に他ならないはずだ。

　威い力りよく偵てい察さつ目的といった、小出しにする意義のあるケースもあるが、そのためだけに百三十九人を使つかい潰つぶすのはやり過すぎだろう。

　ならそこには、威力偵察以外の意味もあるのかもしれない。

　捷斗がそういった、罠を疑う背景を口にしたところ、反応したのはリリィだった。

「確かに逐次投入は愚策。百の敵に十ずつの戦力を十回ぶつけても、都度あっさり潰されて負ける。合計で百の戦力があるなら、最初から百ぶつけておけば勝率は五分。だから戦力は『集中』して運用すべし。戦いの原則。でも」

　ゲーマーゆえにかこの手の論にも明るいようで、すらすらとそこまで言いつつ、リリィは感情の読みにくい無表情を捷斗に向ける。

「原則には戦力の『節せつ用よう』もある。百の敵にいちいち千や万をぶつけてたら、他の戦線の戦力が不足する」

「……なるほど」

「いやそこで先輩だけ納得されても。たぶんミリタリーっぽいお話なので、姫ちゃんたち、ついていけてないんですけども」

「あー。つまり、敵が凜……俺の戦力を低く見積もりすぎて、それが結果的に逐次投入を招まねいてしまっただけという可能性もあるって話だ」

　一ヶ月前、凜音が引き起こした一件……あの場にいた生徒たちや月つき坂さか校長には暗示をかけたが、統合生徒会は捷斗や凜音が魔術師であること自体はすでに承知していた。

　月坂の報告を疑ったのか、単純にそろそろ捷斗たちの実力を測はかっておきたかったのかは定かではないが、最初は真実、威力偵察のために超人を送りこんできたのかもしれない。

　凜音の実力の前ではどの超人も『チョロすぎ』て、正直、どの程度の実力者だったのかは曖昧だが、送りこんだ超人が失敗したという結果を受け、脅威度を判定する。

　まず捷斗の戦力＝百と当たりをつけ、十分に勝てるだろう、百五十の超人を派遣。

　それも失敗したので、では二百→失敗→流石さすがに千なら大丈夫だろう→失敗→いっそ一万を送ってみよう→それでも失敗。

　などと繰り返している内に総消費戦力が深刻になり、これなら最初からまとめてぶつけておけばよかった……と後悔している、といった流れである。

　実際、襲撃は後半になるにつれ一度に差し向けられる人数が増えていった。

　ここ数日は襲撃がやんでいるのも、旗色悪しと見て一度、様子見に切り替えただけかもしれない。

　そんな捷斗の解説に、リリィはこくこくとうなずいていた。

「歴史的にも多くの逐次投入のパターンはこれ。あとはそもそもの戦力不足とか。後からなら何とでも言えるけど、逐次投入になるとわかってて実行するパターンはそんなに多くない。……そう。あの時も、運営があんな、過去イベント無視したやりすぎチートレイドボスを実装するとわかってれば、最初から全力投入してたのに……」

　なんだか、妙みように実感のこもった様子でわなわなと震えているリリィ。

　まあ今回の本題とは関係がなさそうなので、そっとしておこう。

　とにかく。

「敵がそんな迂う闊かつな失敗をやらかしてくれた、と現段階で断定するのも危険ではある。統合生徒会にとってこの一ヶ月の百三十九人は惜おしむほどの戦力じゃなかったって可能性もあるし。もしくはやはり、百三十九人を使い潰す価値のある、何らかの罠だ」

「……うーん」

　捷斗の総括に、首を捻ひねったのは奈緒だった。

「アタシが言うのもなんだけど、超人の女の子って色々と特殊だったり物ぶつ騒そうな人生だったり、色いろ恋こい沙ざ汰たに縁遠い、諦めてるパターン多いから……蘆屋くんのデタラメさが普通にこう、九十三人惚ほれさせた、ってパターンもありえるんじゃない？」

　自分自身がそうだった、という実体験に基もとづく推測だろうか。

　絶対とは言わないが、まあ、普通に考えてありえないだろう、それは。

「……まあ、その可能性も頭の隅すみには入れておくよ。それはさておき」

「さておいちゃいます!?」

　姫琉がまだ納得いかなげに言う。

　が、これ以上考えても、推測や想像以上の結論は出ないだろう。

　結界ごしとはいえ百人近くの美少女が押し寄せているこの状況は落ち着かないが、今は他にも話し合っておくべき話題がある。

　そう伝えると、渋しぶ々しぶながら姫琉も引き下がってくれた。

　それから相変わらず可愛かわいらしく、計算されたあざとい角度で、小首を傾かしげた。

「で、その話し合っておくべき話題というのは？」

「それはもちろん──」

「例の件だろ」

　不意にそう割って入ったのは、聞き覚えのある男子生徒の声だ。

　店先の暖の簾れんをくぐるような気安さで、仮にも凜音が強化してくれている結界を引ひき裂さきながら内側に入ってくる、短髪の男子。

　頼んでおいた一件は片付いたのだろうかと、捷斗は彼に問いかける。

「杉すぎ原はら。舎しや弟ていの方はいいのか？」

　杉原鬼き柳りゆう。

　霧咲坂高校学内ランキング、１位。

『超人的な人斬り』の才を持つ男である。

　金で動く男なので、一ヶ月前の一件後、記憶を奪うことはせず、『円卓』から新たに下りた活動資金を餌えさに、協力者として雇やとい入いれていた。

　色々と油断はできない狡こう猾かつさも持つ相手ではあったが、凜音のような規格外が敵でさえなければ、戦力としても頼りになる友人だ。

「おう。文句言う奴もいたが、ぶった斬ったら説得に応じたぞ」

「……それを説得と呼んでいいものかは怪しいが、まあ、助かる」

「礼なら報酬の上乗せで頼む……と言いたいが、別に俺の手柄ってわけでもねえしな。連中を惚れさせたのは、お前の実力だろ？　ショート」

「あれはあれで、一体どういう心理なんだろうな……」

　統合生徒会が差し向けた百三十九人の襲撃者の内、男子は四十六人だった。

　こちらは女子のように全員というほど極端ではないが、それでも半数以上が、なぜか現在、捷斗の側に寝返っている。

　それも、女性陣とはまた違う意味で捷斗に『惚れた』と、口々に言った上で。

　こうくるとますます、統合生徒会の罠を疑いたくなるというものだ。

　だが杉原は、捷斗の疑問をこそ意外そうに言う。

「そんなに不思議かね？　自分より圧倒的に強い存在に憧あこがれるのは、女のケツ追っかける以上に男の本能みたいなもんだろうよ。まあ、リベンジ狙ねらいもかなり混じっちゃいるがな。俺も含めて」

「生きた心地がしない……」

　男子寮では、凜音の目がないことも多いのだ。

　男子寮と女子寮程度の距離なら、凜音からの支援が得られないということもないはずだが、何かしらのトラブルにより、支援が得られない状況で杉原や彼らに襲われた場合、捷斗はあっけなく死ぬ。

　本来、捷斗はその程度の落ちこぼれなのだから。

「……毎度本気で言ってるんだからタチ悪わりぃよなコイツ。お前らには同情するわ」

　と、女性陣を深々とうなずかせている杉原の言葉から察せられる通り、彼もやはりなぜか凜音ではなく捷斗の方にとんでもない実力があると誤解しているらしい。

　妙な隠し事はこの男に協力を求める上でリスクになると判断し、きちんと説明はしたはずなのだが。

　凄すさまじい実力を秘めた『究極の魔術師』は、捷斗ではなく凜音の方だと。

「てかさ、舎弟云うん々ぬんってなんの話？」

　やや話に置いていかれたせいか、単に杉原とは相性が悪いせいか、微妙に不満そうな奈緒が、そう問いかける。

「あ？」

　と、杉原は杉原で威圧感のある反応を見せるが、これは単純にこいつの素である。

「ああ、まだショートから聞いてねえのか。こいつに負けた男連中も弟子だの舎弟だの希望してたんだが、こいつはそんな大人数引き連れて歩けねえし、ガラでもないってんで、そういうのに慣れてる俺が代わりに頭トツプ張はってやるって話だ」

「……頭張るって。暴走族でも作る気？」

　ひどくダサい何かを見たかのように奈緒が眉をひそめると、リリィがこてんと首を傾け、奈緒に続く。

「むしろ、蘆屋組？」

「はは、そりゃいいな。ショートが組長で俺は若頭ってわけだ」

　杉原に頼む時点で覚悟はしていたが、なんか一気に極道っぽくなった。

　いや、構成員は仮にも統合生徒会が差し向けてきた超人だし、そうした戦力が確保できること自体はありがたくもあるのだが。

「今から着付けの練習とかしておいた方がいいですかね」

「すでに極ごく妻つまを視野に入れてるムーブに色々言いたい気もするけど……姫ちゃんの着物姿は見てみたいし、今度教えようか？」

　という声は姫琉と凜音、一年生コンビによるものだ。

　そもそももっと別の本題があったことに気がついて、捷斗は話題を切り替える。

「……話がそれすぎた。それより、話し合っておくべき話題についてな」

「あ、そうでしたね先輩」

　組長やらハレムの王やら、なる気のない存在への外そと堀ぼりばかり埋まっていく感じがわりと恐怖なのだが、まずは目下の任務である。

　現状の最終目標は『世界を革命しうる兵器』の詳細について摑むこと。

　だが一ヶ月経っても、まだ手がかりは発見できていない。

　統合生徒会に近づければまた違うのだろうが、その統合生徒会の実態自体も輪りん郭かくがおぼろげだった。

　ある襲撃者曰いわく『十じつ傑けつ衆しゆうなる十名の超人から成る生徒集団』。

　だが別の襲撃者曰く『諸島の建設に係わったＧ８各国政府首脳陣から成る意思決定機関』。

　また別の襲撃者曰く『諸島内のある場所に眠るマザーコンピュータ、その疑似人格こそ統合生徒会そのもの』。

　さらに別の襲撃者曰く『諸島内の生徒たちから無む作さく為いに選ばれる任期制の役員会』と、証言もバラバラだ。

　証言できるほどには、統合生徒会の実態を知らない者も多い。

　こうなると統合生徒会の所在はおろか、一体それが『何』を意味する存在なのかすらもあやふやで、攻撃の仕掛けようもない。

　今できることといえば、向こうからの攻撃に備そなえておくことのみ。

　そして近日中、高確率で統合生徒会が何か仕掛けてきそうなイベントについても、候補はすでに存在している。

　すなわち、

「──臨海学習。これに今から備えておきたい」





　　　　[image: ]






　課外学習。

　一般的には、特に都会の生徒に野外活動を通じた自然とのふれあい、学習を経験させるタイプの学校行事だ。

　特に臨海学習の場合、行き先は海である。

　が、霧咲坂高等学校が例年実施している臨海学習の内容は、それらとは趣おもむきが異ことなる。

　行き先が海辺であることは間違いない。

　しかしながら、参加するのは全学年、さらに他校とも合同という大規模な行事。

　さらに実施場所は、もとより海に囲まれている人工諸島からわざわざ離れた場所。

　近海に浮かぶ、かなり大きな無人島だ。

　何より最も一般的な臨海学習と異なるのは、そこで行われるのが、




　──数千人の超人が集結し潰し合う、バトルロイヤル。




　という点だろう。

　バトルロイヤルな時点で、軍事系の学校ですら他に例があるか怪あやしい。

　もちろんルール形式がバトルロイヤルなだけで、あくまでも学校行事ではある。

　流石に、生徒同士で本当に殺し合うわけではない。

　が、死者が出ても不思議ではない、過激な内容であることもまた事実だ。

　一組最大五人のチーム戦、『死亡』判定は手首に巻いた専用端たん末まつの機能停止によって行われる。

　そして敵の端末を停止させるための手段として……殺人、傷害、脅きよう迫はくといったものを用もちいても、決して罪には問われない。

　その物騒さゆえに、流石に参加を強制されることまではない。

　だが、参加校は霧咲坂高校をはじめ、戦闘向きの超人が多く在籍する学校ばかり。

　加えて、優勝賞金が五千万ドル……日本円にして五十億以上、チーム内で山分けしても十億円を超えるとあって、参加率は九割以上だという。

　一応、医療スタッフの完かん璧ぺきな即そく応おう体たい制せいなどもあり、過去四回の臨海学習で死者は奇跡的に出していないらしい。

　しかし、凜音の支援に問題が生じた場合、一方的に狩られる側にならざるをえない捷斗としては、参加を見送りたくなるくらいには危険である。

　ただ、襲撃、殺害が合法的に可能なこの環境で、統合生徒会が何も仕掛けてこないとは思えない。

　統合生徒会の情報を得るためには、自分を餌にするしかないだろう。

「そんなわけで、今日まで結構、緊張してたんだけど」

　早いもので、本日はすでに、そんな臨海学習当日である。

　大型の客船に揺られて無人島へと辿たどり着つき、およそ一ヶ月半ぶりに天てん然ねんの陸地へと足を踏み入れた捷斗は、決めた覚悟の行き場を……微妙になくしつつある。

　何しろ、目の前に広がっている光景が光景なのだ。

「あ、せんぱーい！　こっちですよこっち！」

　燦さん々さんと降り注ぐ、灼やけるように熱い陽射し。

　さらりと乾かわいて粒子の細かい、白い砂浜。

　そして広がる、エメラルドグリーンの、澄すみ渡わたった海。

「兄さん兄さん！　すごいですよほら！　こんなに綺き麗れいな海、わたし初めてです！」

「先輩もこっち来て遊びましょうよーっ！」

　波打ち際には、きゃあきゃあと年相応の無邪気さではしゃぐ、水着姿の妹と、後輩。

　凜音と姫琉だ。

　それぞれ白と水色のパレオ付きビキニを着ていて、ちょっと素肌を見せすぎじゃないですかとか、他の男子の目もあるんだからお兄ちゃん心配ですとか思わなくもないが、さておき、なんていうか、そこも含めて平和だった。

　楽園だった。

　というかもう、どこをどう見てもバカンスだった。

　別にあの二人が特別緊張感に欠けている、ということもない。

　他の生徒たちもあの二人と同様に、広い砂浜のあちこちではしゃいでいる。

　ビーチバレーをしている一団の方から、爆発音のようなものが響いているのは、超人らしいと言えばらしいか。

「初日は他校生との交流や情報収集を兼かねた自由日、とは聞いてたが」

「元気だよねぇ、みんな」

　いまいち空気についていけていない捷斗の隣にそう言って並んだのは、奈緒だ。

　彼女も黒いビキニを着て、衣ころも替がえ以降は着ていなかったグレーのパーカーを羽は織おっている。

　前の開いているパーカーから覗く奈緒の素肌に、視線を吸引されぬよう努つとめつつ、捷斗は問いかける。

「天神は行かなくていいのか？　荷物なら見ておくけど」

「んー。まだいいかな。お昼食べたばっかだし。蘆屋くんは？」

「俺もやめておく。なんというか……これをあまり脱ぎたくない」

　捷斗も一応、下は膝ひざ丈たけの水着だが、上にも黒いパーカーを羽織っている。ちなみに裏側は縫ぬい付つけた呪符で埋め尽くしてあった。

　そうした捷斗の入念さを知っているせいか、奈緒が苦笑をこぼす。

「いやそんなのなくても心配ないから……ほら、凜音ちゃんもいるし。少しは行ってあげなよ。あの二人、キミのために新しい水着買ったんだよ？」

「そ、そうなのか？」

「あはは。そこでどもるとちょっとキモいし」

「ぐっ……」

　奈緒には少し、女子高生の何気ない「キモい」が持つ殺傷力を自覚してほしい。

「キミのためって言っても、別に変な意味じゃないから。単にその……好きな人の前では、オシャレしときたいじゃん？　やっぱさ」

「そういうものか」

「そういうものなの。……アタシもだけど」

　ちらりと、奈緒が少し頰ほおを赤らめて、横目で見上げてくる。

　彼女の指先は落ち着かなげに、襟えり足あしをいじくってもいた。

　流石に陽射しのせいで頰が赤いのだろう、などとは誤解できない。

　視線にこめられた期待のような色の意味も、たぶん、察さつせられているはず。

「えー。その……似合っ、てると、思う」

　どこがどう、と具体的な部分までは言語化できず、辛かろうじて捷斗は言った。

　なんとも恰かつ好こうがつかないが、それでも言いたいこと自体は伝わってくれたらしく、

「……ん。あり、がと」

　奈緒は口元をゆるめて、途と切ぎれがちに応じてくれた。

「っ、あ、あー。ちょ、ちょっと肌寒くなってきたかも」

　それからさらに頰を赤らめて、羽織っていたパーカーのチャックを引き上げる。

　燦々と照りつける陽射しからして、肌寒いはずもないのだが……要するに本当は、パーカーの前を開けて肌を見せることが、彼女にとってかなり恥ずかしい行為だったのだろう。

　なぜ恥ずかしいのに今まで無理をして開けていたのかも、流石に朴ぼく念ねん仁じんの捷斗にだって見当はついた。

　…………なんというか。

　そういう奈緒の、彼女なりに頑張ってアピールしてくれてた感の伝わるアレは、ある意味で姫琉以上にあざといと、そう思う次第。

　微妙な沈黙が二人の間に降りる、そのタイミングを見み計はからっていたわけでもないのだろうが、そこでぽつりと、ローテンションの声が響いた。

「らぶこめ　の　はどう　を　かんじる」

「ひあっ!?」

　奈緒が高い声を上げたのは、にゅっと足元の荷物、パラソル代わりの日傘の影から顔を出したリリィの存在に気づいていなかったせいだろう。

「リ、リリィ先輩、いつからそこに？」

「『元気だよねぇ、みんな』から」

「最初じゃん！」

　今のやり取りを見られたことが相当恥ずかしいのか、奈緒は「お、泳いでくる！」と砂煙を立てながら、海へと向かった。

　パーカーは着たままだが、『超人的な中国武術家』──『氣き』という、強化魔術の究極版のようなモノを扱える彼女にとって、意識するほどの重みであるはずもなく。

　奈緒はそのまま、凄まじい速さで沖合へと消えていった。

　かなり離れてもまだ、奈緒が立てる派手な水しぶきが見える。

　なんとなくリリィと二人、それを見守ってから、捷斗は言った。

「島風先輩は行かなくていいんですか？」

「……せっかく捷斗と二人きりだから」

「何となくですがそれがメインの理由ではなさそうな気配が」

「ち」

　バレたか、とこぼすリリィ。

「海できゃっきゃとか陰いんキャには無理。溶とける」

「インキャ？」

「……説明したくない。ぐぐれ」

　言われた通り検索しようとしたものの、そういえばこの島は端末のスマホ機能の圏外だった。

　文脈的に、引きこもりとかゲーマーとかの類語だろうか、インキャ。

「それでも水着は着てるんですね」

　いや、荷物の下に敷いたシートに寝そべっているリリィは大きめのＴシャツを着ていて、裾すそも膝裏近くまであるので、中が水着かどうか断定はできないのだが。

「実はこの下、何も着てない」

「だとしたらもはや誘惑というより痴ち女じよですよそれ」

　さっきからパタパタと脚をバタつかせているし。

「……むう。そこは少しくらい想像して動揺すべき」

「こと先輩に対してそれは、こう、色々とまずいような」

「おい。誰が幼女体型だ後輩」

「口調変わってます先輩」

「こ、これでも思われているよりはたぶんおっぱい大きい。……直射日光を体表の五十％以上で受けると溶けるので脱がないけど噓うそじゃない」

　異様に早口だし十中八九噓な気がするが、深くツッコむことは避けておく。

　じゃあ確かめる？　とか言い出しかねない先輩なので。

「確かめる？」

「本当に言ったし……」

「脱がないからもちろん触覚での確認をおすすめする」

「なら遠慮なく」

「ふえ!?」

　腕を伸ばしてみたら、そんな悲鳴を上げられた。

　フ、と捷斗が勝ち誇った笑みを浮かべると、リリィはぐぬぬぬと、こちらの意図を悟さとった様子で悔しげに言う。

「い、今まで一度も乗ってきたことないくせに……きゅ、急にそういうのは、ズルい」

「ただの警告です。覚悟もないのにそういう冗談はどうかと」

「ほう。つまりこちらに覚悟があればやぶさかではないわけですか先輩」

　などとそこへ、興味深げな表情で戻ってきたのは、姫琉である。

　海に浸かったのか、露あらわになった水の滴しずくに濡ぬれた素肌やら曲線やらが目に毒だった。

　それも致死量の。

　……注意すべきだろう。

　姫琉には、風呂場侵入の前科もある。

　また何を仕掛けてくる気か、わかったものではない。

　捷斗がひと蹴けりで二十メートルほど距離を離せる程度に、足の指先に力を込める準備をしていると、姫琉はたははと笑ってみせた。

「そんな警戒されても、別に何もしませんよ？　先輩。男の人に肌を許すほどの覚悟なんてありませんし。…………今はまだ、ですけど」

　と、小さく、それでもこちらに聞こえる程度のボリュームで付け加える辺りが、相変わらずあざとい。

　言ってからドヤ顔でニヤニヤしている時点で台無しだが。

「ふっふふーん。どうです今の？　ドキッとしちゃいましふわっひゃあ!?」

　さらなるドヤ顔で捷斗をからかおうとしていた姫琉の言葉が、途中で艶つやっぽさを含む悲鳴に変わった。

「ちょっ、リリィ先輩!?　さっきのは別に、あの、女の人だったらＯＫとかそういう意味では、ぁんっ!?」

「最近の女子高生は発育がおかしい……」

　なんか虚うつろな目をして姫琉の背後に回ったリリィがもにゅもにゅもにゅと両手を動かし始めたので、目を背けておく。

　リリィの手の中にとうてい収まっていなかった弾力ある何かの正体については、魔術的に自己記憶をいじって規制をかけた。

「っ、ちょ、せんぱっ、見てないで助、んっ、っていうか見てないし！　せめて見てくれないと一方的にやられ損ぞんなんで、ぁっ、リリ、だめ……っ！」

　目を閉じているので止めに入ることもできないのだが、幸か不幸か、同じく海から上がってきていた凜音の姿もこの場にはある。

　聴覚から入ってくる情報を総合するに、彼女が制止を試こころみている。

「リ、リリィ先輩落ち着いて！　これはあの、姫ちゃんがちょっと特別なふわっ!?」

「……こっちも十分おかしいもにゅもにゅ」

「ふひゃっ、は、あはははちょ、くすぐっ、ゃっ!?」

　……………………残念。

　制止は失敗した模様。

　その後、凜音が強化魔術による脚力で逃走を図はかり、リリィが『超人的なタイムリーパー』としての能力で時間を停止。

　一瞬で距離を詰めたリリィにまた捕まったりといった騒ぎは、泳およぎ疲つかれた奈緒が戻ってくるまで続くのだった。
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　やや日が傾き始めた頃、捷斗は一人、ビーチを離れた。

「はー……」

　少し、息を長く吐く。

　ひと月以上経っても、学校生活は思いのほか良いものだと思っているし、好意を向けてくれる彼女たちの存在も得え難がたいものだと、感謝している。

　だがそれはそれとして、大人数で楽しく過ごすという経験に乏とぼしいせいか、いくらかの精神的疲労を感じてしまうことも、事実ではあった。

　ビーチということもあり、リリィが言うところの『リア充じゆう』『パリピ』とやらの騒ぐ声と姿が近く、妙に眩まぶしかったのも一因だろう。

　そうしたビーチの喧けん噪そうから離れたおかげで、少し落ち着いてきた。

　しかしすぐにまた戻る気にもならず、そのまま足を、磯いその方へと向ける。

　しばらく歩いて辿り着いた磯の岩場には、強めの波が打ち寄せ、足場も悪いせいか他に人の気配はない。

　人目を避さけたカップルでもいれば即退散しようとも考えていたのだが、杞き憂ゆうだった。

　波打ち際より奥にある大きめの岩、表面の乾いた物の上へと跳ぶ。

　腰を下ろし、ぼんやりと海を眺めた。

　統合生徒会に目をつけられている現状、あまり単独行動はすべきではないのかもしれないが、凜音の支援はある程度、離れていても届くようだし、あえて一人で行動して『釣る』というのもアリだろう。

　そんな風に考えたこともあり、ゆったり一人の時間を過ごしていたかったのだが、

「……操ツアオ。先客か」

　少し経ってから、軽やかに隣へと着地する気配が現れた。

　操、というのは中国、北京ペキン語ごだっただろうか。確か、あまり上品ではない悪態の類だったはず。

　目を向けると、水着ではなく半袖のセーラー服を着た、見知らぬ女子高生がそこに立っていた。

　この気候で、首に長く、赤いマフラーを巻いているのが奇異ではある。

　髪も長い。

　色は黒だが、一房だけ、銀色に輝く髪の束たばが混まじっている。メッシュだろうか。

　カラーコンタクトでも入れているのか、何らかの要因で色素が抜けているのか、瞳の色は血のような真しん紅く。

　顔立ちは整っていて、美少女なのだと思うが、細められた赤い瞳の奥にある剣けん呑のんな光と、殺気じみた刃やいばのような空気を纏まとっているように感じられる点がその容姿とは別の理由で、こちらの心拍数を増加させる。

「…………」

「…………」

　しばし、二人で互いを観察し合う。

　向こうはここに人がいることを驚いているような口ぶりだったし、統合生徒会の刺客ということもなさそうだが、しかし、漠ばく然ぜんと、油断が許されない気配を感じる。

　──魔術師、だろうか。

　理由もなく不意に、そんな可能性が脳のう裏りをよぎった。

　どうしてそう思ったのか。

　飛躍した自分の発想に疑問を抱きつつ観察を続け、理由らしきものに思い当たる。

　先ほどから気になっている、彼女の纏う空気のせいだ。

　学園諸島で出会った超人たちは、ある意味では意外なほど『普通』だった。

　考えてみれば当然なのだが、強大な力を持ってはいても、彼女たちが生きてきたのは、なんというか、過去に捷斗が馴な染じんだ任地に比べて治安の良い、平和な社会だ。

　死ぬとか殺すとか飢うえるとか奪うとか、人心の荒すさんだ世界ではない。

　例外といえば杉原が思い当たるが、彼が言うところの『カタギではなさそう』な空気を、目の前に現れたこの女子高生も有している。

　そしてそうした荒んだ世界に慣れ親しみがちな者といえば、捷斗の中ではまず魔術師が筆ひつ頭とうだ。

　凜音のように、名門に生まれ正規の魔術学校に通える者は全体の半数に満たず、残りの魔術師は魔術という『凶器』を手に、紛争地域や裏社会で活動しがちなのである。

　まあ、そういう地域に根を張る半はん端ぱ者ものは、捷斗並みかそれ以下の落ちこぼれすら珍しくないのだが……目の前の彼女からは、そうした火と鉄と血の臭いがするというのが、先の発想に至いたった要因だろう。

　捷斗の所属する『円卓』から、他の魔術師が今回の臨海学習に参加するという情報は降りてきていないが、魔術組織というのは『円卓』以外にも色々とある。

　貴族、エリート意識の強い『円卓』とは折り合いの悪い組織も多いし、そうした別組織所属の魔術師という可能性は、大いに考えられるだろう。

「……何してる。ここで」

　沈黙を嫌ったわけでもないだろうが、彼女はやがて、そう聞いてきた。

　纏う空気の通り、無味乾燥した声音だが、どこか、探るような響きもある。

　仮に彼女が他組織の魔術師なら、向こうも超人に対抗するための任務を受けてここにいるはずだ。

　互いが抗争中の対立組織の構成員だと判明し、事を構かまえざるをえなくなるような面倒ごとは避けたいところ。

　捷斗は、思い浮かべた可能性には触れないよう気をつけ、彼女に応じることにする。

「ビーチの騒ぎに気疲れして、ここで少し休んでた」

「…………同じか」

「同じ？　ということは、君も？」

「……ああ。苦手。騒ぎ。面倒。不ふ慣なれ」

　はあ、と心底疲れたような息を吐き、彼女は隣に腰かける。

「眩しい」

　と続けられた言葉は、どこか独り言めいて響いた。

　何が眩しいかといえば、明るく騒ぐ同年代の少年少女たちの姿だろうか。
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　だとしたら、

「はは。そこも同じか」

「……お前も？」

「なぜそう感じるのかは、よくわからないんだけど」

「……ああ、うん。理解、可能」

　嫉しつ妬と、というのとも少し違う気がする。

　客観的に見て、あれだけの美少女たちに好意を向けてもらえる捷斗の立場も恵まれているのだろうし。

　ただ、こう、妙に落ち着かないのだ。

　違和感、というのが一番近いだろうか。

　自分があんな明るい場所に存在している、その状況に対する、消化不良の感触。

「……不ふ相そう応おう」

　そうこぼした彼女の理由も、似たようなものらしかった。

「…………」

「…………」

　会話は、それだけだった。

　奇妙な、親近感めいたものだけをわずかに共有しつつ、二人、無言でそのまま、水平線に沈しずんでいく夕日を見守った。

　不思議と、一人の時よりも落ち着く時間ではあったと思う。

「じゃあ」

「……有縁再見ヨウユエンザイジエン」

　夕日が沈み切った頃になって、互いに目は見ず、それだけ言ってその場で別れた。

　捷斗はビーチの方へ、彼女は宿泊施設のある、密林の方へと去っていく。

　名前すら聞かなかったなというのは、後になってから気づいたことだ。
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「そういえば、意外と大人しかったですね」

　とっぷりと日も暮れて、夜も深まった時刻。

　草木の茂しげるジャングルを掻かき分わけ、懐中電灯を頼りに進んでいると、捷斗のすぐ後ろに続く、姫琉が言った。

「あー。それアタシも思った」

　応じたのは、捷斗と並んで先頭に立ち、背の高い草を掻き分けて進みつつ、後続三人のための道を作っている奈緒だった。

「……何の話だ？」

　急に何の話を始めたのだろうと、捷斗は首を傾げるが、背後の凜音とリリィの方から冷ややかな声が届く。

「そこは普通にわかりませんか、兄さん……」

「鈍感系とかもう古い」

　何を言われているのかよくわからないが、軽く罵ば倒とうされていることだけはわかる。

　呆れた風に、そこで奈緒が助け船を出してくれた。

「あの女の子たちの話でしょ。ほら、他校の。統合生徒会絡みの」

「なるほど。…………何か不自然だったか？」

　例の刺客、何がどうしてか捷斗に惚れたという九十三人の女子高生たち。

　統合生徒会が差し向けるだけあって戦闘向きの超人は多く、彼女たちの在籍する学校のほとんどが、今回の臨海学習に参加している。

　当然、昼も浜辺で何人かと遭遇したのだが……別に、普通の挨あい拶さつを交かわした程度だったはず、というのが捷斗の認識だった。

「わかってませんねー、もう。こと恋する乙女おとめが、想い人を前にあんな自然にしてることの方がむしろ不自然なんですってば」

　姫琉の呆れた風な言葉にうなずいたのは、奈緒だ。

「というか、ついこないだまで、うちの学校にまで押しかけて猛アピールしてきたような子たちだよ？」

「その件なら、流石に月坂校長が他校に苦情を入れて、大人しくさせたような話で落ち着いただろう。仮にも学校行事だし、今日の態度もその延長で──」

「甘すぎですよ兄さん。ああいう縛りができたからこそ尚なお更さら、合法的に兄さんに近づける今回の好機に、大人しくしていられるわけがありません。本来なら」

「しかも、水着っていうこの上ないアピールアイテム付きですしねー」

「……水着を武器にできるのは、持てる者の特権。ズルい……」

　虚ろな声でリリィが呟いたせいか、姫琉と凜音が背後で身構える気配がした。

　昼間のアレの再演を警戒しているのだろう。

　とかく、




『あら、霧咲坂の皆さんもお揃いで。仲がよろしおすなぁ』

『ようお前ら。明日以降は覚悟しとけよ！　手加減してやる気はないかんな！』

『But,あくまでこれはrecreation!　お互いclean fightをしまショウ！』

『えへへ。まだ小学生だけど、わたしたちも特別に参加させてもらえることになったんだよ？　よろしくね！』

『■■■■っ！』




　浜辺で出くわした際の、至って平穏だった彼女たちのあの態度は、こちらの女性陣からすると不自然、という見解で一いつ致ちしているようだった。

　もし彼女たちの言う通り、あれが不自然なのだとするとそれは、

「……統合生徒会が何か仕掛けてくる予兆かもしれないな」

　捷斗の懸け念ねんに、姫琉はあまり賛同できなさそうに応じる。

「うーん。どちらかというと恋愛方面の盤外戦術絡みな気がするんですけど」

「……だとしても、少なくとも警戒は必要だろう。ただ、今はそれより」

　捷斗がそう言って前に向き直ると、凜音も続いた。

「わたしたちの本業に集中すべき、ですね。気配も濃くなってきましたし」

「「っ！」」

　凜音の言葉に、なぜか奈緒と姫琉の足が止まった。

「どうかしたのか？」

「い、いい、いえ？　別に？」

　いつになく震えた声でとぼける姫琉。

　なんでもないような反応には見えないが、似たような反応を奈緒もしている。

「たっ、たたたただあの、えっと、ほ、本当に濃くなったの？　け、気配ってやつ」

「？　はあ、濃くなりましたけど。近づいてるんですから当然に」

　凜音が不思議そうに応じると、姫琉と奈緒が息を呑のむ。

「「………………っ」」

　露骨に挙動のおかしい二人の態度に、捷斗は凜音と視線を交わして、首を傾げる。

　そこで不意に、リリィが言った。

「……これはボクの母さんの、実体験。一人暮らしをしていた、若い頃の話」

　リリィが急に何を言い出したのか、捷斗にはすぐには思い当たらなかったが、なぜか即座に意図を察知したように、姫琉と奈緒が青い顔を見せる。

「リ、リリィ先輩？　きゅきゅきゅ、急に何を語り出しちゃってるんでしょう？」

「そそ、そうだよ？　先輩。ほら、い、急がないとえっと、寝る時間が──」

　そう言ってリリィの言葉を遮ろうとするが、リリィは一切お構いなし。

「当時まだ学生で、お金もなかった母さんは、家賃の安さで住まいを決めた。他と比べて破格の安さで、何かある、いやあったんだろうなとは、最初から薄々気づいてた。でも『その手の』何かが見えたことはないし、そういうジャンルの映画や話にも耐性のあった、むしろちょっと好きだった母さんは、気にしなかった。それが──マズかった」

　どうも怪談の類らしい。

　止められないと悟ってか、姫琉と奈緒はやけに声を張り上げて言う。

「さっ、さあほら張り切って進みましょーっ！」

「うううう歌でもどうかな？　あ、姫って歌得意なんでしょ？」

「しょ、しょーがないですねーっ！　奈緒お姉様のリクエストとあらば！」

　歩行を再開し、姫琉が震え声で無む闇やみに明るい調子の歌声を響かせる間も、リリィの淡々とした語りは続く。

「最初は、物音。家や鳴なりとかじゃない。小さい子がパタパタパタパタ、天井の上を走り回っているみたいな。……その貸家、平屋で一階建てだったのに」

「やっ、屋根裏とか屋根の上を、ネズミとか野良猫が走ってたんじゃないかなあ！」

「はっじめてーの、恋ーはーっ！」

　声を張り上げることが目的になっているせいか、姫琉の歌声はいつになく音程がはずれている。

「次が、臭におい。毎週、深夜の決まった時間に、目が覚めるほど濃く漂う……錆さびた、鉄みたいな臭い。朝には消えるの」

「すっ、水道管が錆びてたんでしょ!?」

「あーなーたーのーっ！　はぁーあーとーにぃーっ！」

「けどたいした害もない。慣れれば意外となんとかなった。ただ……三ヶ月くらい経った頃から、おかしな夢を見るようになる。深夜、母さんは夢の中でも同じ部屋にいて。ゆっくりふらふら、目の前に敷かれた、小さな布団に歩み寄った母さんは、布団の膨ふくらみに──包丁を突き立てる。一回、二回。何度も、何度も。息が上がって、疲れた頃、おそるおそる布団をめくった母さんの手首を摑んで、白目を剝むいた男の子が言うの」

「「っっ」」

　やがてリリィの語りに聞き入って、姫琉の歌声と奈緒の茶々も止まり、焦じらすような間を置いてから、リリィは呟く。

「──痛いよぉ、ママ」

　直後、二人の悲鳴。

「「ぁあああああああああああああああああ!?」」

「朝、目が覚めると、手首には小さい子の指ぐらいの太さの、真まっ赤かな痣あざ──」

「「ふあああああああああああああっ!?」」

「…………やっぱり。この二人、こういうの苦手みたい」

　一区切りついたからか、リリィが怪談を止めて言う。

　ここまで露骨な反応だと、そこは間違いないと思うが、もっと早くに止めてあげてもよかったのではなかろうか。

　二人も二人で……と、捷斗はやや呆れて言う。

「それならそうと、言ってくれれば。別に同行する必要もなかったんだし」

「っ、そ、そそそうやって置いて行かれるのが嫌だから隠してたんですよ！」

「ひっ、姫も苦手だって知らなかったし、この手の話題を意識させられた後、一人で留守番とか絶対やだし！」

　ひしっと抱き合って涙目の二人だが、まあ、この先にさして怖いモノなど待ってはいないし、邪魔にはなるまい。

　正確には在あるのだが、彼女たちには認識できない。

　捷斗がこのまま二人を連れて行くことを決めていると、姫琉と奈緒は涙声でリリィに言った。

「う、うう……で、でもひどいですよ、そんな渾こん身しんの怪談まで使って確かめるなんて」

「つっ、作り話だとはわかってても、どうしてもね……」

　が、そんな二人からの苦情に、リリィは首を傾げて不思議そう。

「？　最初に言った。実話。流石にすぐ引っ越して、その平屋も今は潰れて駐車場になってるらしいけど。ちなみに忘れた頃…………まだ赤ん坊のボクが、夜中おもむろに『──痛いよぉ、ママ』って寝言を言って、お祓はらいを頼んだ、って後日談付き」

「「……………………っっっ」」

　二人がまた息を呑む一方、捷斗と凜音は「ふむ」と、職業柄の推すい察さつを述のべる。

「聞く限り、殺した母親と殺された子どもの霊、二つの記録が混在してる印象ですね」

「我が子を手にかけた後、すぐに母親も後を追った──無理心中だったとすれば、混在もありえるんじゃないですか？　兄さん。水みず子ことか、まだ人格が確立する前の幼い霊は、他の霊と混じり合いやすいようですし」

「……この話をして、そこまで事務的な推理を始められたのは初めて」

　リリィがやや呆れた風に言うが、実際、捷斗たちにとっては事務的に処理すべき内容なのだから仕方がない。

「まともなところに頼んでいれば大丈夫だと思いますが、念のためこっちでも祓っておきましょうか？」

　宗教系の魔術組織──という呼称を忌き避ひするところも多いが──の体制がどうなっているかは定かではないが、人手確保のため非魔術師を多数受け入れてはいても、この辺りの専門技能の必要な部署には、相応の人材が配置されているはずだ。

　職務上の義務感からそんな提案をしていると、姫琉が感心半分、怖がり半分といった声音で言う。

「さらっとそういう提案ができる辺り、先輩たちって、本当にそっち関係が本業なんですね……」

「俺たち自身はそうでもないが、まあ基本技能というか、魔術師の本分ではあるかな」

　いわゆる霊障対策、悪霊祓いといった祓魔業エクソシスム。

　魔を司つかさどる魔術師にとって、これらは宗教関係者ならずとも基礎的な領分だ。

　というか、魔術師は生まれつき、世間で言うところの霊感が強く、霊を寄せやすい霊れい媒ばい体質でもあるので、最低限の技術は身につけておかないと自衛すら覚おぼ束つかない。

　むしろ中世まではこっち方面の魔術研究こそ本流。

　物理的な現象を引き起こすタイプの魔術は、亜流、邪道でしかないとする者も未いまだに存在するくらいなのである。

「ち、ちなみに結局、幽霊ってなんなの？」

　奈緒が漠ばく然ぜんとした質問を投げてくる。

　魂たましいの実在性とかそういう話だろうか。

「解釈は色々とあるが、一種の『記録』って説が主流だな。あらゆる動植物が持つとされる固有干渉場が、死亡時や極限状況下に『場』へ刻きざむもの」

「目撃される死者の姿、聞こえる声は、『場』に残った『記録』を、ある資質を備えた者……たとえばいわゆる霊感の強い人の脳が読み取って、無意識に再生しているだけ、という解釈のようです」

　捷斗の説明に凜音が補足を加えると、姫琉が応じた。

「……ゆ、幽霊に、意識や人格があるわけじゃない、ってことですかね」

「ただ、指向性めいたモノはある。基本的に霊は無害だが、怨念、執念、無念といった、攻撃性を孕はらんだ『記録』は、放っておくと干渉力を増幅させて、特に人間には害をなす存在になりえる」

「ボクの母さんが憑つかれたみたいに？」

「島風先輩のお母さんに関しては、『記録』を生々しく再生できてしまう程度ではあっても、深刻な実害まではない段階だと思いますよ。流石に深刻な段階まで近隣の魔術師も放置はしませんし、手首の痣も、恐らく無意識にご自身で付けてしまったものかと。よほどの握力でもなければ、指の痕あとは骨の形にできるでしょうし、女性の指の骨による痕であれば、子どものそれに見えてしまうことはあるでしょう」

「そ、その深刻な段階ってのになると、どうなるの……？」

　恐々と聞いてくる奈緒を、さらに怖がらせるのもどうかとは思うが、変に誤魔化しても余計に想像による恐怖を与えてしまいそうなので、正直に答えることにする。

「心理的な部分を超え、身体的な健康を害する。悪くすれば死ぬ。霊感のない者でも」

　言ってみれば、悪霊というのはある種、天然の『呪い』だ。

　恨みつらみといった漠然とした指向性の干かん渉しよう力りよくでも、時間をかけて増幅すれば、人体の機能に問題を引き起こすぐらいはわけもない。

　逆にいえば、首を斬り落とすとか、腹部に風穴を開けるとか、物理的な破壊を引き起こすほどの力は、よほど成長した悪霊でも滅めつ多たに持たないのだが。

「土壌に蓄ちく積せきしていくタイプの毒や放射性物質のイメージが近いかもしれない。少量ずつなら微び々びたる影響だが、積み重なるとその場に住める者がいなくなる」

「じゃあそれを消毒、除じよ染せんするのが、先輩や凜音ちゃんたちの役割ってことですか？」

「まあ、『我々の力が弱まるということは、人類がこういった陰の脅きよう威いに晒さらされることと同義である』ってのが、超人抹殺を掲げるいくつかの魔術組織の大義名分だったりもするくらいだしな。……本音は既得権益の維い持じ目的だけど」

　などと説明しながら進んでいるうちに、ようやく、目的のそれが見えてきた。

　奈緒が進みを緩める素そ振ぶりはないので、やはり彼女たちには見えていないようだ。

「天神。そこまで」

「え？」

　眼球に疑似魔力をこめ、見通した闇の先。

　生い茂る草木に隠れてわかりづらいが、傾斜した地面の途上、横に細長く開いた暗い隙すき間まがある。

　恐らくは戦時中の、地ち下か壕ごうか何かに続いているのだろう。

　軽く『ソレ』を眺めてみて、捷斗は凜音に問いかけた。

「……あれ、十年どころの放置期間じゃなくないか？」

「で、ですね。人工諸島の建設以前から、超人側が勢力下に置いていたのかもしれません、この島」

　学園諸島が人工の諸島である背景の一つは、もともとその土地に刻まれている『記録』、悪霊の類を、魔術師に頼らず祓う手段がないことだろう。

『記録』というのは自然に消滅するまで百年単位の時間がかかり、それまでは、定期的に処置しないと、年々その場の『呪い』は成長していく。

　新しく用意した人工の『場』に刻まれていく『呪い』であれば、数少ない、超人側に協力的な魔術師によって、処置し切れるだろう。

　だが、もともと『呪い』のある土地では手が足りなくなる恐れがある。

　翻ひるがえってこの無人島は、大戦時に戦場となった歴史がある上に、もう十年以上、魔術師が足を踏み入れていない。

　十中八九、悪霊化した『記録』は存在し、放置期間中に『呪い』も成長しているはず。

『呪い』に気を取られて明日以降のバトルロイヤルに差し支えてもどうだろう、という理由で、捷斗と凜音は今日の内にそれを処置すべくここへやってきたのだが、

「そ、そんなにヤバいんですか？　先輩」

「いやまあ、祓えないほどじゃないが。多少面倒そうだ」

「……祓えるんですね。普通はアレ、単独じゃ無理ですよ」

「……？　凜音、もしかして、祓ふつ魔まは苦手なのか？　まあ物理方面に特化しているからこそ、あれだけの現象を引き起こせるのかもしれないが」

「…………ツッコむのも面倒くさくなってきたんですけど」

　なぜか凜音がご立腹だった。

　さておき、改めて地下壕の闇を観察する。

　人間の感情に色があるとすれば、濃い負の感情だけを厳選、刻んで煮に詰つめ、高温多湿下で腐敗させればこんな色になるんじゃないかという、ドロリと粘ねばついた純粋な黒。

　よどんで、凝こごって、腐り切った泥でい濘ねいじみた『呪い』だった。

　幸か不幸か地下壕内に滞たい留りゆうしているおかげで、まだ付近の動植物に表立った被害は出ていないのだろうが、今にも噴き出しそうな気配を感じる。

　あんなもの、致死性の毒ガスが充満しているのと同じだ。

　霊感のない一般人でも一歩、汚お泥でいに足を取られれば、ありとあらゆる不快と苦痛を感じながら死しに絶たえる。

「漂ってくる残ざん滓しだけでも、恐怖に激痛、飢き餓がと渇かわき、不快不満後悔義憤悲哀殺意憎ぞう悪お怨みと……凄せい惨さんな場所だったらしいな」

　言いつつ、捷斗は立ち上がる。

『記録』でもあるあの手の呪いは、魔力だの干渉力だのといった仮想の概念と異なり、魔術師であれば感覚的に、存在や質、量を感じ取れる。

　そして感覚に従えば、質も量も、これはかなり危険な部類の汚泥だ。

　優れた魔術師ほどああいった『記録』の悪性には敏感で、体質的には一般人よりよほど、悪霊のもたらす害に弱い。

　生まれつきの脆ぜい弱じやく性せいをカバーし切れるだけ祓魔系魔術に適性があればいいが、凜音がそうではないのなら、彼女を下手に近づけるのは危険だ。

「ここは俺が行く。凜音は、念のため結界で三人の守護」

「……わかりました」

　その声を背に受けて、一歩、踏み出す。

　途端に、地下壕内の泥濘が鎌首をもたげるような気配。

　奴らは獲物──自らの攻撃性を深く受け止めやすい、魔術師の存在には敏感だ。

「發吒ハツタ」

　密教系の聖句を口にしつつ、五指の間に挟はさんだ四枚の符を、まとめて蒼い炎に変える。

　歴史を思えば、ここに在る『記録』には敬意を以もって、穏やかな浄化を目指したいところだが、加減ができるほど生易しい相手ではない。

　ゆえに──全力で焼き尽くす。

　右手に纏った蒼炎が巻き起こす熱風に前髪を巻き上げられながら、捷斗がさらに一歩、地下壕との距離を縮め、同時に地下壕の出口から、凝集した闇が、触しよく腕わんじみたうねりを捷斗に伸ばした、その瞬間、




「──你咒不着」




　声と同時に、壕の奥に凝っていたはずの闇が、蒸発した。

　焼き尽くした、と称しようするのすら生ぬるい。

　それは、溶よう鉱こう炉ろに垂らされた水滴のような。

　目に見える白い蒸気になるような暇もないほど一瞬の、気化。消滅。

　捷斗がやったのではない。

　捷斗では全力でも実現不可能な現象だった。

　どこか、既視感を覚える。

　まるで幼い頃、父や他の魔術師に命を救われた際、自分ではとても及およばない、圧倒的な光景を目にした、あの時のような。

「何してる。時間、遅い。危険。馬鹿か」

　そんな片言の罵倒に目を向ければ、現れたのは、一人の美少女。女子高生。

　夕方、あの磯で出会った、彼女だ。

　あの時も、その可能性は脳裏によぎっていたが。

　こんな現象が起こせるということは、答えは一つ。

　どうやら本当に彼女は──魔術師、だった。

　しかも、ひょっとすると。

　……ありえないとは思うのだが。

　もしかしたら。

　可能性はある。

　彼女が凜音を上回る、究極的な、魔術師だという。
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「操ツアオ。耳ついてるか。お前言ってる。私」

　彼女は、地ち下か壕ごうの奥から、不機嫌そうに姿を見せた。

　他校の制服らしき半はん袖そでのセーラー服と、短いスカート。

　気候に合わない赤く長いマフラーは、一房だけ銀色のメッシュが混まじった、長い黒髪を無む造ぞう作さに巻き込む形で、首元に巻かれている。

　こちらに向けられる真しん紅くの瞳ひとみは鋭するどく細まり、視線には刺さすような険けんが含ふくまれていた。

　顔立ちは整っており、間違いなく美少女ではあるのだろうが、纏まとっている剝むき出だしの刃物じみた空気の方が強く、印象に残る。

　やはり、夕方に磯いそで出会った彼女本人で間違いない。

　だがどうしたことだろうか。

　別れた時は、なんとなくあの刃物じみた空気はやわらいでいたはずなのだが、今は元の、いやそれ以上の剣けん呑のんさで、こちらの肌を刺している。

「……名前を聞いてなかったな」

「お、お知り合いですか？　兄さん」

「あー。夕方に、ちょっとな」

「……まーた先輩が無自覚に女の子引っかけてきたパターンですかこれ」

　姫ひめ琉るはじとっとした目で言うが、冤えん罪ざいである。

　そんな捷しよう斗とたちのやり取りの後、周囲の空気が一段とひりついたのはなぜだろう。

　チッ、と舌打ちが聞こえて目を向ければ、やはり剣呑な彼女の瞳がこちらを睨にらむ。

「操。聞きたい奴、まず、名乗る礼儀。非礼」

「……蘆あし屋や捷斗。霧きり咲さき坂ざかの二年だ」

「ああ、既き知ち。頭おかしい制度ある学校」

　捷斗の右手には、今も魔術で生み出した蒼そう炎えんが宿っている。

　これ自体は物理的にも目に見える炎だが、彼女がこれに注意を払う様子はない。

　もちろん、魔術師だからといって、この炎を見ただけで、それが魔術で作られたものか、あるいは超人の能力で作られたものか区別できるわけではないが……捷斗の名前を聞いても反応しない辺り、やはり同じ『円卓』所属の魔術師ではないのだろう。

　だが、そうだとしても不自然でもある。

　捷斗個人はともかく、蘆屋の名は業界では有名だ。

　たとえ他の魔術組織の所属者でも、少しくらい反応しそうなものなのだが……。

「頭おかしい学校、生徒も頭おかしいか。烟はな火びか肝きも試だめしか不知。が、女と仲良くする目的、場所選ぶが良」

「……そんなにマズい場所だったか？」

　離れた位置にいる凜りん音ねたちを呆あきれた様子で一いち瞥べつした彼女に、鎌かまをかけるつもりで問いかける。

　あれを祓はらえる以上、彼女は超人ではないはずだ。

　中には『超人的な祓魔師エクソシスト』といった才能の持ち主がいないとも限らないが、基本的に、超人には祓魔エクソシスムの技能を持つ者はいない。

　いるとすればある意味、学園諸島では不ふ遇ぐうだろう。

　なにせ、必要がない。

　超人は自身に害がい為なす『呪い』の類たぐいに強い耐性を持つ──その原則は、魔術師が操るものではない、天然の『呪い』が相手でも揺らがない。

　だからこそ、超人しか足を踏み入れないこの島の、地下壕の呪いがあれほど成長するまで放置しても問題は出なかったのだろうし、素人しろうとである奈な緒おたちを同行させることを、捷斗は避さけなかった。

　そうした背景もあって、学園諸島の超人は魔術師の存在こそ知っていても、この手の霊的な呪いに関してはあまり知らされていないようだ。

　もし赤いマフラーの彼女がどこかの組織の魔術師であれば、自分の正体を隠すため、今の問いには何かしら誤魔化しで返すはず。

　だったのだが。

「ん？　ああ、未知か。お前ら。ここ、咒じゆが濃い、だった。魔術ない者、祓えない。超人には害ない。が、濃い、すぎると絶対もない。野生の獣けものに憑ひよう依い、襲うもある。故ゆえ、危険」

　さらりと『魔術』と口にして、なんでもないことのように彼女は応じる。

「そも、夜道危険。木々、鬱うつ蒼そう、尚なお。出歩く、馬鹿」

　……口は悪いが一応、こちらを心配してくれてもいるらしい。

「帰り、寝る。明日、本番。早い」

　吐き捨てるように言うと、こちらに背を向けて、自分はジャングルのさらに奥へと進もうとする。他の呪いも探して祓うつもりだろうか。

「待ってくれ。……魔術だの咒だのって、何の話だ？」

　魔術師は超人を抹殺することを企き図とした、敵。

　その認識は、他校であっても同様のはずだ。

　にも拘かかわらず、捷斗たちを超人と認識した状態で、己が魔術師であると簡単に仄ほのめかす意図がわからない。

　それゆえ捷斗は、闇の奥に消えようとする彼女の背を呼び止めた。

「……操。日本語、転換、面倒。答え忘れだけ礼儀、答える」

　しかし彼女は、ひとつ舌を打ちながら、歩みを止めようとはせず、




「李リ桜綾ヨウリン。陽よう怜れい学園二年。才──超人的な、魔術師」




　最初の捷斗の質問への返事らしきもののみを言い残し、闇の中へと、溶け込むように消えていった。
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「はぁいそれじゃあ、しおりに書いてある通り、これから一組ずつ順番に、島のどこかに飛んでもらいまーす」

　背に波の音を聞きながら、砂浜にずらりと並べられた装置の前で、十六夜いざよい教諭の案内を受ける。

　装置は金属製の、鳥とり居いに似た形をしており、柱と柱の間に不自然な景色の歪ゆがみがある。

　転移装置──医療カプセル同様、十年前の科学では考えられなかった、一部の超人たちの才能が生み出した技術の産物である。

　現状では消費電力のわりに移動できる距離はたいしたことがなく、製造コスト的にも広く実用化できる段階ではないようだ。

　が、こういった特殊な場面では有効だ。

　これから、臨海学習はバトルロイヤルの本番に移る。

　期間は最長で四日間。

　国連軍の訓練施設を兼かねた模擬市街地やら村落やらが各所に散在する広い無人島内。

　そのどこかに、数千人の参加者をチームごとに転移装置でランダムに飛ばし、定刻を待ってスタートとなる。

　転移場所次第で有利にも不利にもなり、そのぶん実力が結果に反映されにくくはなるが、まあ、運営側としてはあくまで対魔術師用の戦闘訓練を兼ねたレクリエーション目的なのだろう。

「はい次は～、お。蘆屋くんたちのチームだね～」

　チーム分けは生徒の自由で、クラスや学年、はては学校が違う者同士というパターンも多い。

　捷斗たちの案内を担当しているのが十六夜教諭であることはたまたまだ。

　ちなみにあの晩、全体に暗示をかけた際に不在だった彼女からも、捷斗や凜音の素す性じように関する記憶は凜音の助力を得た暗示で消させてもらっている。

　協力者となってくれた杉すぎ原はらは特例だ。

「じゃあ、怪け我がしないようにね～。いってらっしゃ～い」

　遊園地のアトラクションへ送り出す、スタッフのお姉さんじみた気楽さで手を振る教諭に会え釈しやくし、転移装置の歪みへ向かって足を踏み出す。

　一瞬の妙な浮遊感の後、視界は密林の奥深くへ。

「あっちゃあ。密林引いちゃいましたねえ」

「この島、面積の七割は密林。確率的に仕方ない」

「アタシは大丈夫だけど……みんな虫よけとかちゃんと持ってきた？」

「あ、虫よけと日焼け止めなら、わたしが調合した特別製がここに」

「おお。流石さすが魔女っ子」

「魔女っ子はやめてください奈緒先輩……まあこの手の調合はイメージ通り、魔術師の基本技能の一つですけど」

「へー。凜音ちゃん、それ私も借りみていいー？」

「もちろん」

　いまいち緊張感がない、というか半なかばピクニック気分っぽい四人の声を背中に聞きつつ、手首に巻いた金属ベルトの表面をタップし、立体映像型のマップを眺める。

　発信機や死亡判定装置、医療診断、ギブアップ、要救助申請等の機能を備そなえたこの端たん末まつによると、現在位置は島の南東部。

　最も寄よりの建造物は北へ二キロほど進んだ場所だ。

　事前に登録すれば武器すら自由に持ち込めるのがこのバトルロイヤルだが、飲食物の持ち込みだけは認められていない。

　そのため最長四日分が必要になる食糧、水は、密林から自力で調達するか、建造物内に配置されているモノを取得するしかない。

　当然、そこで他チームと遭遇すれば戦闘になるだろう。

　だが二キロ程度の距離なら、急いで向かって食糧だけ奪だつ取しゆ、戦闘を回避できる目もあるか。

「ボクと捷斗で行くべきかも。食糧をできるだけ独占、運びきれなさそうなら燃やす」

「……あ。島しま風かぜ先輩はわりとやる気なんですね」

「当然。リアルバトロワ。去年まで参加は三年だけだったから、今年初参加。燃える」

　どうも似たようなルールのＰＣゲームがお好きらしい。

　しかし、全学年参加が今年初ということは、それもやはり統合生徒会が何か仕掛けてくる予兆なのだろうか。

　……たとえば、『世界を革命しうる兵器』そのものを実戦使用しての。

「開始までは……まだ十五分ほどありますね」

　定刻まで、転移位置から半径十メートル以上の移動は許されていない。

　この空いた時間に、捷斗は改めてあの超人女子高生──李桜綾について、考えを巡めぐらせる。

　超人的な魔術師。

　彼女はそう名乗った。

　それが事実であれば、彼女が本質的には魔術師ではなく、超人であるという可能性も浮上してくる。

　そして実際に、彼女は祓魔の魔術を使ってみせた。

　あれが、魔術であることに疑いはない。

　だが元来、超人には魔術が使えない。

　使ったとして、特定の才能に特化した、生来の強い干かん渉しよう力りよくが、それ以上強化されるようなことはない。はずだ。

　しかし……超人の能力の強化増幅それ自体は、以前、捷斗が姫琉に、凜音が霧咲坂の生徒たちに実じつ践せんした通り、可能でもある。

　原理的に彼女たちの能力が一切、魔術の恩恵を受けられないわけではないのなら、超人たちが魔術を使えないのは、何らかの相性、制限の結果かもしれない。

　そしてもし、統合生徒会がその制限を、突破する術すべを見つけ出しているとすれば。

「世界を革命しうると、豪語するには足る……」

　何しろ、祓魔の役割とその技能、あるいは魔術という技術の汎はん用よう性せいが専売特許だからこそ、魔術師が超人の下位互換にはならずに済んでいるのだ。

　その価値さえ奪われれば、いよいよ魔術師は時代遅れの存在になる。

「超人的な魔術師……実は、凜音がそれじゃないかと思ってたんだがな」

「奇遇ですね。わたしも兄さんがそれじゃないかと思ってました」

「特化型であるがゆえの超人の強い物理干渉力。そして多様な種類のある魔術の汎用性。この二つを兼かね備そなえ、自由に振るえる存在か……」

「もしもーし」

　推測通りの事実が存在すれば、それははっきり言って、脅きよう威いだ。

　まさに兵器。

　事実上こちらの秘密兵器である、凜音でさえ太た刀ち打うちできるかどうかは、まだわからない。

　凜音が祓魔を苦手とするらしいので、単純比較はできないが、昨夜、桜綾が引き起こしたあの現象は、かなり規格外のそれに思えた。

　超人的魔術師、李桜綾。

　昨夜の時点で父に、使い魔を飛ばして報告はしてあるが、彼女には要注意だ。

　昨夜の様子だと、桜綾はまだ捷斗たちが魔術師であるとは知らされていない──統合生徒会がどういうつもりでその状態を保持しているのか、そこに疑問は残るが。

「ま、あの人がどういう存在にしろ、先輩なら楽勝なんじゃないです？」

「心配するだけ損そんっぽいよね……」

「どうせチョロイン」

　肩をすくめて言う彼女たちの台詞せりふには、どうにも同意しかねる、胸騒ぎがした。
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「先輩、誰もいないみたいですけど？」

「いや。いるな」

　密林が不自然に途と切ぎれた地点。

　平らにならされたその区画に、小規模な村があった。

　木やトタン屋根からなる家々の趣おもむきからすると、東南アジアの村落を模もした場所らしい。

　村を十字に走る太めの道のようなものこそあるが、最低限それを塞ふさがない程度の雑然さであちこちに並ぶ仮想民家のおかげで、死角は多い。

　そしてその死角に、複数の敵の存在が捷斗には感知できる。

「ほえ。なんか逆にこれくらいの魔術の方が、便利さって実感しやすいですね」

「……魔術ってチート」

　身を隠した茂しげみの陰で、姫琉やリリィが、ひそひそとそんな言葉を交かわす。

　すでにバトルロイヤルは始まっている。

　結局、下手に別行動を取ると敵と遭遇した際に危険ということで、五人で同時に行動している。

　転移地点から最寄りの建物──食糧の配置されている場所を目指してここへ来たのだが、存外、付近にも多数のチームがいたようだ。

　まあ数百チームが同時参加なので、島の面積や建物の数を差し引いても当然といえば当然か。

「普通、銃声とかわずかに見えた敵の姿から、その場にいる敵の数を予測、短時間で最適な行動を選択するのもこの手のゲームの醍だい醐ご味み。索さく敵てき魔術とかチート」

　抑よく揚ようの乏とぼしい声音に微妙なガッカリ感を滲にじませるリリィだったが、

「別に、緊急時以外は使わないって手もありますけど。魔術」

「合法的に使えるものは何でも使うのもまた醍醐味」

　捷斗の提案に対してはキリッとあっさり掌てのひらを返すのだった。

　……いや、超人の能力を前提としたこのバトルロイヤルで、魔術の使用が合法かどうかには、かなり議論の余よ地ちがある気もするのだが。

　そこでやや不思議そうに、凜音が首を傾かしげた。

「でも索敵なら、奈緒先輩にもできそうですけど」

「いや、アタシは無理かなあ」

「そうなんですか？　なんとなくこう、武術の達人ってそういうのできるイメージなんですけど」

「まあ襲ってくる人間の殺気みたいのはわかるけど。レーダーっぽいのは漫画とかのイメージじゃない？」

　そんな会話を聞きつつ、捷斗は索敵の精度を上げ、範囲も拡ひろげる。

　現在、捷斗たちがいるのは村の南側、密林との境さかい目めだ。

　後方数百メートルの範囲には敵影なし。

　村内は、十の建物内に各二～五名ずつ。

　建物外の死角には似たような数のまとまりが、六ヶ所に散在。

　そして東と北の、やはり密林との境界付近に各五人一チームずつだ。

　捷斗たち以外に恐らく十チーム以上、六十人ほどの人数がここに集まっている。

　そして各おの々おのが互いをうかがうかのように、物音一つ立てていない。

　ふと気になることがあり、捷斗はリリィに問いかけてみる。

「島風先輩。こういうゲームってやっぱり、漁ぎよ夫ふの利り狙ねらいが定石だったりします？」

「ガチで勝ちにいくならまあ、それが一番無ぶ難なん。……でも、流石にこれはなんか変」

　リリィが眉をひそめる理由には、捷斗にも心当たりがあった。

「漁夫の利を狙うなら、自分からは動かず他チーム同士の交戦を待つべきでしょうね。全員が同じことを考えて膠こう着ちやく状態に陥おちいっても、それ自体は不思議じゃない。ただし」

「そう。それはあくまで、この場の全チームが他チームの存在に気づいていた場合の話。チームがそれぞれ分散、トランシーバーとかの連絡手段を持ち込んでいて連携が取れてる、単純に敵がいるという前提で慎重に行動している可能性はあるけど……流石にこの場に何人いるかまで把は握あくできてるチームは多くないはず。なら自分たちが確認した敵の死角を移動して、有利な位置を確保しようとするチームがいくつか現れるのが普通」

　つまるところ、魔術によって全チームの位置、人数を把握できる捷斗たち──どのチームにとっても死角になる移動経路が存在しないと判断できているチーム以外のチームまで、一切動こうとしないのは、自然ではないということだ。

　そして何より不自然なのは、

「これだけ建物があるのに、見事に死角を潰つぶしてあって、しかもその過程で他チーム同士が遭遇戦に移行することがなかったという状況。まあ、まだ何らかの手段で他チームが俺たちの転移場所を把握、共謀して待まち構かまえていると考えた方が自然でしょうね」

　転移位置は完全にランダムのはずなのだが。

　諸島内のイベントであれば、学園諸島の意思決定機関らしき統合生徒会が、横槍を入れることは十分できるだろうし、その前提が真実である保証もないか。

「えーと……ってことは、すぐ逃げた方がいいんじゃないの？」

「んー。それは難しいかもしれませんよ奈緒お姉様」

「そうなの？」

「はい。だって私が先輩を罠わなに嵌はめるなら、待ち構えるだけで退路は断たないなんてことしませんし」

　しれっと実感混じりの推測を述べる姫琉が怖いのだが、その考えには同意だ。

　姫琉の説明にうなずきかけた奈緒は、そこでふと気づいた様子でさらに言う。

「え。でも確かさっき、後ろには誰もいないって」

「そりゃあ、そう見せかけて誘導するくらいのことはしますよ。綺き麗れいに死角潰しができてるなんてあの状況も、それとなく撤てつ退たいを誘導してるんでしょうし。で、誘導に引っかからないなら引っかからないで、その場合の段取りも──」

　ガサリと、周囲の草木が揺れた。

　索敵魔術に反応はない。

　だが超人には索敵魔術を欺ぎ瞞まんする程度の才能の持ち主はいくらでもいるだろうし、具体例にも一人、心当たりがある。

　姫琉は「ほら」と、肩をすくめて、皮肉めいた笑みを浮かべた。

「──この通り、しっかり準備済みなわけですよ」

「訳知り顔で手て管くだをバラされるいうんも、いささか癪しやくなもんどすなぁ」

　当の具体例……着物姿の女子高生ははんなりと、微笑ほほえみながら、姫琉を見ている。

　まあ、目の奥は明らかに笑っていないのだが。

「えー？　このくらいで『手管』とか、意外とお優しいんですね？」

　眩まぶしいくらいの笑顔で、思い切り相手、天津風早さ霧ぎりを煽あおる姫琉。

「超人的な詐さ欺ぎ師し、でしたっけ？　先輩の魔術まで『騙だませる』のは凄すごいですけど、せっかくの能力はもっと有効活用しないと」

「うふふ。辛しん辣らつどすなぁ、ロシールドのお嬢じようはん。いくらうちがあんさんの能力の天敵やからって、八つ当たりは困りますえ」

「いえいえ。むしろありがたいくらいですよ？　私、自分の能力好きじゃないですし。一時的とはいえ私の能力が『効かない』と皆さんを『騙して』くださるおかげで、肩の荷が降りた気分です。天津風家にも一つくらいあるんですね、（都合の）良いところ」

「…………腹黒小娘」

「…………陰いん険けんエセ京都人」

　君たちなんでそんなに仲悪いの。

　先日の初対面時（少なくとも当人らは初対面だと言い張っていた）からこの調子だったので、どうも、家同士の折り合いが悪いようなのだが。

　天津風家はロシールド家の分家みたいなものらしいので、権力闘争的な何かだろうか。

「おい天津風」

　早霧と共に、捷斗たちを囲むように現れた五人の一人が、呆れた風に声をかけると、早霧は上品に微笑んで発言を譲ゆずる。

　だが譲られた、褐かつ色しよく肌はだにライダースーツの女子高生、東とう郷ごうカレンが口を開くより、奈緒の方が早かった。

「……はあ。どうやってこんな人数でアタシたちを待ち構えることができたのかと思えば、アンタの仕し業わざだったってわけだね」

　奈緒の言う通り、転移先がランダム、というルールに統合生徒会が細さい工くをしていない限り、仲間同士らしい六十人もの人数が全チーム捷斗たちの近くに転移、かつ捷斗たちの移動先に先回りして待ち構えることは不可能だ。

　だが東郷カレンは、それを可能にする才能の持ち主でもある。

「超人的なギャンブラー。何かしたって言うより、『運に任まかせた』だけだろうけど」

「なんだよ天てん神じん。随分と刺とげ々とげしいじゃねえか。同じ統合生徒会十傑衆の一人だろ？」

　捷斗の味方になってからは休止しているようだが、奈緒はもともと、その戦闘能力を買われ、統合生徒会の依頼を受けることが多かったとは聞いている。

　しかし、そんな重要な役職？　集団？　にまで属していたのかと捷斗が驚いていると、奈緒は顔を赤くして、カレンに抗議する。

「んな恥ずかしい名前の集団に入った覚えとかないし！　あとね、アンタたちのバックレのおかげで、アタシが何度ワンオペやらされたか──」

「しゃあねえだろ、急に大事なレースがあるって思い出しちまったんだから」

「何一つしょーがなくないし！　てか大事なもんは人それぞれにしても、レースとかって事前に予定決まってるんだからシフト申請とかそういう時に──」

　うがー！　と珍めずらしくご立腹の奈緒。

　意外と真ま面じ目めな性格なので、カレンの雑さには日頃から思うところがあるらしい。

　とかく、彼女がいるなら、単純に六十人は『運良く』捷斗たちの近くに転移してきたのだろう。

　魔術でいえば因いん果が干かん渉しよう系けいの才能だ。

「もー。口でFightしにキたわけじゃナイでショウ？」

　続けて言ったのはカウガールスタイルのエイミー・Ｊ・マクダネル。

　流れ的に凜音かリリィ辺りが嚙かみついて話がこじれそうな展開を想像してしまうが、心配はない。二人とエイミーは特に因いん縁ねんもないし、先日が初対面だ。

　ゆえに嚙みつく理由など、

「………………敵」

　じっと、エイミーの豊満な胸部を見つめるリリィには、あったらしい。

「W,What's up?　しょ、ショート？　このチビっ子、どうしてワタシの胸を──ふひょほはぁぁぁ!?」

　がお！　とエイミー（の胸）に襲いかかるリリィの一方、凜音は凜音で、

「ねえねえ、凜音。代わって？」

「■■■っ！」

「な、何のお話かな？　アリエルちゃん、ウリエルちゃん」

「もお、忘れちゃったの？　お兄ちゃんの妹、わたしたちがなるから、代わって？　って前にも言ったでしょ？」

「■■■■！」

「う、うーん。ちょっとそれは絶対いつか結婚するまでは無理かなぁ」

「？　でも、お兄ちゃんとケッコンするのは、わたしたちだよ？」

「■■？」

「そ、そっかー。じゃあもう────殺し合うしかないかなあ……」

「落ち着け凜音。瞳どう孔こうが開いてるぞ」

　双子のゴスロリ幼女を相手によくない波動を漲みなぎらせている妹をなだめつつ、捷斗は改めて早霧の方を見る。

「で、今日の用件は？」

「あら。つれないどすなぁ捷斗はん。そらバトルロイヤルやさかい、勝負しに来たに決まっとりやすやろ？」

「……こう言ってはなんだけど、無む謀ぼうじゃないか？」

　凜音の支援のおかげだが、捷斗は一度すでに、彼女たちを倒している。

　六十人以上を一度に相手にしたわけでもないが、それぞれとの勝負時の手て応ごたえから言って、凜音の前ではチョロすぎる。

　集団だろうと、およそ彼女たちに勝ち目はない。

「うふふふ。そういう、歯に衣きぬ着せん物言いも魅力的どすなぁ」

　早霧が袖で口元を隠し上品に笑う一方、カレンは豪ごう快かいな笑みを見せて言う。

「ま、確かにオレたちじゃ捷斗の相手は務つとまらねえわ。本来は、な」

「流石に何か策さくはある、と。それでもまだわからないのは、動機かな。今さら賞金を欲しがる面メン子ツにも思えないし」

　早霧は天津風家の御令嬢、カレンはギャンブラーとしての才で荒あら稼かせぎしているようだし、エイミーやアリエル、ウリエルにしても、統合生徒会のおかげで経済的な苦労はないらしい。

　捷斗にとっては順当な疑問だったのだが、カレンは「おいおい」と呆れ顔。

「目的なんぞ決まってんだろ。排除だよ」

「……俺の？」

　捷斗が眉をひそめると、エイミーとアリエル、ウリエルが笑い飛ばした。

「ＨＡＨＡ！　まさかネ。ショートはむしろワタシたちの目的そのものデス」

「お掃除したいお邪じや魔ま虫むしなら、ほかにいるよ？」

「■■■■────っ！」

　まさか、と捷斗が思い当たると同時に、早霧が笑う。

　細められた眼差しは、ぐるりと一度、捷斗の周囲、四人の女子高生を舐なめる。

「しれっと当然のように捷斗はんの近くに侍はべる、うちらの恋こい路じを邪魔する子ぉら」

　睨まれた姫琉たち四人は四人で、

「……私の方が先に好きになったんですー、とか、みっともない上に凜音ちゃんを一人勝ちさせるようなこと言うつもりはないですけど、それはまた」

「べ、別に蘆屋くんを独占しようとかそういうアレでもないし」

「つまり、嫉しつ妬と？」

「に、兄さんは渡しません！」

　口々に言って、即座に臨戦態勢に移る。

　カレンたちも、話が早いとばかりに、それに応じる構えを見せる。

「こっちが勝ったら捷斗の隣は譲ってもらう。クク、楽しみだなあ。夜が」

「よ、夜ってアンタ……」

　奈緒がやや頰ほおを赤らめると、カレンは不思議そうに眉根を寄せた。

「あん？　なんだその反応。まさかお前ら、こんな据すえ膳ぜん食ってねーのか!?」

　本気で驚いた様子のカレンに、姫琉がやや気け圧おされたような様子を見せつつも、反論する。

「……た、食べてなかったらなんだって言うんですか！　だ、だいたい、そう簡単に先輩をその段階までオトせてたら苦労は──」

「はっ！　どうせ既成事実作ったらそのまま結婚とか、そういう『重い』空気出してんだろ？　一晩限りとかそれくらいの気軽さで誘えばオチるだろうよ。……しかし良いこと聞いたわ。このツラとあの強さでまだ童貞かよ。俄が然ぜんオレのモノにしたくなったわ」

「こ、こんなこと言ってますけど良いんですかそっち陣営の他の皆さん！」

　肉食系にもほどがあるカレンの言い草に、姫琉がそう問いかけたが、早霧たちの反応は鈍にぶい。

「はあ。何か問題おあします？　そら捷斗はんの一番を誰がいただくかは改めて決める必要ありますやろけど。英雄色を好む、これほどの男子に選ぶ女子を一人に絞れなんて、酷こくなことは申せませんわ」

「ワタシもno problem!　『筆ふで下おろし』もみんなで一緒にやれば良いんじゃないデス？」

「とんだビッチ集団だったんですけど!?　あとなんでそんな単語だけめちゃくちゃ流りゆう暢ちようなんですか！」

　早霧やエイミーの言い分に悲鳴じみた声を上げる姫琉。

　もはや些さ細さいな問題のようだが、捷斗本人の意思とかは無視なのだろうか。まあ無視なのだろうな。

　一人、蚊か帳やの外そとに置かれた気分でいると、どうやら話についていけていないのは捷斗だけではなかったようで、アリエルとウリエルも小首を傾げている。

「ねー。なんのお話ー？」

「■■？」

「……よ、よかった。流石にこの子たちは──」

　安あん堵どしかけた姫琉を遮さえぎるように、早霧が幼女たちに伝える。

「真夜中のプロレスのお話どすえ」

「あ、わたしたちがオトナモードの時のあれー？　あれ気持ちいいから好きー」

「■■ー！」

「…………」

　幼女たちすら肉食系だった。

　いやまあ、この子たちには色々と特殊な背景もあるが。

　しばらく閉口した後、奈緒が今さらと言えば今さらなことを言い出した。

「ねえ、別にこんな勝負、受ける必要ないよね？」

　奈緒の言葉に、少し迷う素そ振ぶりを見せつつも、姫琉やリリィ、凜音は応じる。

「それはそうですが……先輩の介入に文句はないようですし、むしろこの場でぶっ倒して金輪際先輩に近づかないでもらった方が良いような気も」

「……同意」

「ですね。こんなフシダラな方々にはなおさら、兄さんは渡せません」

　捷斗は一瞬、私のために争わないで的な常じよう套とう句くでも口にしようかと思ったが、空気のひりつき方がシャレになっていないのでやめておく。なんだこれ。

　捷斗の困こん惑わくをよそに対決の空気を完成させつつある九人。

　加えて続々と、村の方から六十人ほどの、見覚えのある顔ぶれが集つどい始はじめている。

「海で先輩を誘惑しに来なかったのも、今日の準備に時間を取られてて、挨あい拶さつ程度が精一杯だったってとこですか」

「ご名答。んでお前らはとっくにオレたちの策の内側ってわけだ」

　さて、一体どんな策を用意しているというのか。

　その内容如何いかんによっては、凜音がいるとはいえ注意が必要だろう。

「さあ捷斗。とっとと終わらせて楽しもうじゃねーの」

　ハアハア息を荒らげつつ、過度に視線を下げながら捷斗の一点を見つめて言うカレン。

　これもう逆セクハラで訴えた方がいいかもしれない。

「では、参りますえ」

　早霧の宣言に捷斗たちが身構えた、次の瞬間。

　それは、起きた。

「こ、これって……」

　空に浮かぶ、巨大な魔法円。

　幾き何か学がく模も様ようや数式で構成されたそれは、凜音と捷斗にとって、見覚えのあるものであり──

「どうよ。統合生徒会からちょっぱってきた、オレらの能力の増幅装置！」

「昨日試ためシテみましたケド、優れものデシタ！」

「いかに捷斗はんでも、アレに強化されたうちらをまとめて相手にするのは、相当、難儀やろなあ」

「安心して！　壊れちゃってもちゃんと直してあげるから！」

「■！」

　その豊かな胸を張り誇るカレン、エイミー、早霧、アリエルとウリエル。

　だが。

「…………」

　どうしよう。

　言いづらい。

　すごく自信満々でいらっしゃるけど、アレで強化した程度じゃ、凜音の支援下にある捷斗に勝つことはほぼ──。

「ではイキマース！」

　捷斗たちの沈黙をどう解釈したのか、エイミーは意い気き揚よう々ようとその右手を閃ひらめかせる。

　次の瞬間、まるでコマ落ちした映像を観るかのように忽こつ然ぜんと、その手には、ホルスターに収まっていたはずの回転式拳けん銃じゆうが握られていた。

　超人的な銃使いガンスリンガー。

　その才能の恩恵を受けた銃弾は、およそ物理的にはあり得ない現象を複数、同時に発現する。

　一度の銃声で六発の弾丸が同時に発射される……というだけならまだ早撃ちの領域かもしれないが、その六発は拳銃弾にも拘らず、それぞれ戦車装甲すら貫く威力を持つ。

　おまけに標的に当たると内部で軌道が暴れ狂い、対戦車ミサイル級の運動エネルギーを使い果たすまで内側を徹底的に破壊し尽くす。

　人体に着弾すれば、臓器はズタズタを通り越して液状化するだろう。

　そして捷斗は、そんな、さらに威力の上がった六つの弾丸を、

　……フッと吐いた息で、吹き散らした。

「No way!?」

　勢いを失い、地面に転がる六つの弾頭。

　何も物理的に強風を巻き起こしたわけではない。

　自分の息吹いぶきを『精せい霊れい風ふう』、五島地方に伝わる『死者の風』に見立てて対象から活力を奪う、呪術系統の魔術として放ったのだ。

　前回は擬似魔力を通しただけの強化魔術で弾丸自体を弾はじいたが、それが難しい程度には速度も威力も確かに増幅されていた。

　が、凜音の支援下であれは、対処法はいくらでもある。

　エイミーが驚いている隙すきに、彼女の手首の端末は内部電流を弄いじって壊しておく。

「わたしたちもいくよーっ！」

「■■■！」

　続いて飛び出してくるのは、アリエルとウリエルの双子。

　いや、双子というのは正確ではない。

　彼女たちの正体は──。

「えいっ！」

　拾い上げた小石を、エイミーの弾丸に迫るだろう超音速で投とう擲てきしてくるアリエル。

　その才能は、超人的な投手。

　超人の才能に、知識や似合う似合わないなど無関係だと体現するような、ドレス姿の童女の力だ。

「■■！」

　続けて獣じみた咆ほう哮こうを上げたウリエルは、超人的な声楽家。

　咆哮に似たその声は、聴き届けた者にのみ天上の美声と死を届ける、指向性の殺傷性音響兵器だ。

　一直線に迫る小石と、地面や木々で反射しながら近づく音波。

　やはり威力や効果の上がったその二つを、捷斗はバットに見立てた指の骨で打ち返し、喉のどを振るわせ逆位相の音波をぶつけることで相そう殺さいする。

　だがまだだ。

　この程度は彼女たちの本領の一端に過ぎず、

「流石ね、坊や。でもこれはどう？」

　アリエルとウリエルの姿が重なった次の瞬間、忽然と現れた艶なまめかしい、煽せん情じよう的てきなドレス姿の美女が、蠱こ惑わくの視線を向けてくる。

　身体からだが硬直する。

　石化の魔眼……いや、魅了の魔眼に似た効果。

　初見だが、超人的な娼婦といったところか。

　能力が初見なのは、彼女と初対面であるから──ではない。

　まるでアリエルとウリエルが合体したことで現れたかのような彼女は、『アリエルとウリエルそのもの』でもある。

　いや、より厳密にいえば、アリエルやウリエルといった人物は実在しない。

　戸籍上の名称不明なその女子高生の才能は、

　──超人的な、多重人格者。

　人格ごとに個別の肉体を具現化できる上、才能・能力すらその人格ごとに異なるというイレギュラー。

　超人の異能の威力と魔術師並みの汎用性を両立しているという意味では、彼女もそうだ。

　しかしながら、

「第七種、装そう塡てん。……一次解放」

　捷斗は『切り替えた』魔眼の効果により、美女の魅了を断ち切った。

「なっ!?　これほど強化されている私の力を!?」

「第五種装塡。四次解放」

　続けて別の魔眼を選択し、美女に視線を向ける。

　直後、美女の肉体は霞かすむように消え、

「えっ、ひゃっ!?　やだ、また……!?」

　代わりに現れたのは、長い前髪で目元を隠した、小柄で気の弱そうな日本人女子高生だ。

　彼女が超人的な多重人格者、その主人格に当たる。

　他の人格と違って、別人格との入れ替わり以外に特別な能力はない。

「ごっ、ごごごごめんなさいすみません調子乗りました厚かましくって出来心なんですあの何でもしますから嫌いにならないでっ！」

　ちなみに、彼女をこうして無力化するのは二回目だ。

　前回はもっと簡単な無効化魔術で事足りたのだが、今日は比較的強力かつ即応性にも優れる代わりに体力消耗の著いちじるしい魔眼を、二種類も使う羽目になった。

「…………えーと。話が違うんとちゃいます？　これ」

「統合生徒会が厳重にパスかけてて、しかもオレらにも使える儀式魔術だってんで絶対イケると思ったのによお！　捷斗の前でも人生でもこれを言うのは二度目だけど、ツイてねえ！」

　取り残された早霧とカレンがそう嘆なげく。

　ちなみに因果干渉の類には当然、対抗術式を巡らせているので、どうも常時凜音の支援魔術の恩恵を受けているらしい捷斗には、効果が薄いはずである。

　早霧の『詐欺』の能力も、やはり防勢術式で対処済。

「な、なあ捷斗？　それはそれとしてオレらと良いこと」

「しない」

　バッサリとカレンの提案を拒否し、捷斗は全員の端末を破壊した。

　…………やっぱり、チョロい。





　　　　[image: ]






　開幕早々、場外乱闘じみたいざこざに捷斗が巻き込まれていたその頃。

　杉原鬼き柳りゆうは島の、捷斗たちの位置とは反対側で行動を開始していた。

「うっし。全員、必要な食糧は確保したか？」

　彼らが転移した位置から最寄りとなる建物の所在地は、廃工場──に見立てた廃はい墟きよが建ち並ぶ、工業区画だ。

　天井の高い平屋の建物の一つで、杉原は自身のチームメンバー……捷斗に色恋とは違う意味で惚れ込んだ舎弟連中を率ひきい、声をかけている。

「うす！　鬼柳の兄貴！　四日分確保済みっす！　残りはどうしやす？」

「敵に残しといてやる義理もねえし、燃やしとけ。お前、能力で火も起こせたろ」

「うす！」

　無駄に舎弟ムーブが板についた坊主頭のメンバー、超人的な刀かたな鍛か冶じに指示を出しつつ、杉原は建物の出入口で周囲の警戒を続ける。

　到着早々、出くわした他チームの連中は杉原の能力で斬り捨ててある。加減したので首の落ちた奴はいないがまあ、戦闘は不可能だろう。

　先ほど駆けつけた医療チームに連中が運ばれていくのも見たので、恐らく、杉原が斬り落としてやった四し肢しも治るのだろう。

　治らなくても、杉原にとってはどうでもいい話だが。

「しっかし流石は兄貴っすね。結構強そうな連中でしたけど、あんな一瞬でまとめて五人も。捷斗さんの次に凄すげえっす」

「本当っすね。捷斗さんほどじゃないけどマジ凄かったっす」

「尊敬するっす！　捷斗さんの次に！」

「……お前らいちいちショートと比較しねえと世辞も言えねーのかよ」

　舎弟たちのブレない意見にため息は出るが、まあ同じ男として、あれほど圧倒的かつ究極的な力に憧あこがれる気持ちはわからなくはない。

　杉原にとってはそんなものより、まるで底そこの見えない不気味さや理り不ふ尽じんさが先に立ち、こいつらほど心酔できるわけでもないが。

「改めて確認っすけど、捷斗さんに出くわしても仕掛けにいっていいんすよね？」

「おう。そういう話になってる」

　一応、現在の杉原の立ち位置は報酬ありきながら捷斗の協力者。

　ただ、いくら統合生徒会の横槍が予想されるとはいっても、あくまでこのバトルロイヤル自体はゲーム、遊ゆう戯ぎの延長だ。

　特に優勝を目的としていない捷斗に勝ちを譲ってやる道理も、せっかくの億単位の賞金を諦めてやる義理も、こちらにはない。

　とはいえ正面切っての戦いでは勝ち目も薄いが、端末の機能停止が敗北を意味するルール下でなら、やりようはある。

　とかく、現状は序盤戦。

　まずは食糧等必要な物資を確保しつつ、捷斗対策の準備を進め、その間に敵と遭遇することがあれば潰しておく。

　そんな消極策が無ぶ難なんだろう。

　似たようなルールのＰＣゲームのように、倒した敵から武器や重要物資が手に入るわけでもない。

　最低限水さえ確保してあれば、四日は十分活動できる。

　このルール、序盤から積極的に動くメリットは薄いのだ。

　まあその辺りは学校側も織おり込こみ済みなのか、単にその手のゲームや映画を真ま似ねているだけか、時間経過と共に活動が許可されるエリアが狭せばまっていくので、動かざるをえないタイミングもそのうち来るが。

「ん？　兄貴、アレって何だと思います？」

「あん？」

　共に廃工場の外を警戒していた舎弟が何かを指すので、その方向に視線を向ける。

　上空に、金色に輝く何かが見えた。

　魔法陣……いや、魔術師連中の間では『魔法円』と呼ぶんだったか。

　印象では以前に見た、凜音が仕掛けたという、超人の能力を強化するそれに似ている気がするのだが。

「……いや、違うな」

　専門的なことは知らないが、記憶力には自信がある。

　円であること自体は同じでも、見て取れる模様や数式のような細部がまるで異なる。

　凜音のそれは西洋風というか、いかにも洋館の書庫に収まっている魔道書にでも記しるされていそうな意い匠しようだったが、今、上空にあるアレは、崩してはいるが漢字や梵ぼん字じに似た縦書きの連なりが多く、どちらかといえば東洋風だ。

　凜音か捷斗が、以前のものとは異なる種類の魔術を使用しているのだろうか。

　だがよほど追い詰められでもしなければ、もう敵の親玉、統合生徒会にバレているとはいえ、捷斗が目撃者を大量に出す類の魔術を迂う闊かつに使用するとは──。

「……って、おい。なんかアレ、こっちに近づいてねえか？」

「確かにだんだん──え、いやマジでなんかすげえ勢いでこっちに」

　上空にあったはずの魔法円は、徐じよ々じよに角度を変えて地面に対し垂直になったかと思うと、こちらに正面を見せつつグングンと高度を落とし、近づいてくる。

　やがて遠くの木々の樹上に達したのか、ベキベキミシミシと乾いた破砕音を立てながら、ゆっくり回転し、迫ってくる。

「っ、お前ら全員俺の周りに寄れ！」

　指示を出し、「へ？」と呆ほうけた舎弟の襟首をふん摑づかまえ、五人全員一ヶ所に固まる。

　その巨大さと、遠距離にあったことで実感しづらいが、アレが迫る速度自体は凄すさまじく速い。

　そんな杉原の確信を裏付けるように、すぐにゴリゴリゴリと、周囲の廃工場がアレに砕くだかれる音と地揺れが届いた。

　今から走って、アレの進路から逃れられるかは微妙。

　そもそもこちらを狙い撃ちした何者かによる攻撃なら、最悪、逃げても追跡されて、粗あら挽びき肉にくになるのが関の山だ。

　案の定、間もなく近づく震動は巨大になって、

「伏ふせてろ！」

　杉原が放った不可視の『斬撃』が、今いる廃工場を喰くい潰つぶしかけた、ゆうに建物を超える直径の魔法円を、粉こな微み塵じんに斬り捨てた。

「……チッ。焦あせらせやがって」

　一部、屋根も壁も床も喰われかけたせいでバラバラ落ちてくる瓦が礫れきを、無意識の自動迎撃に任せつつ、杉原は舌を打つ。

　以前なら同じ事態に遭遇しても焦ったりはしなかっただろうが、捷斗によって自分の能力が絶対ではないと思い知らされたせいで、魔術絡みにはつい警戒してしまう。

　これも一種の後遺症だろう。

　だが、たとえ自身の能力が通じない存在を知る前の杉原であっても、

「操。面倒な奴」

「っ!?」

　このタイミングでこんな風に背後から声をかけられれば、やはりこうやって、弾かれたように振り向いたことだろう。

「誰だ!?」

　誰何すいかしたが、その実は時間稼ぎだ。

　全方位に神経を張り巡らせ、さらなる敵の存在に注意しつつ、背後、十数メートルほど離れた位置に忽然と現れた女……半袖セーラー服と真紅の長いマフラーを身につけた女子高生に、最大限の警戒を向ける。

　負けてもこれは、しょせんゲームだ。

　だがなぜか。

　今は。

　現れたこの女を前にした今だけは、そんな生ぬるい意識は斬り捨てて、本物の『殺し合い』のつもりで対たい峙じすべきだと、理屈抜きの勘かんが告げている。

「…………」

「あ、兄貴が聞いてんだろうが！　何を黙って──」

「ばっ、よせ！」

　不用意に舎弟の一人が、女に詰め寄ろうとした。

　杉原の制止は、間に合わなかった。

　一歩、女と距離を縮めた次の瞬間には、舎弟の足元に、何かがゴトリと落ちている。

「え……手首……これ、俺の、ぁ、ぁああああああああああッッッ!?」

「操。五う月る蠅さい」

　泣き叫ぼうとした舎弟の頭部に不可視の衝撃が走るや、彼の悲鳴はそこで途と絶だえる。

　気づけばドサドサドサと、ついでのように、残りの舎弟の手首も落ちて、一人目と同様に意識すら奪われていた。

　……理屈の上では、それは杉原が驚くほどの光景ではない。

　端末ごと手首を斬り飛ばす。

　それくらいの芸当は、超人四人を相手にしようが、杉原にだって簡単にできることだ。

　杉原の能力では器用に意識だけ奪う衝撃を与えるのは難しいが、それだって、ひとまず無闇に命を奪うつもりまではないらしいと、安心すべき材料のはず。

　だが、それでも。

　杉原の脳裏に響く警けい鐘しようは、いっそう大きくなるばかりだった。

　そして、経験上。

　まだ杉原の斬撃を受けバラバラになった捷斗が再生しただけで、彼にこちらの斬撃を防ぐ手段まであるとは発覚していなかった段階で、それでも敗北を確信できたあの時のように、杉原のこの手の勘は、外はずれたためしがない。

「何者だ、てめえ」

「時間稼ぎか？　逃げる、許す、ないね。無駄」

　それで会話は終わりとばかり、あちらから一歩、踏み込んでくる。

　女の容姿は、優れていると言っていい。

　顔立ちは整っているし、胸もまあ、巨乳好きを公言して憚はばからない杉原の基準からしても、及第点だ。

　だが、不思議とその手の欲求は湧わいてこない。

　状況のせいだけではなく、この女の纏う、冷たく硬質な鋼めいた空気が、それを許さないのだろう。

　長い黒髪に、一房だけ入れた銀メッシュも、似合う似合わない以前に、まるでこの女に洒落しやれっ気けなんて平和な性分があるかのようで、違和感がひどい。

　これも勘だが、女の、血液を思わせる鋭い瞳に、杉原は確信を持っている。

　こいつは、同類だ。

　杉原や、恐らくは捷斗の。

　確実に一人二人どころではない人数を殺やっている。

　それも日常的に。

　繰り返し、何かがすり減へり摩ま耗もうして、何も感じなくなるところまで。

　油断や驕おごりは期待できない。

　この手の人種は人体ニンゲンのしぶとさも、狡こう猾かつさも、死に際や火事場での馬鹿力、フィクションで描えがかれれば『ご都合主義』とでも叩たたきたくなる理不尽な面倒さも、身を以もって、嫌になるほど知っている。

　知っているから、いつも織り込む。

　どれだけ相手が弱者に見えても、そいつが豹ひよう変へんした場合の上振れの幅を常に考慮に入れ、臆病なぐらい慎重に、心と手段を備えて挑む。

　だからたぶん、もう杉原に勝ち筋や、逃げ場はない。

「理解。面倒。才能、お前の。故……殺す」

　その宣言は、言葉通りの意味なのだろう。

　女はゆるりと右手を持ち上げ、杉原は、手にしていた白い鞘さやから、白はく刃じんを逬ほとばしらせた。

　──超人的な、人斬り。

　この才がもたらす能力の特性はシンプルだ。

　万物万象、あらゆるものを斬り捨てる。

　人も、物も、気体や液体、他者の能力や魔術といった、形のないモノさえ、例外ではない。

　人以外も斬れる時点で、本当に『人斬り』という評価が正しいのかは不明だが、一方で、こと対人戦において極きわめて有利であることも確かである。

　何しろ『斬撃』自体は、刀を振らずとも自由に、害あるモノのみを区別して自動迎撃することさえ可能だが、刀を振るという行為によって、凶悪さが増す。

　まず射程。

　刀を振らない場合はせいぜい半径三、四メートル程度の間合いでしかないが、刀を振って放つ斬撃は、最大で数十キロメートルにも達する。

　……まあ、地平線までの距離は確か二十キロかそこらなので、地上で振るう分には過剰な射程でもあるのだが。

　射程と、超人的な人斬りらしい、習った記憶もないのに自然と繰り出せる剣術、漫画じみた神速の振りによって、対象の逃げ場を全て封じた、剣の結界を生み出すことも可能だ。

　斬撃の特性上、防御は不可能。前後左右、どこに逃げようが、杉原の繰り出した十一の斬撃、そのすべてを回避することも不可能である。

　…………そんな、理屈は間違っていないはずだが。

「クソが」

[image: ]

　杉原の悪態が示す通り、女には、かすり傷ひとつさえ付いてはいない。

「概念干渉。珍奇だが、対策、無理ない」

「そうかよ」

　さっきの魔法円もこいつの仕し業わざなのだろう。

　今のでハッキリしたが、この女も魔術師の類だ。

『あらゆるモノを斬り捨てる』というこっちの看板を、概念がどうたらいうよくわからん理屈で台無しにしてくれるのだから、まったく魔術師という連中はタチが悪い。

　いや、凜音に言わせれば、それができる捷斗は魔術師の中でも特殊、異常なだけらしいが。

　しかし、捷斗にはできれば警告してやりたい。

　お前と同じことができるこの女、これも勘だが十中八九、

「在庫切れか？　お前も──チョロいね」




　……お前より強いぜ、ショート。




　自身の心臓が破られる音を耳にしながら、杉原は最さい期ごに、そんな届くはずもない警告を、捷斗に向けた。
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「蘆あし屋やくん！」

「近い方から、五時方向に一。十一時に二。二時に一。九時に一！」

「了、解っ！」

　返事と同時に、並走していた奈な緒おの姿が掻かき消きえる。

　直後、追ってきていた、捷しよう斗との位置を時計の文字盤中央と見立てた場合の、五時方向にいた敵の足が止まる。

　奈緒が仕し留とめてくれたのだろう。

「むっ。一人やられたか……なかなかの強敵であるな！」

「笑止。やられた奴は我らの中でも最弱よ」

「左様。我ら『リア充じゆうまでは許してもハーレム野郎は確かく殺さつ同盟』、仲間の屍しかばねを踏み越えてでも、初志は貫かん徹てつす、ぐああああああっ!?」

「な、なんと!?　おのれ、よくも盟友番号三十二番を……あっ、ちょ、ひい!?　やだなにこの女子、よく見たら超美少、ぬおおおおお!?」

「あ、待っ、ダメ、オレ女子の目とか緊張して見ら、ぁぁぁぁあああああ!?」

「我々の業界ではご褒ほう美びにょぉおおおおおおおお!?」

　……やたら芝しば居いがかった台詞せりふと悲鳴を上げながら、捷斗たちの周囲を取り巻くように追ってきていた他チームの連中は、次々に戦闘不能となった。

「終わったよ？」

　意識を失い、手首の端たん末まつも壊れた五人の男子をずるずると引きずりながら、奈緒が密林の木々の陰かげから戻ってくる。

「お疲れ」

「ん。……へへ、結構いい連れん携けいできてきたね。アタシら」

　控ひかえめに奈緒が掲かかげた手の平に、こちらも手の平を軽く打ちつけると、奈緒はやけに嬉うれしそうにはにかんだ。

「くっ、ああいうなんか、相棒っぽいやり取りは、能力的に難しいので、正直めっちゃ羨うらやましいです……」

「身体能力で兄さんの強化についていけるの、奈緒先輩だけだもんね……」

「……ボクはまだ、時間止めながらついていけば、ワンチャン」

　遅れて、そんなことを言いながら追いついてくる三人。

　早さ霧ぎりたちを撃退、失格となった六十数名がヘリで回収されていくのを見送ってから、数時間が経けい過かしている。

　食糧等を確保し終えた捷斗たち一行は、出くわした他チームを順調に撃破していた。

　特に、捷斗が敵の位置を魔術で探り、奈緒が素早く各個撃破する、という今のような連携は、手の内を必要以上に明かさず、かつ短時間で敵チームを処理できる、そこそこ盤ばん石じやくな方法だった。

　実は先ほどの魔眼解放で結構な体力を消しよう耗もうしてしまっているので、それ以上の消耗を抑制できるという意味でも、捷斗にはありがたい連携である。

「この辺りの敵はあらかた処理できただろうし、そろそろ日も沈しずむな」

「次のエリア収縮は早朝。野営の準備、した方がいい」

　捷斗の言葉に、リリィがうなずきそう提案する。

　島内で活動が許されるエリアは、時間経過によって狭せばまっていく。

　最初は島全体を覆う、地図上に設定された円の範囲。

　定時のエリア収縮によって段階的に、この円の直径は狭まる。

　円の中心がどの位置にくるかはランダムだ。

　最終日の最終収縮では、残っているチームが互いに目視できる、嫌でも勝負せざるをえない範囲にまで狭まるようだ。

　リリィによれば、これもやはり、似たようなルールのゲームや映画で鉄板のシステムらしい。

　次、早朝の収縮での移動に備そなえ、今夜は早めに寝るべきだろう。

　捷斗とリリィの提案に反論は挙あがらず、五人は野営の準備に入った。

　……姫ひめ琉るの瞳ひとみが「きらん★」とか輝いているのに、嫌な予感も覚えるのだが。
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「月が綺き麗れいですね。……なんちゃって」

　そんな風に冗談めかして、文学的な愛を告げながら、姫琉が、焚たき火びのそばに座る捷斗の隣に、腰を下ろした。

　午前○時。

　川の近く、急な増水にも対応できる、少し高くなった場所に、捷斗たちは一夜のキャンプを張っている。

　テントや寝袋は食糧と共に、あの集落で確保できた。

　ただ、確保できたテントは一つで、寝袋は四つ。

　流石さすがに女子四人と同じテントで寝ることはできず、どのみち就寝中の警戒役も必要ということで、捷斗がその役を買っている。

　今夜は寝ずの番だ。三日くらいの徹てつ夜やなら、魔術を使えば誤ご魔ま化かせる。

「別に私たちとしては、先輩と同じテントでも、何なら同じ寝袋でも構かまわないわけですけど？」

「……俺は構う」

　からかうような口調でありつつ、本音を含んだトーンにも聞こえる辺り、相変わらず姫琉という女の子は油断がならない。

　それが、演技なのか素すなのか、判断しづらい部分も含め。

「あ、もしかして……昼間のアレとか、気にしちゃってます？」

　アレ、というのはあの肉食系痴女集団のことだろうか。

「あの子たちは色々と極きよく端たんでしたけど……でも、言ってることはそこまで間違ってなかったですよね。先輩と相思相愛、唯一無二の恋人になれたら理想的ですけど、競争率を考えると、『次じ善ぜん』の将来を視野に入れてもいいのかなって」

　凜りん音ねといい、恋愛って次善策を用意するものなのだろうか。

　いや、捷斗の恋愛観が青臭いだけかもしれないが。

「というわけで、どうでしょう？」

「……どう、とは？」

「い、言わせるんですか、えっち」

　言えないような提案をしてくる側はどうなんだ。

「も、もちろん、みんなすぐそこにいる中で最後までとかはハードル高すぎますけど……ちゅ、ちゅーとかハグくらいまでなら、ね？」

　ね？　じゃないが。

　そこでふと、違和感を覚えた。

　姫琉にしては性急すぎるというか、手て管くだが甘いというか、こんな風に迫っても、捷斗が承しよう諾だくしたりしないことは予想できそうなものなのだ。

　一体どんなつもりでこういう提案をしてくるのだろうと気になって、ちらりと横目で、焚き火に照らされる姫琉の横顔をうかがい……後悔した。

　赤かった。

　奈緒もかくやというほどに。

　真まっ赤かになって、涙目ですらある。

　どうしてそんな恥ずかしい想いをしてまで、と考えかけたところで、ドゴシャッ！　と、自分の額ひたいを思い切り殴る。

「先輩!?」

「いや、なんでもない」

「血が出てますけど!?　どんな威力で叩たたいたら、あの先輩が流血を!?」

　……どうして、などとは、考えるのすら失礼だった。

　彼女は捷斗を好いてくれている。

　信じがたかろうが、想いに応じる意思がなかろうが、気持ちはハッキリ伝えられている以上、そこすら理解していないような態度はダメだろう。

「悪いが、指示があれば、君たちすらまだ手にかける必要が出るかもしれない立場だ。そういう方向に仲を深めるのは避さけたい」

「……はあ。ま、知ってましたけど。別にそうなっても、というかそうなった時に諦あきらめがつくように、私たちに甘あま酸ずっぱい恋の想い出くらい残してくれてもよくないです？」

　……確かに、仲を深めた相手を殺すのが辛つらい、というのは捷斗の都合だ。
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　どのみち、気づけば姫琉たちは殺せば心を痛めずにはいられない『友人』にはもう、なってしまっている。

「…………」

　捷斗は少し、考える。

　ならせめて。

　どんな結末を迎えようが残る、想い出を。

「そういう考え方もあるか」

「う、うん？　あれ？　予想外にクリティカル？　あ、あの先輩？　どうして腰を浮かせてこちらに近づ」

「……加減がわからないから、大人しくしててもらってもいいか？」

「っ、は、は、はい！　お、おね、お願いします！」

　緊張した様子、正座の姿勢でぴんと背筋を伸ばす姫琉。

　ぎゅっと目を閉じ、軽く上を向いた彼女の顔に、捷斗はゆっくり、自分の顔を寄せて、

「っっっっ!?」

　伸ばした両手を姫琉の背中に回して、恐る恐る、抱きしめた。

　ドクドクと、触れ合った部分から、姫琉の鼓こ動どうが伝わってくる。

　姫琉の身体からだは驚くほど華きや奢しやで、細く、加減を間違って傷つけてしまわないかと、少し怖いほどだった。

　しばらく、そのままの姿勢で過ごして。

　ゆっくりと、身体を離す。

「これで、想い出になるか？」

「……ふ、ふふ、ふ……いやハグで終わりかーいとか、ツッコむところなんでしょう、けど…………む、無理です、ハグだけで十二分にキャパオーバーすぎて…………あぅ」

　くらりと、のぼせ上がったかのように、その場に崩れ落ちる姫琉。

　慌てて頭を打たぬよう支ささえると、軽く鼻血を出して失しつ神しんしていた。

　……え、そんなに？




　そんな姫琉と、戸と惑まどう捷斗の姿を、テントの隙すき間まから覗のぞく三対ついの瞳があった。

「姫ちゃんばっかりズルい、と叫んで割って入る、勇気のある方」

「……無理」

　凜音もリリィも顔を赤らめ、奈緒に至っては妙みようにドキドキしてしまいながら、胸を押さえて今の光景の感想を述べる。

「天然でアレってどうなの……いや、アレだけでキャパオーバーしそうなアタシらがチョロすぎるだけかもしれないけど……」

　年頃の女子高生には刺激が強い。

　同じ理屈で攻めればキスとか、その先もイケてしまえそうなところも含めて、こう、心の準備に困る。

　少なくとも今夜中の攻勢は不可能。

　戦局をそう判断し、三人は自身の寝袋へと引っ込むことにした。

　悶もん々もんと、眠れない時間が続いた理由が寝心地だけではないことは、言うまでもない。
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　翌朝である。

「ひゃっ!?　ちょっとリリィ先輩っ！　冷たいですよっ！」

「ほれほれ。ちなみにこんなこともできる」

「？　……ってうゎぷ!?　なん、大量に、あっ、さては時間を止めて……そういう小技なら、魔術師だって負けてませんよ！」

「ふふふ。このボクに勝、いや待った。流石に水の龍は聞いてなぁぷぷぷっ!?」

　川の中から聞こえる声がもたらす情報を整理すると、リリィが時間を止めて水を凜音の頭上に溜ためた後で解放、お返しに凜音が水流操作で龍を象かたどり突撃させた、とかそういう感じだろうか。

　少し離れた位置からは、また別の二人の声もする。

「……姫。さっきからうつ伏せでプカプカ浮いてるけど、そろそろ窒ちつ息そくしちゃうよ？」

「ばぱぱぼぴばびばぴぽぺ、ぽっぽびぺぽぴぺぷぱぱぴ……」

「何言ってるかサッパリだけど、昨夜の後遺症がひどいのはわかった……もう、抜け駆けなんてするから」

「ぷはっ！　……だってだって、昼のあの人たちの言葉にも一理あるかもとか思っちゃった上に、そういえば私だけ、先輩と戦いで肩を並べるのとか難しいなって、寂さびしくなっちゃったんですもん……」

　こっちはあんま聞こえてていいヤツじゃないわ。

　そう判断して捷斗は、意識から奈緒と姫琉のやり取りを閉め出す。

　並列思考領域で処理しておけば、何か異変があった際には気づけるだろう。

　現在、捷斗の目の前には、強く照てりつける朝日に輝く、川の水みな面もが広がっている。

　一見して穏おだやかな流れ以外の水の乱れも、人影すらも見当たらないが、それは捷斗と凜音の張った結界の効果によるもの。

　メインの効果は外部からの攻撃遮断だが、内部の光景も遮断、偽ぎ装そうとして穏やかな川の流れを映し出してあった。

　朝一のエリア収縮予告を控え、女性陣は水浴びの最中だった。

　バトルロイヤルの渦中に、呑のん気きに水浴びもどうかという話ではあるが、何もガチで勝ちにこだわっているわけでもなし。

　炎天下の活動で汗をかき、好きな相手もいる前でこのままというのは、危険な夜間の水浴びを避けただけ、まだ譲じよう歩ほした方だというのが女性陣の総意だった。

　一応、全員水着を着ているらしいが、それはそれで十分目に毒なのと、身体も洗いづらいだろうとのことで、視覚偽装に至っていた。

　音声は念のため、異変があった際の感知用に残してあるが、まあ、凜音も手を貸してくれている結界を、そうそうすり抜けられる存在もいないだろう。

「兄さん？　もうみんな身体も洗い終わりましたし、兄さんも入りませんか？」

「断固として遠慮しておく」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに濡ぬらしたタオルで身体を拭ぬぐい、ついでに魔術で洗浄、消臭、消毒もしたので体臭は問題ない。

　なお、これは対象の肌にあちこち触れる必要がある魔術なので、女性陣への使用は避けた。

　凜音も使えそうなものだが、水浴びがしてみたかったのか、なぜか、使えないと言い張っている。

「まあそう言わずに。ついこのあいだまで一緒にお風呂にも入ってたじゃないですか」

「……詳くわしく」

　いきなり凜音がぶっ込んだ語ご弊へいのある事実に、リリィが食いつき、奈緒がわなわなと震えたような声を漏らす。

「ア、アンタたち実はもう兄妹きようだいで……？」

「い、いつもなら問いただすところですけど……い、今は想像しただけで……ブクプクプクプク」

　水に沈んでいるらしい姫琉を気にかけつつも、捷斗はまず、噓うそではないだけに誤解を招く表現について訂正を試こころみる。

「一般に、十年近く前をついこのあいだとは表現しないと思うが？」

「わたしにとってはついこのあいだみたいにハッキリ思い出せるからいいんです！」

「十年前の、捷斗。つまりショタト。……ふむ。詳しく」

「……それはアタシもちょっと気になる」

　いや変な期待を持たれても、別に普通……よりちょっと根暗なだけの幼少期だったと自分では思っているのだが。

「じゃあ記憶から映像投影しますねー」

「え、凜音ちゃんてばそんな便利機能あぁああああ先輩ちっちゃいかわいいぃいい尊とうといまぢ無理ぃいいいい」

　……姫琉がどんどん壊れている気がするのだが、大丈夫だろうか。

　あとしれっと兄のプライバシーを無視するのやめてほしい。

　奈緒とリリィの、ごくりと生唾を呑のみ込こむような音も一体。

「こ、これは……確かに……なんかこの、据すわった生意気そうな目つき含めて……」

「おねショタ……イラストレーターに提供……薄い本……ワンチャンある」

　…………もう好きにしてくれ。

　捷斗は投げやりな気持ちになりつつ、手首の端末をタップして立体ディスプレイを呼び出す。

　もうしばらく待てば、マップに次の円の、収縮範囲が表示されるはずだ。

　捷斗が川の方から目を離したのは、その数秒だけだった。

　川の中の話し声が、止やんでいる。

　聞こえるのは小さな、せせらぎの音。

「……凜音？」

　呼びかける。

　返事はない。

　もうそれ以上、異常の有う無むを探る理由はなかった。

　結界を、解く。




　三種の赤が、視界に映った。




　一つは、長く、赤いマフラー。

　一つは、それを首に巻いた女子高生の、瞳の真しん紅く。

　そして最後の一つは、川を穢けがす大量の──鮮血。

　川に浮かぶ、三つの死体。

　凜音と、奈緒と、リリィ。

　胸部から背中まで貫つらぬかれた痕あとからは、あまりにも濃い、深紅が溢あふれ、川の流れにさらわれていく。

「先……ぱ……」

　そして、最後の一人。

　姫琉の身体は、吊つるされていた。

　宙に浮いた彼女の体重を支えているのは、やはり彼女の胸から背中までを貫く、赤いマフラーの女、李リ桜綾ヨウリンの、真っ赤に濡れた細い腕。

　長い黒髪に混じった、一房の銀をなびかせながら振るわれる、彼女の細腕。

　同時にふわりと浮かぶように、姫琉の軽い身体は、捷斗の方へと飛んできた。

　抱き留める。

　昨夜、温かかったはずの彼女の身体が、今ではひどく、冷たい。

　傷は心臓を外れているのか、何か特殊な魔術の影響なのか。

　奇跡的に、あるいは不幸なことに、即死していない姫琉の肺には、まだ一呼吸分だけ、猶ゆう予よがあった。

「……好……き……で────」

　それでも、そこまでが限界だった。

　それが、最期。

「意外。女侍はべらすクズにも、愛着、人並、あるか」

　たぶん、桜綾は何か言ったのだと思う。

　もう捷斗には聞こえていなかったし、聞こえていたところで、続く行動は変わらなかったことだろうが。

「蘆屋捷斗。あれから、調べた。お前も、魔術──ッッ!?」

　殴る。

　刹せつ那なの間に距離を詰め、力の限り──疑似魔力を通し強化術式を発動し空気抵抗を減じ筋収縮を筋細胞単位で速め骨密度を上げリミッターをカットし拳こぶしに殺意と殺意と殺意から成る呪じゆ塊かいを纏まとわせインパクトの瞬間に重力を極大化し──即時に可能な限り、捷斗にできる限界まで威力を高めて、李桜綾の顔を撃ち抜く。

　まず間違いなく、奈緒を殴った時のそれを軽く凌りよう駕がする一撃。

　奈緒の時のあれ自体は凜音の補助によるものだろうが、捷斗一人の一撃でも、核シェルターや主力戦車の正面装甲に拳大の穴を穿うがつ程度の威力は出せる。

　だが、当然と言うべきだろう。

「……操ツアオ。少し、痛い」

　一般人の拳でも、ここまで綺麗に入れば脳のう震しん盪とうの一つも起こすのが道理の位置、顎あごの骨に捷斗の拳を受けて、桜綾は軽く顔をしかめるだけで、ろくにダメージを負っていなかった。

　そこでようやく、頭が冷えた。

　転移魔術を発動。

　数キロの距離を一息で跳ぶ。

　急な移動だったせいかＺ軸の指定を誤ったが、十数メートルの落下なら威力を殺す必要もない。

「……なんだあの化け物は」

　眼下の密林へと落下中、毒づきながら、状況を整理する。

　凜音が殺されている時点で、捷斗が勝てるわけがない。

　それでも我に返った時にはもう、挑いどむような真似をしてしまっていたのは、奈緒や姫琉、リリィにまで、過度な思い入れができてしまっているせいだろう。

　まあ、去り際に蘇生魔術を使ったので無事だとは思うが。

　彼女たちを殺されただけで頭に血を昇らせるとは、冷静じゃないにもほどがある。

　とにかく、いったん距離を取り、凜音と合流できるまではこのまま、

「操。逃がす、思った？」

　……逃げられれば最上だったが、まあ、そうもいかないか。

　捷斗の転移を追ってきたのか、桜綾は忽こつ然ぜんとすぐ背後に現れていた。

　捷斗は振り向かず、大気中の水分から取り出した水素を起爆剤に、爆裂系術式を起動。

　彼ひ我がの中間で起きた爆風を利用し、空中で距離を取る。

　爆風の勢いに乗って加速、密林へと着地。

　不可視化と感知防壁を併用しつつ音を殺して走り……横合いから襲ってきた衝撃により、吹き飛ばされる。

　木々をへし折り砕きながら回転し、地面に指を突き立てて制動する。

　直後に背中から胸部までを貫いた細腕で、心臓が爆はぜるのを感じた。

　心臓の代わりに流体操作で血液を全身に送りつつ、振り向きざまに背後へ肘ひじを振るう。

「……チ」

　この反撃は予想していなかったのか、桜綾は苛いら立だたしげに舌を打ち、しかし難なくこちらの肘をかわして距離を取った。

　その隙に心臓の修復を終えておく。

「情報、間違い。お前、厄やつ介かい。妹以上」

　もし彼女が統合生徒会の刺し客かくなら、握っている情報は『落ちこぼれ』という、月つき坂さか校長がもたらしただろう情報が最新なのだろうか。

　凜音の支援というカラクリがバレていなければ、この一ヶ月で百人以上の超人が捷斗によって返り討ちに遭あったという事実は把握しているはずなのだが……。

「悪いが、本気。殺やる」

　言った直後、桜綾の首元から、マフラーが鋭く伸びる。

　ズパッ！　と衝撃波を発生させ超音速で飛来した布の刃やいばを、首をそらし紙かみ一ひと重えで回避。

　──したつもりが、背後で折り返すような軌道で後頭部へ斬撃が飛んでくるので、摑つかみ取とる形で、二撃目を阻はばむ。

　同時に、布地の赤の正体を悟った。

「操そう血けつ魔術……」

　マフラーは濡れそぼっている。

　おそらくは桜綾自身の、血液で。

　ぐっしょりと。

「……不足」

　捷斗の推測を肯定したのは、続く桜綾の言葉ではなく、行動だった。

　露あらわになった白く細い首筋を、桜綾自らの爪が薙なぐ。

　頸けい動どう脈みやくから噴き上がった鮮血は、そのまま空中に凝こり留たまり、

「死ネ」

　回避不能な無数の針に姿を変え、その先端を伸ばし、捷斗の全身を隙間なく貫いた。

　──操血魔術。

　読んで字のごとく、血液を操作する魔術の総称だ。

　供く物もつとなる鶏にわとりの生き血などを使用する場合もあるが、一般的に用もちいられるのは、術者自身の血液である。

　元来、血には、魔術的な意味づけを行いやすい。

　血縁を強調した覚醒系統魔術。

　血判状に代表される、血の契約による縛り、強制等の魔術。

　呪う対象の血液を媒ばい介かいにする、ないし術者自身の血液を付着させた対象に効果を及およぼす、感染魔術の応用例なども代表的だ。

　中でも操血魔術は、シンプルながらそれだけに強固な術式とされる。

　何しろ血液は、不定形である程度の量、体外に出せる存在でありつつ、本質は術者本人の肉体の一部、臓器の一種とすら分類しうる。

　手足のごとく、そこに擬似的な神経を発現させ自在に操ることも、体内に巡る血に擬似魔力を通し肉体強化に転用することも、正規の訓練を経へた魔術師にとっては容易たやすく、それでいて強力。

　容易すぎる、という魔術の効果を薄れさせかねない要因も、特に体外へ血液を排出するという行為の孕はらむ、生命のリスクによって相そう殺さいできる。

　ただし、向き不向きはあるが、操血は単純な術式だけに比較的魔術師の力量がダイレクトに反映されやすく、個々人の工夫による伸び代も少ないため──捷斗が伝え聞く限り、これを主武器として振るう魔術師というのは、ほぼ例外なく、

「……伝承級の魔術師か」

「っ、しぶとい！」

　全身に刺さった血液の針は、そのまま捷斗の血管を侵おかし、食い破ろうとしている。

　それにこちらも操血で対抗。

　……対抗が成立する辺り、どうやら蘇そ生せいした凜音が支援を再開してくれているようだと確信しつつ、鬩せめぎ合あう場がこちらの体内であるというアドバンテージを活いかしなんとか、刺さった針をまとめて弾く。

「操。何者、お前」

「こちらの台詞なんだが」

「名乗った。私。超人的な魔術師」

「……ああ。そうだった、な！」

　凜音の支援があれば──彼女が不意を打たれてか、一度、桜綾に殺されたという不安材料もあるが──まだ、わずかながら勝機も見み出いだせる。

　周囲に弾き飛ばした血液の制御を奪い、それらをより集め一本の槍と変え、桜綾へと投とう擲てきする。

　だが当然、距離が近づいた血液の槍は、即座に制御を奪い返され霧む散さんした。

「……っ!?」

　しかしながら彼女の周囲に散った血霧には、捷斗の血もわずかながら紛まぎれ込こみ、吸い込んだ端から鉤かぎ針ばりを象り、彼女の喉のどや肺はい腑ふを傷つける茨いばらとなる。

　すぐにレジストされ、効果があったのは一瞬だが。

　動きが鈍ったその一瞬の隙をついて、肉迫。

　拳で右、左。

　半回転して右の後ろ廻まわし蹴げり。

　感触からして効いている様子はない。

　それでも続けざま首を摑み、左膝ひざ蹴げりを右脇腹、肝臓狙いで一、二、三。

　四発目はフェイントをかけて軌道を変え、側頭部に叩きこむ。

「……いい加減に」

　桜綾が焦じれたタイミングで、逆の側頭部へと右肘一閃。

　普通の人間相手なら皮膚の薄い額の血管が裂けて流血沙汰の一撃だったが、生あい憎にくと普通の人間が相手ではない。

　最後に胸部に前蹴りを、いわゆるヤクザキック感覚で入れつつ、距離を取る。

　やはりこちらの打撃が効いている感触はなし。

　何か小細工によって威力を殺されているというより、単純な強化魔術の効果が、こちらのそれを上回っているという感覚。

　あとはせいぜい、触れた部位ごしに、内部の血液によって打撃を押し返されている感触があるくらいか。操血魔術の応用だろう。

　攻撃、防御、その他の魔術に関しても、少なくとも戦闘に係わるモノについては、凜音の支援を考慮に入れてなお、少しずつ上をいかれている。

　結論として現状、勝ち目はない。

　なので、ここは逃げの一手を選ぶ。

　踵きびすを返し、恥はじも外がい聞ぶんもない全力疾走。

「…………逃げるか。操。この期ごに及ぶ、だったか？　笑止」

　背後で桜綾が何か言って、すぐさま追いすがってくる気配。

　速い。

　あちらの方が時速にして七十キロ以上はこちらより速い。

　即座にではないが、遅かれ早かれ追いつかれる速度差だ。

　そもそも互いに転移魔術がある以上、多少の速度差など注視すべき問題ではないが。

「っ、ぬ、な……お前!?」

　すぐ後ろから、桜綾の怒声。

　ようやく気づいたらしい。

　だがもう遅い。

　捷斗は転移魔術を発動し、可能な限り距離を取る。

　転移と同時に欺ぎ瞞まん術式を撒まき、偽にせの転移先を大量に作ることで本物の捷斗の所在は測りづらくした。

　先ほどより入念に情報系の対抗術式を重ね、とにかく所在地の割り出しを難しくする。

　質で劣おとっている以上、量で勝負するしかあるまい。

「…………」

　数秒経たっても、桜綾が追ってくる気配はない。

　あの時、しつこく桜綾に叩きこんでいた打撃は、彼女の強度を確かめるだけでなく、打撃に不可視、無感触化した呪じゆ符ふを紛れ込ませ、彼女の転移、情報系魔術を封じるのが目的だった。

　貼りつけた符の数は都合三百枚ほど。

　全てを無効化するのに、彼女であればまあ、二十秒程度だろうか。

　捷斗が行方をくらますのには、十分な時間を取れたはずだ。

　さて、問題は、

「──まるで勝ち目が見えないぞ」

　これから一体どうしたものか。

　この先の方針、それが一切定まらないことだった。
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「ぁ……ぅ…………」

「凜音ちゃん～！　 良かった～！　気がついたね～！」

　凜音が小さな呻うめき声ごえと共に目を覚ますと、凜音の顔と白い天井の間を遮さえぎるように、見覚えのある若い女性の顔が覗きこんできた。

「…………十六夜いざよい、先生……？」

　朝はそれほど弱い方ではないはずなのだが、まだ上手く働かない頭を巡らせ、思い当たった名前を口に。

　兄や、彼と同じクラスの、奈緒の担任教諭である。

　兄の周囲の人間については一通り頭に入れてあるし、今回の臨海学習ではたまたま凜音たちの案内を務めてくれていたので、面識もある。

「これが噂うわさの蘆屋くんの妹さんか～。噂通り可愛かわいいねえ～」とぐりぐりほわほわ、頭を撫なでられて少し困ったことも思い出した。

　そう、あの臨海学習で──

「……臨海学習！　ここは、わたしたち……に、兄さんは……!?」

「お、落ち着いて～。残念だけど凜音ちゃんたち、もう失格になっちゃったから、焦ってもしょうがないよ～？」

「失格……？　ええと、そうだわたしたち……確か、水浴びを……あ」

　ハッとして、かけられていたシーツをめくり、身体を見下ろすと、病院の入院着か何かに変わっている。

「血で汚れちゃってたから、着替えさせてもらったよ～。お医者さんも女の人だったから、そこは安心してね～？」

　少しずつ思い出してきた。

　そうだ。

　川で水浴びをしている最中だった。

　ハッと気づいた時には、結界への音もない侵入者……見間違いでなければ、一昨日おとといの夜、地ち下か壕ごうの入口で出会ったあの『超人的な魔術師』によって、奈緒が胸部を貫かれていた。

　記憶は、そこで途と切ぎれている。

　声を上げようとした気はするのだが……。

「一瞬だったよ。奈緒お姉様の後、凜音ちゃんもリリィ先輩も、どっちが先だったのかわからないくらい一瞬で……私も気づいた時には、胸の辺りを貫かれてた、んだと思う。よくは覚えてないけど」

「姫ちゃん！」

　声に振り向くと、カーテンの隙間から、隣のベッドに横たわる姫琉が、こちらを見ていた。

「アタシたちも同じ。気づいたらここにいたよ。最初にやられたらしいアタシに至っては、本当に突然記憶が途切れてる感じ」

「ボクも、時間を止めるのには成功したはずなのに、そこまで」

　さらに隣とその奥からは、やはりベッドに横たわっているらしい、奈緒とリリィの声。

「私は足を滑すべらせたおかげなのか、完全に意識を失うまで数秒あったので、断片的に、先輩が駆けつけてくれたこととかまでは覚えてるんですけど……それ以上は」

「でも焦ったよ～。端末のバイタル上は、四人とも一分近く、完全に死んじゃってたんだも～ん」

「死……え……？」

　ぞくりと、十六夜の言葉と同時に、原因不明の悪お寒かんが背筋を走った。

　自分が、死んだ。

　いや、仮に奈緒と同程度の怪け我がを負わされていたのなら、確実に即死級の致命傷だったはずだ。

　むしろこうして意識を取り戻し、身体のどこにも外傷の痛みがないことの方が不自然ではある。

　……幻術？

　いや、現状では致命傷を負わされたと錯さく誤ごさせる敵の動機がわからない。

　素直に考えるなら、実際に凜音たち四人は死に、その後、何らかの要因で全員蘇生、同時に傷も修復されたとすべきだろう。

　もちろん、致命傷の回復程度ならまだしも、一度医学的に死亡した人間の蘇生など、殺された直後だろうと恐ろしく高難度で、大掛かりな儀式やリソースを必要とし、万全の準備があってもまだ失敗の確率も大きく残るような、大魔術だ。

　だがその大魔術を、ロクなリソースもなく手順も踏まず、それこそ戦闘の片手間だろうとやってのけかねないデタラメな存在に、一人だけ心当たりがある。

『…………』

　あの夜の記憶がない十六夜教諭の手前、四人で目配せし合う。

　このデタラメな現象の原因として、思い浮かべている顔は同一だろう。

「それであの……十六夜先生。兄さんは今どこに？」

「どこって、ああ、もちろんまだあの島にいるよ？」

　その返答で、胸をなでおろす。

　チーム戦ではあるが、バトルロイヤルはチーム全員が失格となるまで、残りのメンバーで参加し続けられる。

　兄のバイタルもモニターされているのだろうし、生きてバトルロイヤルを続けているはずだ。

　……まあ、四人の同時蘇生をおそらくは何でもないことのようにやらかす兄が、やられるわけもないのだが。

「今はもう三日目で、明日が最終日～。残りチームは九つ～。あと、島とは連絡取れないからもう言っちゃってもいいだろうけど、たぶん凜音ちゃんたちを襲ったっぽい子も、まだ残ってるみたい～」

「……え？」

「あ。あくまで端末の位置情報記録的に、ちょうど凜音ちゃんたちのバイタルが途と絶だえた時、そこにいた子ってだけなんだけどね～？」

　凜音が漏らした声の意味を誤解してか、十六夜教諭はそんなことを口にするが、すでに凜音の耳には届いていない。

　自分たちを襲った存在──超人的な魔術師が、健在？

　兄に出くわす前に結界から逃げたのか……いや姫琉は兄がすぐ現れたと言っていた。

　兄と対峙した上でなお逃げおおせるほど逃げ足が速いのか。

　兄が蘇生を優先して放置したのか。

　そんな、脳裏に浮かぶいくつもの可能性の候補からは、一つ、もっと簡単でシンプルなパターンだけが抜け落ちている。

　すなわち──超人的な魔術師の振るう魔術が、兄のそれに匹ひつ敵てきする可能性。

　にわかには信じがたい。

　だが兄という実例が存在する以上、他にも同じくらい、もしくは──考えたくはないが──兄以上の、デタラメな魔術師が存在しても、ありえないとまでは断言しかねる。

「でも本当に四人が無事でよかった～。まさかここへ来て急に五人も──」

　と、不自然なタイミングで口を噤つぐんだ、十六夜教諭が気になった。

　目を向けても、十六夜教諭はいつも通り、それだけに真意の読めない、やわらかい笑みを浮かべるだけだった。

　胸騒ぎがする。

　みるみる内に、黒い不安が、滲しみるように胸の内側に広がっていく。

『兄さん』

　だから凜音はそのまま即座に、念話を遠くの兄に飛ばした。

　一秒、二秒、三秒……一分。




　──返事は、なかった。
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　……。

　………………。

　…………………………。










「…………」

　意、識ガ。

　再構築、されてい、ク。

　散り散りになった『自己』が、組み立てられていく感覚。

「………………っ」

　捷斗は意識を取り戻す。

　まだ少し、揺らぐ視界が落ち着くまでに数秒を要した。

　視界が落ち着くのを待って、深く呼吸をする。

　落ち着いた視界に広がっているのは、意識を手放す前にあった密林ではなく、南国感の薄い広葉樹の森だった。

　手首の端末をタップする。

　時刻表示を信じるのなら、意識を手放してから丸二日近くが経過していた。

　腹が鳴る。

　一昨日、李桜綾から逃げおおせて以降、そういえば何も食べていない。

　水分だけは空気中から掻き集める即席術式プログラムを組み摂せつ取しゆしていた。

　指定した時刻に、端末と連動させた即席術式での自動移動を使いエリア移動にも対応していたため、まともに意識を取り戻すのも一昨日以来ということになる。

　一応、桜綾や、その他自動迎撃が難しい相手との接敵時には覚かく醒せいするよう設定していたのだが、それがなかったということは、他チームと出くわさずに済んだのだろうか。

　いくら凜音の支援下でも、捷斗が組んだ即席術式の出来では、複数人の超人の相手など難しいだろうし。

「……念話もなかったな」

　蘇生したとはいえ、凜音たちが死亡していた間に、端末の観測するバイタル停止は学校側にも伝わっている。

　当然、外傷がなかろうと凜音たちは健康チェックのため失格扱いで島外に連れ出されているだろう。だからこそ凜音の支援だけが続いているのだと思うが、てっきり念話で連絡くらいはあるかと考えていた。

　が、やはり設定していた、念話による意識覚醒も起きなかった。

　信用されているのか、何らかの要因で凜音が念話を使えない状況なのか……自分の蘇生魔術に問題があったのではないかと不安にもなるが、最低でも支援は続行できているのだから、今すぐ絶対確認しなければならないというほどの問題でもあるまい。

　捷斗がそうしているように、桜綾による探知等を警戒して連絡を避けている可能性も大きい。

　念のため、本国には強力な助っ人も要請してあることだし。

　今、捷斗が立ち向かうべきは、李桜綾という脅きよう威いだ。

「残りは四チーム、か」

　制服のポケットに突っ込んだままだった、携帯食糧を木陰で齧かじりつつ、端末の立体ディスプレイを眺める。

　リリィによれば、開始時からマップ右上に表示されている残りチーム数および人数が重要な意味を持つのはバトルロイヤル終盤戦になってからだ。

　残り二チームになるまでは、迂う闊かつに他チームと交戦することが、残ったチームに『漁ぎよ夫ふの利り』を与える事態に発展するリスクを常に孕んでいる。

　特に終盤戦ともなれば、各チームの距離が近づいているため、より第三者に横腹を突かれるリスクは大きくなる。

　そのためゲームなどでは、勝ちにこだわる限り、序盤中盤と積極的に交戦するタイプの上級者でも、終盤だけは慎重に動くものなのだとか。

　まあ、エリア収縮によって移動は必須で、その移動時に他チームに発見されたり、遭遇したりで、結局、望もうが望むまいが、交戦する羽目にはなるそうだが。

「……運には恵まれた、かな？」

　一応目立たぬよう、小型化したマップで確認した次のエリア収縮範囲には、捷斗の現在位置が含まれていた。

　これなら移動する必要はない。

　木々によって周囲からの視線は切れているし、欺瞞系の魔術によって姿を隠してもある。せっかく動く必要がないのだから、ここは見けんに回るべきだろう。

　仮に桜綾以外の他チームが無防備に近くを通っても、放置すればいい。

　彼女にチームメイトがいるのかどうかは不明だが、狙うのは桜綾一人に絞る。

　残り三チームの状態で、桜綾が捷斗以外のもう一チームと交戦、その勝負中のタイミングでの横槍、奇襲により『漁夫の利』を得られれば理想的ではある。

「残り三チーム」

　エリア収縮が始まった直後、一チームが脱落した。

　強化した聴覚で二時方向、数百メートル先において交戦があったことは捉とらえられたので、そこでぶつかり合ったチームの一方が脱落したようである。

　残り人数は七人。

　チーム数は三なので、捷斗以外に六人、二チーム。

　仮に桜綾にチームメイトがいない──単独での参加自体も認められてはいたはずだ──場合、一チームは五人全員が健在ということになる。

　このまま、その五人と桜綾が衝突してくれれば最上だが、

「いたぞ！」

　流石に、幸運もここまでのようだった。

　捷斗の欺瞞……可視光線以外の電磁波を含んでの不可視化に無音化、無臭、探知透過等、各種の魔術を物ともせず、真まっ直すぐ木陰にいる捷斗を睨にらむ男子生徒が、三時方向十五メートル先に現れている。

　どんな能力の持ち主かは知らないが、対象を絞しぼっていないとはいえ凜音の支援下でのこれらを破るとは、かなりやる。

　立ち上がる。

　同時に左手、九時方向から攻撃反応。

　超高電圧の紫し電でんが光るが、正面に魔術的な仮想避ひ雷らい針しんを用意して回避する。

　まず目を潰つぶす。

　三時方向の敵に毟むしり取とった制服のボタンを投擲。悲鳴。端末は壊した。

　逆の手はすでに地面に突いている。

　木々の根ごと大地を盛大に、捷斗を中心とした同心円状に波打たせ、紫電の主と、それぞれ一時、七時方向にいた敵をまとめて地面のうねりに呑みこみ、潰す。

　これで四人。

　あと一人は……と周囲に首を巡らせ、この交戦ですでに桜綾に現在地はバレたものとた覚悟した捷斗は、逆探知を恐れず探知魔術を放ち、

「………………え？」

　虚きよを突かれた。

　探知できた敵影は二人。

　十一時方向に固まっていた彼らを、まだ収まり切っていない大地のうねりを延長して呑みこんで、それで、終わった。

　その直後、

『あなたたちの勝ちです！　おめでとうございます！』

　という、端末から勝手に立ち上がった日本語の文字列が目に入る。

　優勝演出的な立体映像だろう。

　フォントは無駄に何度も目まぐるしく色を変え、クラッカーだかくす玉だか、素人しろうと目めにもあまりセンスがあるとは思えない、予算の都合で未経験の教員が無理やり作らされたかのような微妙な演出が広がる。

　微妙と感じてしまうのは、捷斗の心理状態の問題もあるのだろう。

　蓋ふたを開ければ、残っていた二チームは、二人組と、四人組。

　都合六人。

　捷斗を含めて七人。

　確かに、表示されていた残り人数との矛盾はないが、

「いや…………李桜綾は？」

　呟つぶやいた一言が、捷斗の戸惑いの全てを表していた。
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　なんか、勝った。

　としか表現できない心理状態で呆ぼう然ぜんと佇たたずむこと、十数分。

　ここへ至って捷斗は、また別の理由で眉をひそめた。

　迎えが来ない。

　それだけならまだ、輸送ヘリの都合等で納得できる。

　しかし端末はあの『優勝演出』を表示して以降、ずっと沈黙を保ったままだった。

　記憶によれば、仮に優勝した場合は、端末ごしに担当教員が連絡を入れるので、その誘導に従って迎えのヘリを待つように、という話だった。

　周囲の四人も、やや離れた位置で地面にめり込んでいる二人にしても、端末の破壊に重きを置いたので命は奪っていないし、そちらへの対応を優先して遅れが生じているということはなさそうだ。

　そもそも、相当数のスタッフが動いているはずのイベントで、終盤、参加者の減ったタイミングでそういった人手不足による対応の遅れはあまりなさそうなものだし。

「凜音」

　イベントの進行自体に何かが生じたのかもしれない。

　捷斗は桜綾による探知を恐れて使用していなかった、念話によって凜音を呼ぶ。

　思いのほかすぐに、返答はあった。

『兄さん!?　よかった、やっと繋つながった！　何してたんですか、もう！』

「何って……バトルロイヤルの続きだけど。あとなんか勝った」

『え？　そうなんですかおめでとうござ──じゃなくって！　一大事です！』

「……何があった」

　やはり異常事態か。

　気を引き締め直し、捷斗はすぐさまその異常事態へ対処できるよう、意識を切り替える。

　念話では向こうの周囲の音までは拾ひろえない。

　凜音はこうしている今も何かしら作業中らしく、そこで少し間が開いたが、やがて先の捷斗の問いに、答えを返した。

　どんな事態もありえると、確かに構えていたはずなのだが、




『襲撃です！　学園諸島が、魔術組織の襲撃を受けています！』




　流石にその『異常事態』は、いささか以上に、想像を超えていた。
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　人殺しには、慣なれている。

　最初の相手が誰だれで、どんな経けい緯いで接触し、どの手段で、どんな風に殺したのかも、現場がどこで、いつ頃のことだったのかさえ、もう、微み塵じんも覚えてはいないのだけれど。

　一つ一つを覚えおくのは難しかった。

　たぶん、日常的に……息をするように、と比ひ喩ゆするほどではなくとも、食事と同じ程度には頻ひん繁ぱんに、繰り返しすぎたのだと、思う。

　それが当たり前になりすぎていて、たぶんと言うほかないのだけれど。

　普通の人はこうではない、と知識としては知っているので、たぶんそう。

　ああ、でも、もちろん。

　例外はある。

「……桜綾ヨウリンは、苦しくない？」

　自分こそ地獄めいた苦痛の渦中にいたはずなのに、そんな風に気遣ってくれた、血の繋がらない姉。家族。

　彼女を殺し、その苦痛から解放した時のことは、今でもはっきり、時刻や室温、湿度さえ明めい瞭りように思い出せる。

　彼女だけではない。

　投薬や手術、実験、そして呪術に適合できず、苦痛の中でゆっくりと、じわじわ迫る死に怯おびえ、あるいは死を待ち望む家族たち。

　彼ら彼女らを手にかけた時のことは、百二十三人分、残らずしっかり覚えていられる。

　不思議なものだ。

　目の前で泣き叫び、一人娘がとか、脅おどされて仕方なくだとか、命いのち乞ごいを喚わめく、可か哀わい想そうな見知らぬ被害者を手にかけても、心は全く痛まないのに。

　本人が死を望み、客観的にもそうすることが最善だと判断できる容態の家族を殺すと、心が軋きしむ。

　でも、耐たえられないほどじゃない。

　七十九人。

　少なくとも、それだけ残った家族が全員死ぬか、殺すことになるまでは、保もつはず。保たせねば、ならない。

　私の名前は李リ桜綾ヨウリン。

　超人的な、魔術師。

　とある組織が起こしてみせた、奇跡の成果。

　クソくだらない──凶手人形キリングドール。
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　飛行魔術を行使して、飛ぶ。

　箒ほうきや杖つえといった媒ばい介かいの持ち合わせはないが、手近な木の枝を折り、それに身を低くして跨またがる形で飛行する。

　媒介なしでも飛行自体は可能だが、元来、人間が生身で飛ぶという行為には識しき閾いき下かにおいてかなり無理があるようで、速度も燃ねん費ぴも落ちてしまう。

　即席ながら媒介に跨っているおかげで、学園諸島の海域までは十数秒で到着した。

「第三次大戦かな……」

　眼下の大海原が続く先、水平線の近くを眺ながめた捷しよう斗とは、ぽつりと呟つぶやく。

　強化した視界に映るのは、学園諸島の周囲を固める、複数の空母艦隊。

　専門的には空母打撃群と呼ぶんだったか。

　一隻の空母と、それを護衛する複数の艦かん艇ていで構成される一団。そのまとまりが複数あるということなので、見える空母も複数だ。

　知識が確かならいくつかは米海軍のそれによく似た、原子力空母じゃなかろうか。

　中には英国製、中国製、さらに日本製のヘリ空母に似たものまである。

　この多国籍感には国連軍の介かい入にゆうを疑うのが常道だろうが、それにしては各打撃群内にまで、無駄に様々な国の艦艇が入り乱れている。

　加えて慣習国際法上必要とされる、国籍を示す軍艦旗や、戦闘旗等の掲けい揚ようもない。

　国家に属する存在ではなく、それでいてこれだけの艦隊を動かせる組織の候補は多くないだろう。

　学園諸島を襲撃しているところからして凜りん音ねの判断通り十中八九、魔術組織だ。

　中でも現代兵器の蒐しゆう集しゆうと運用に熱心なのは、『軍ぐん人じん』か『機き関かん』。

　各国の軍との繋がりが深い『軍人』が、設計図の不正コピーや横流しから作ったとしか思えない艦艇の数々を表立って動かし、お得意さんの顔を潰つぶすとは考えにくく、『機関』の仕業と見積もるのが妥だ当とうなところか。

　本拠地を米国に置き、近代魔術結社やオカルティズムの流れを汲くみつつ、各国マフィア等の裏社会、黒社会、また華か僑きようとの繋がりも深く、革新派揃ぞろいなのが『機関』だ。

　本拠地が英国、古典的な西洋魔術派閥が中核を担にない、保守的な魔術師の多い『円卓』とは、折り合いの悪い組織である。

　それでも、人材交流が皆かい無むではない。

　互いに無駄な衝突を避けるため、表面上の付き合いにしろ、情報交換のパイプも少なくない数が生きている。

　だというのに、これほど大規模な動きを『円卓』が察さつ知ちできないとは……。

「ん？　…………レーダーも対超人仕様なのか」

　魔術によって感覚的に危機を捉とらえつつ、捷斗はぼやいた。

　たとえるなら、視界が赤く明めい滅めつし、警報音が響き渡るような状況。

　要するに、上空の警戒管制機やら海上のイージス艦やらのレーダーが捷斗の存在を感知し、各種兵装によってロックされている。

　通常、レーダー上では人間サイズの反応などは海うみ鳥どりの反応同様ノイズとして除じよ去きよされるはずだが、それを除去しない形での検けん知ちが技術的に可能なのか、あるいは何かしらの魔術を併へい用ようしているのか、確かにこちらは「見られて」いる。

　ロックを振り切ろうと、身体からだにぶつかる電波の反射方向をいじっても状況は変わらず。

　なら、魔術併用が正解か。

「一体いくらするんだ？　もったいない」

　またぼやきつつ、こちらに向かっていた数発のミサイルの誘導装置に干かん渉しよう。

　見えも聞こえもしないが、水平線の遙はるか向こう、地球が球体であるがゆえの死角、いわゆる視覚外射程に存在していた戦闘機を複数、爆発四散させる。

　その後、高度を落とし、加速。

　超音速による衝撃波で海面を賑にぎやかしつつ、低空飛行で距離を詰め、艦隊群の手前でほぼ直角の急上昇。

　各艦艇の近接防御火器ＣＩＷＳが秒間五十発以上の機関砲弾をばら撒まいて弾だん幕まくを形成してくるが、口径二十ミリ程度ならかわす必要もない。

　跨る木の枝の強度向上を意識しつつ上昇を続け、雲の高さ、地上二千メートルほどの、層積雲の上へ達して一時停止。

　反転する。

　真下の艦隊群目がけて、超急降下。

　こういうのも急降下爆撃と呼べるのだろうか。

　脳のう裏りでそんなことを考えつつ、上空で「射い落おとしてきた」陽ひの光を、擬似的な小型太陽に組くみ換かえ、落とす。

　飛行する自身を矢に見立て、中国神話の羿げいの逸いつ話わを再演した、比較的簡易な儀式魔術だ。

　落ちた太陽は艦隊群を、存在していた海面ごと呑のみ込こみ、まるっと全てを蒸発させる。

　中に乗組員でもいれば、苦しむ間もない死に方だろうが、消滅以前から人間の反応はなかった。

　魔術で全自動化していたのだろうが、熟練の乗組員がいればもう少し規律の取れた抵抗もできただろうに、もったいない兵器の使い方をするものである。

　……あるいは。

「この兵器群は超人が艦船で逃げる意欲をくじくための虚こ仮け威おどし……本命は別にいる、か」

　その本命にも、心当たりはある。

　いくら凜音でも、あれが相手では心配だ。

　捷斗は周囲に充満する大量、高温の水蒸気を突き抜けて、凜音の元へと急ぐ。

　その上空──。




「いやなんなんだよ今の……太陽、か……？」

「昨日のアレといい、神話級の天変地異でも起こってんのか!?」

「む、無茶苦茶がすぎる……」




　──警戒管制機内で艦隊群の制御を担っていた、数人の魔術師たちの嘆なげきには、もちろん、気づくことなどありもせず。
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「あーもう、なんなの一体っ！」

　文句を言いつつ、天てん神じん奈な緒おは、目の前の戦車の砲ほう身しんを引ひき千ち切ぎり、履り帯たいをもぎとり、エンジンを貫つらぬいてスクラップにする。

「さあ。たぶん、魔術師？」

　奈緒に恐れをなして逃げ出した、戦闘服姿の魔術師（仮）たちを刹せつ那なの間にロープでまとめて縛り上げつつ、島しま風かぜリリィはどうでもよさげに応じる。

　急に学園諸島近隣の海域に現れた艦隊群。

　そこから揚よう陸りく艦かんやら輸送機やらで上陸してきた連中を、迎撃している最中だった。

　場所は、商業区。

　普段は学生で賑わう広い通りに、魔術師たちがひしめいて、超人たちとやり合っている。

「他の島にも似たようなもん、押し寄せとるようやなあ」

「ったく面倒くせえ」

「数ばっかりmanyデスねぇ」

「すぐ壊れちゃうからつまんない」

「■■■！」

　近くには、早さ霧ぎりやカレン、エイミー、アリエルとウリエルたちを始め、見知った超人たちの姿もある。

　こちらの面メン子ツが面子ということもあるだろうが、一体どんな勝算があって上陸してきたのかが不思議なくらい、敵は、歯ごたえのない連中ではあった。

　一応、魔術師らしく、炎やら電撃やらも繰り出している。

　しかし、奈緒にはまったく効果がないし、他の面々もそれぞれの技能で防御、回避、あるいは発動前に潰したりと、対応できてしまっていた。

　魔術師といえばまず真っ先に捷斗を思い浮かべる彼女たちからすれば、拍ひよう子し抜ぬけもいい有り様だった。

　商業区の綺き麗れいに舗ほ装そうされている路面が戦車の履帯に削けずられたり、砲ほう弾だんでえぐられたりするのまで阻はばむ余裕がないぐらいには数が多いのも鬱うつ陶とうしい。

「もっと一いち網もう打だ尽じんにできればいいんだけど……」

　と、ぼやいた奈緒に応じたわけでもないのだろうが。

『みーなさーん！』

　少し離れた場所、そこに乗り付けたトラック──の、荷台。

　コンテナの側面が開いて、ゲリラライブ用のステージらしきものがそこに積まれており、その中央では、

『今日はぁ、姫のライブに来てくれて、ありがとーっ！』

『おぉおおおおおおおおおお！』

　マイクごしに呼びかけた、姫ひめ琉る・ロシールドの声に沸く、上陸部隊の皆さん。

『この場にいる、「上陸部隊」の方々だけに、耳よりな情報です！』

『ちょっと今からぁ、お互い潰し合ってください！』

『残った最後の一人にはぁ、私から、ご・ほ・う・び、あげちゃいますよ？』

　はい。

　それで、終了。

　互いに銃口やら魔術やらを突きつけ合い、それはもう世にも醜みにくく無ぶ様ざまで哀あわれな、姫琉をめぐった争いが繰り広げられる。

　声の届く範囲にいた、ざっと千人規模の大乱闘だ。

「……これはひどいオタサーの姫」

「まあ、助かるけどさ……」

　いっそ魔術師たちを哀れに思いつつ、リリィと奈緒は力を抜いた。

　自分たちも最近、チョロいチョロいと言われているが、魔術師の方がよっぽどチョロいのではなかろうか。

　なお、姫琉の言う「ご褒美」とは「奈緒の拳こぶしで気絶できる権利」だった。

　父親くらいのおじさんに「ありがとうございます！」とかお礼を言われつつぶん殴るのが非常に不本意だったことは、後で厳重に抗議させてもらいたい。
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　人を殺すのには慣れている。

　だから、今回の任務にも、特別な感情は何もない。

　あるとすればせいぜい、珍しく長期の潜入任務であるせいで、しばらく家族のみんなの顔が見られない。

　それが少し、憂ゆう鬱うつだということくらい。

　もちろん家族に何かあれば、たとえ殺し合いの最中だろうが、看み取とりに帰るつもりではいた。

　けど幸い、そんな事態は訪れず、任務もそろそろ大詰めだった。

　学園諸島。

　超人──奇跡とさえ称される、私の力のベース。由ゆ縁えん。

　彼らがうじゃうじゃ住んでいる人工島群に、もうすぐ『機関』が攻め込む予定だ。

　理由は何だっただろうか。

　よく覚えてはいないが、おおかた『機関』の商売の邪魔になるとか、縄張りを荒らしたとか、そんなところだろう。

　いつものよくある組織間抗争。

　それが少し大おお袈げ裟さになっただけの話だ。

　興味はない。

　私はいつも通り、命令に従い、何も考えず、命令条件に当てはまる敵を殺せばいい。

　そうすれば、家族の多くはもうしばらく生きながらえることができる。

　今なら『機関』を脅して無理矢理家族を守らせることもできるだろうけど、私という人形を動かすため、『機関』が必死に資金と人手を注ぎ込み、家族の寿命を延ばし苦痛を取とり除のぞこうと奮闘している現状ほど家族の利益にはならないだろう。

　手抜きをしたら殺すと脅そうにも、どこからが手抜きなのか判断が難しいし、家族を看護する連中自身にすら制御できない、モチベーションの問題だってある。

　慣れ切った人殺しを続けるだけで現状を維い持じできるなら、それが一番いいはずだ。

　……現状、維持。

　それが正確な表現ではないという、自覚はある。

　現状なんて維持できない。

　家族はじわじわ、でも確実に、弱っていく。

　ベッドの上で、少しの娯楽作品や、私が持ち帰る土産みやげ話ばなしだけを楽しみに、一生を終えていく。

　彼ら彼女らの多くは、陽の光にさえ耐え切れない。

　せめて最さい期ごに外を見たいと、苦痛から解放される手段に太陽を選んだ者も多かった。

　…………何が、超人的な魔術師だ。

　死者の蘇そ生せいさえ叶かなうというのに、家族を蝕むしばむ病魔を癒いやす、呪いを消し去るような力はない。

『機関』が私たちに植えつけたのは、そういうタチの悪い、禁きん忌きだった。

　誰でも殺せるこんな力より、家族を癒せる力が欲しいというのに。

　……いやそれも、今となっては正確な表現とは呼べないか。

　ごく最近、生まれて初めて、殺し損そこねた敵がいる。

　周囲に女を侍はべらしすかした顔をしている、いけ好かない類たぐいの男子高校生。

　蘆あし屋や捷斗。

　初めて出会ったのは、夕方の海。岩の上。

　最初は当然、警戒した。

　だがすぐに、どうやら『ビーチの喧けん噪そうに馴な染じめず、疲れる』という、自分と同じ理由でそこにいたことがわかった。

　そのせいか。

　少しだけ。

　本当にほんの少しだけ、妙な、親近感めいたものを覚えた。

　彼は、乾かわいて見えた。

　彼は超人なのだから、そんなはずもないとは思ったのだが、自分のように、色々なものを諦あきらめて、荒んで、それでもやるべきことを機械的にこなす、そんな『人形』に見えてしまった。

　一人で、孤独で、いつ死のうが本音のところでは構わない、でも死ぬ前にやるべきことがあるからやっている、そんな印象。

　それが見抜けるほど、深い交流をしたわけではない。

　やったことといえばただ、一緒に海を眺めただけだ。

　言葉もたいしてかわしていない。

　だというのに、なぜか、そんな風に感じた。

　感じてしまった。

　あるいは家族以外で、同じ『人形』であると感じられた、初めての相手かもしれない。

　同族意識。

　仲間意識。

　理由不明の、興味めいた何か。

　……………………まあ、そんなもの、ほんの一時の、勘かん違ちがいだったが。

　その日の夜、あっさり再会した彼は、なんというか、女を大量に侍らせて肝きも試だめしだか花火だかをしている、浮ついた何かだった。

　同族でもなんでもなかったのだ。

　ああいや、結果的に、別の意味での同族ではあったようだし、それを踏まえると、あれは肝試しとかそういう類ではなかったようでもあるが。

　彼の名に、当初は聞き覚えさえなかったのだが、後で一応調べてみたら、なんでもこちらの業界では有名な家系の魔術師らしい。

　つまりは、同業者。

　エリート様かと吐き捨てたかったが、エリートは妹の方だった。

　少なくとも記録上、兄貴の方は、それはもうひどく惨みじめな落ちこぼれだという。

　ほんの少し、ごくごくわずか、生まれのせいで余計な負債を負う境きよう遇ぐうに同情もしてやったのだが──蓋ふたを開ければ、詐さ欺ぎだった。

　戦ってみて、理解した。

　とにかく、しぶとい。

　奴は、死なない。

　目に見える攻撃だけではない。

　微粒子化した血液を脳の血管にこっそり侵入させ同時多発的に凝ぎよう固こさせたり、心臓のパルスをいじって心室細動を誘発したりもしたが、死なない。

　どうも魔術で肉体を創造、維持している、正気の沙さ汰たではないタイプとわかってその魔術を解いてやろうとしたり、水面下でいくつも搦からめ手てを併用していたのだが、そのことごとくを感知、こちらの意図や採用している魔術理論を正確に読み、人の顔に拳を叩たたき込みつつ術式を解体しやがったのだ。

　もちろん、こちらもダメージらしいダメージは一切負っていない。

　少しくらいは痛みもあったが、私にとって、奴の拳の威力は皆無に等しい。

　水面下ではこちらが一方的に攻勢に回れてもいた以上、よほど手加減されているのでなければ、まず間違いなくこちらの方が力量は上だ。

　だが、それでいて全てをしのぎ切られ、あまつさえ逃亡を許した挙あげ句くに見失うなど、私に迫る実力が奴にあるのは間違いない。

　この力に愛着はないが、相応の犠牲と対価の上に成立している存在が私だ。

　あんな男に、背に手が届くかもしれないほど近く、迫られているのなら、それはそれで不愉快だった。

　……なぜここまで不愉快なのか、理由はよくわからない。

　彼が魔術師であることを踏まえれば、あの場にいたのは肝試しではなく、私が祓はらったアレを祓いに来ていたのだろう。

　いやそれならそれで、やはり、妹以外の女を同行させる意味がわからないのだが。

　地ち下か壕ごうから彼の姿を見つけて、一瞬、くすぐったい気持ちが胸に湧わいたことと、続いて視界に映った女たちの姿に、失望めいた何かを感じたことも覚えているのだが。

　本当に不思議だ。

　浮ついた輩やから、軽けい薄はくな男は嫌いだが、別に、憎しみじみたものを感じるほどではなかったと思うのだが。

　…………まあきっと、一瞬でも仲間意識のような何かを抱いた相手がそれだったとわかって、それがことさら不愉快に感じたのだろう。

　それだけの話だ。

　さておき。

　奴の存在は不愉快だったが、私の目的は奴の抹まつ殺さつでもなんでもない。

『機関』による学園諸島侵攻に備そなえ、厄やつ介かいそうな超人を可能な限り減らす。

　それがあの日、あの島にいた私の目的。

　馬鹿正直に、油断ならない相手に深入りする理由はなく、できるだけ長く、奴が私にとってどうでもいいバトルロイヤルを続けてくれるよう、情報から孤立させ放置するのが最善だった。

　最善だったとは思うが、ムカムカと、喉のどに小骨が刺さったような違和感に苛さいなまれているのも事実ではある。

　だから。

　そう。

　それが理由だ。

「──李桜綾」

　奴が馬鹿正直に、私の前にまた現れて、私の名前を呼んだ今、うっかり笑みを浮かべてしまった。その理由。
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「凜音！」

　呼びながら、跨っていた木の枝から飛び降りる。

　霧きり咲さき坂ざか高等学校校舎、屋上。

　小高い立地のさらに高所だけあり、沿岸部から立ち昇る黒こく煙えんや炎の揺らめきは、ここからもはっきりと見て取れる。

　そしてそんな戦火とは、この校舎自体も無む縁えんではない。

　外壁や校庭にいくつか、砲弾によるものらしき弾だん痕こんが開いているし、校舎内からは銃声も響いている。

　敵の上陸部隊と、島から戻った生徒たちが交戦中なのだろう。

「兄さん！　も、もうわたし、何がなんだか……いきなり『機関』らしき魔術組織が攻めてくるわ、昨日は昨日で──」

「他の三人は？」

「……迎撃に出ています。奈緒先輩は統合生徒会の、一時停戦通知を含む要請に応じて、リリィ先輩はそれについて行く形で。姫ちゃんは実家に呼ばれたみたいなので、どこかに避難してくれているものと」

　相変わらず姫琉の噓うそを信じ切っているという体ていの凜音は知らないが、恐らくロシールド家は、姫琉の能力も戦力に数えて呼び出したのだろう。

　もはや凜音こそ真の実力者であると捷斗も知っている状況下、まだ姫琉の能力下にあるような演技を続けている意味がわからない、あるいは演技に真剣味を持たせるためわざと洗脳を受け続けているのかもしれないが……今は、それより。

「敵は『機関』で間違いないか」

「『円卓』からの情報共有を信じるなら、おそらく。でも、どうして突然？　『円卓』に直前の連絡すらなかったようですし。艦隊の動きも入念に伏せられていたとか」

「『機関』単独で超人を滅ほろぼし、爾じ後ごの魔術師世界での覇権を握にぎる、とかじゃないか」

「……でも、それは本末転倒というか、手段と目的が逆転していませんか？　超人を滅ぼせば覇権を握れるというより、超人を単独で滅ぼせる力があれば、覇権を握れると言った方が正確なわけで……」

「その通り。天神たちのような、デタラメな強さの超人ばかりではないとはいえ、この程度の規模の襲撃で滅ぼせるほど、超人は甘くない。でなければ、『円卓』も『軍人』も『教きよう団だん』も、とっくに同じことをしていたはずだ。もっともそれは──」

　言葉を切って、捷斗は空を見上げる。

「君のような、奥の手がいない場合の話だ。──李桜綾」

　一房の銀が混じった、長い黒髪を風に乗せ、ゆっくりと舞い降りてくる、赤いマフラーと、半袖セーラー服の女子高生。

　桜綾は、紅玉ルビーにも血の滴しずくにも見える真しん紅くの瞳でこちらを射い貫ぬきながら、着地と同時に、捷斗と出会って以来初めて、笑みのような表情を浮かべた。

　笑顔と表現するには、闇やみの中に口を開けた亀き裂れつのような、不吉な三日月だったが。

　しかしそれも、ほんの一瞬だ。

　すぐにいつもの不機嫌そうな、周囲に刃やいばを振りまく剣けん呑のんな雰囲気に戻り、その刃を躊ちゆう躇ちよなく捷斗の全身に浴あびせてくる。

「会えた。また。嬉うれしい。殺す」

「……もう少し日本語を練習した方がいいんじゃないか？」

　前後の文脈が繋がっていなさすぎる。

　捷斗の指摘をスルーして、桜綾は言葉を続ける。

「だが、操ツアオ。本当は、お前、帰ってくる前。始末、つける。だった。厄介。昨日、アレのせい。遅れた」

「昨日……？」

　さっき、凜音もそんなことを言いかけていた気がするが、昨日はほぼ意識のなかった捷斗には、思い当たる節ふしがない。

　だが、桜綾がそんな疑問に親切に答えてくれるわけもなく。

「一応、問い。看かん過かする気、あるか。邪魔ない。なら、殺す、ない。できれば否定、推すい奨しよう。お前は、殺す。したい」

　よっぽど不意を突くような形で逃げ延びたのが気に障さわったのか、捷斗はやたらと彼女の殺意を買っているらしい。

　ぎらぎらと瞳どう孔こうの開いた真紅の瞳で言われると、思わず条件を受け入れたくもなる。

　が、そうもいかない。

「推測通り君が『機関』の魔術師で、このまま超人を滅ぼして一人勝ちするつもりなら、それを看過は難しいな。立場上」

「そうか。喜べ。推測、正しい。殺す」

　もう「殺す」が語尾か何かみたいになりつつあるな。

「蘆屋の名を知らない様子だし、君は生きつ粋すいの魔術師ではなく、統合生徒会の『兵器』じゃないか、っていう俺の推測は、思い切り的まとを外していたわけだ」

「……？　不可解。自意識過剰か。確かに有名は、後で聞いたが」

「返す言葉もない」

「が、半分、正解。生粋の魔術師、否いな。私、元は超人。才は魔術、違うが」

　生まれついての超人をベースに、後天的な施術で魔術師としての才能を植えつけたというところだろうか。

『機関』のことだから、相当に悪あく辣らつな手法を用いていそうだ。

「兄さん」

「わかってる」

　凜音の呼びかけに振り返ることなく、そう応じる。

　彼女の懸け念ねんはわかる。

　凜音の支援があろうと、捷斗では桜綾には通用しない。

　凜音自身でさえ、及およぶかどうかは微妙なところだ。

　それくらい、桜綾は強い。

　凶悪だ。

　小手先で策を弄ろうしても倒せはしない。

　一昨日おとといの感触からするに、もし『魔力』という、他者と自己の容量の差を比較できる便利な指標が存在すれば、凜音と捷斗を合わせても、桜綾の七割程度がせいぜいだろう。

　彼女に十の力を向けられた際、全力で防御して七の威力を削ることはできても、三ずつのダメージは受け、ジリ貧ひんになる、そんなイメージ。

　対してこちらの攻撃は、余力を残して受け切られ、与ダメージはゼロ。

　彼女を倒すには、一時的にでもこちらが十を大きく上回る力を手にするか、あるいは。

「話、終わりか？　なら──」

　桜綾は軽く腰を落とす。

　直後に彼女の姿が消える。

　人間大の物体が音速を超えた影響で、大気の破られる轟ごう音おんが皮ひ膚ふを叩き、

「──殺す」

　予想通りといえば予想通りの言葉を、背後に現れた桜綾が告げている。

「っ」

　繰り出されるマフラーを、振り向きざまの左肘ひじで迎撃。

　事前に骨に刻きざんでおいた、アルファベットの『ｐ』に似た文字が浮かび上がり、布と肘の衝突とは思えない金属音と火花を散らす。

「……今度はルーン。操」

　続けざま、上向きの矢印のようなルーンを刻んだ拳を放つ。

　が、この拳は受け飽きたとでも言いたげな気け怠だるさで、顔面へ突き出した右拳は、あっさりと摑つかみ取とられた。

　そのままぐいと引き寄せられて、彼女の吐息が鼻にかかるほどの距離。

「づっ!?」

　ゴシャリと頭突きを顔面に入れられる。

　桜綾はそこで止まらない。同時と思えるほどの早はや業わざで、振るわれた拳がこちらの顎あごと側頭部と喉と右肋骨を襲い、潰され、砕くだかれ、併行して四肢の腱けんが、逬ほとばしったマフラーによって斬り裂かれている。

　次の瞬間、捷斗は損傷全てを修復していた。

　だがそれを見越したように、桜綾は捷斗の頭部を摑み、雑にぶんと、投げられた。

　景色がほんの刹那の間に目まぐるしく流れる。

　屋上の床を砕き突き抜け、下の階の床もまた突き抜け、次々床をぶち抜きながら、校舎を斜ななめに横切って、外の地面に叩きつけられる。

　桜綾が強化しているのだろう、やけに硬い地面との衝突に脊せき髄ずいを砕かれながら、ごりごりと地面を削り、滑すべり、学校を囲う雑木林を突き抜け、海を臨む丘の上でようやく停止した。

　ひどい攻撃だ。

　今の一瞬で比喩抜きに五、六回は即死した。

　蘇生魔術を仕込んでいなければ、一回目の時点でアウトだっただろう。

「チッ、操。本当、しぶとい」

　それでも、当然のように先回りしている桜綾からすれば物足りないようで、舌打ちと共に、短めのスカートの内側が見えるのも気にせず振り降ろされる靴くつ底ぞこによって、頭ず蓋がい骨こつを踏み潰された。

　ごしゃ。

　ぐちゃ。

　みしゃあ。

　蘇生魔術への妨害魔術に対抗しつつ、さらに数回の死亡に耐える。

　痛覚は遮しや断だんしているとはいえ、脳を直接踏み抜かれる感触は、気持ちのいいものではない。

『に、兄さん！　やっぱり無茶です！　というか今の、何回か死んでますよね!?』

　何がそんなに不思議なのか、慌てた凜音の念話に応じる余裕もないまま、荒く踏み降ろされる桜綾の靴底を摑み、引き倒す。

　そのまま寝技に持ち込もうとしたら、桜綾の首筋から噴き出した血霧によって、細切れの肉片にされた。

　蘇生。

「……類似、チャンスーか。気色悪い」

　中国版動く死体ゾンビの北京ペキン語ご読みで罵ののしられつつ、捷斗は涼しい顔で立ち上がる。

　それを不機嫌そうに眺めた桜綾は、軽く上がった息を整えてから、キッと強い視線を向けてくる。

「想定以上。否、想定外。お前、不気味。異常。危険。長引く、不ま味ずい。故ゆえ──」

　圧倒的に押している側でありながら、桜綾は大きく跳んで、距離を取った。

「──使う。是これ」

　宣言し、桜綾は小さく何か、呪言を紡つむぎ始はじめる。

　異変はまず、空に起きた。

　浮かび上がったのは、巨大な金色の魔法円。

　一見して準備を要しない、即席の術式のようだが、凜音が用意していたあの魔法円以上の効果を秘めていそうだ。

　もちろん凜音の魔法円は、捷斗への支援を上回らない程度に手を抜かれていたはずで、実際、捷斗にすら綻ほころびも見み出いだせるものだったが、それでも儀式魔術によるものだった。

　儀式魔術規模の魔法円を即席で生み出し、しかも桜綾はそこで止まらない。

　同じ魔法円が、次々と、暗くなり始めた空へと浮かぶ。

　ざっと数える限り数百以上。

　空を金色の光が覆い尽くすほどの数を生み出し、直後にそれらの光が減じる。

　魔法円が、一つに折り重なるように融合、数を減らしたのである。

　結果として残ったのは、一つの巨大な、平面ではない、立体的な、複雑に組み合わさった陣。

　魔法円ならぬ魔法球とでも呼ぶべきだろうか。

　複数の円が組み合わさり、それぞれ円の直径を軸にゆっくりと回転し続けている。

　地球ゴマの枠が増量されたような見た目だ。

「蘇生、不可。死、のみ」

　詠唱を終えた桜綾の宣告で、魔法球の効果にも予測はつく。

　彼女のリソースを尽くし、捷斗の蘇生も再生もそれを支える魔術ごとすり潰す、ただただ圧倒的な『死』という概念の具現。

　李桜綾の切り札だろう。

　というか、これさえ切り札ではないというなら、もう対処のしようがない。

　逆にいえば、これが切り札でさえあれば、処しよしようもある。

「理解、了解か。どちらでもいいが。──死ね」

　魔法球が、落ちてくる。

　数が減ったとはいえ十分に巨大だ。

　この丘の一帯を呑みこめるサイズはあり、転移魔術で逃げようにも、そちらは先ほどからずっと妨害されている。

　蘇生対象である自己の肉体という、こちらに主導権がある領域ではなく周囲の空間そのものであるがゆえ、妨害への対抗も難しい。

　まあそもそも、ここで逃げるという選択肢も、ありはしないが。

　なぜならこれは、

「──好機だ。凜音」

『へ？』

　間の抜けた凜音の声に合わせるように、捷斗はそれを、解放した。

　格納先は、眼球。

　魔眼として疑似的に保持していた『ソレ』を、リボルバーの弾倉を回転させるようなイメージで、ぐるりと発射位置へと切り替える。

　ソレが装そう塡てんされている薬室と銃身、銃口とが、一直線に並んだ。

　撃げき鉄てつはもう起きている。

　引き金を、絞る。

「喰くえ」

　そんな指示など、不要だったろう。

　捷斗の眼球を通して発現したソレが、魔法球を一口で呑みこむと、

「……っ、な、ぁ、が、っ、ぁぁ、ああああああッ!?」

　悲鳴を上げて、李桜綾が、両膝ひざをつく。

　魔法球の威い容ようは、もうない。

　あるのは闇に蝕まれつつある空と、遠くから響く、砲声や銃声だけ。

「ぅ、ぁ、ぁあぁ、ぁああああぁ、お、前っ、何……した……っ!?」

　人工芝の敷かれた丘に響き渡るのは、桜綾の苦悶と悲鳴だ。

　まるで、全身を高圧電流によって苛まれているかのように、のたうち回る。

　いや、高圧電流くらい彼女ならどうとでもできるだろうし、苛まれているとしたら、それ以上の何かだ。

　もはや完全に地に這はいつくばり、芝を掻かきむしり、苦しみに悶もだえる、そんな彼女の憎ぞう悪おに滾たぎる赤い瞳が、捷斗を見ていた。

『いっ、一体、何をしたんですか……!?』

　校舎屋上からこちらを見ているのだろう、凜音の愕がく然ぜんとした声が届く。

　それに対する捷斗の答えは、ただ一つしかなかった。




「わからない」




『……はい？』

「凜音がやったわけじゃ、ないのか？」

『………………ええと？　はい？』

　とぼけている雰囲気ではない。

　心から、こいつは何を言っているんだろうと、戸と惑まどうような声音だ。念話ではあるが、それだけに凜音の戸惑いはダイレクトに、届く声に表れていた。

「俺がやったのは、対象の、李桜綾を三十秒程度、わずかに弱体化させる、それだけの魔術だったはずだ」

　代償として、捷斗は死ぬが。

　約三十秒。

　李桜綾の魔術を完全に使用不能にできるわけでもなく、抵抗もされただろうが、それだけ稼かせげば勝機はあった。

　勝機はあったが、目の前の現象は理解の外だ。

　ここまで苦しめられるような魔術ではない。

　異変を感じて即座に、桜綾を調べたが、完全に魔術が使用不能になってもいた。

　何かの奇跡が起きたにしても、代償として設定していたはずの、蘇生の効かない捷斗の死亡すら起こっていないのに、だ。

　そんな馬鹿な。

　都合がよすぎる。

　何がどうしてこうなった。

『……落ち着いて、整理しましょう。まず兄さんは、何をしたんですか？』

「何と言われても。凜音の支援があろうが俺の素すの魔術じゃ効果がなさそうだったから、入念に準備をしただけだよ。とはいっても、俺にできる準備は限られ──」

『はいそこ！　そこ詳くわしく！　準備の内容について！』

　ぐっと身を乗り出すように食いついてくる気配。

　凜音が何に興味を持ったのかは定かではないが、彼女クラスの魔術師だからこそ気がつける点もあるのかもしれない。

「……手段は瞑めい想そう。目的は『魔』を釣り上げて利用すること」

『瞑想は、まあ、ポピュラーかつシンプル、かけた時間の分だけ効果を得やすい儀式の一つですけど。……「魔」を釣り上げるって何ですか？』

「習ってないのか……？　呼び名が多様すぎるだけか……ああ、近代魔術は『円卓』管理下の学校じゃあまり深くは教えないってのもあるか。ほら、魔導書にも伝承にも、物語にすら出てくるだろう。悪魔とか、契約とか、源流とか、他にも龍脈、阿あ頼ら耶や識しき、集合的無意識、アーカーシャの記録」

『個々に聞き覚えはありますけど……それぞれ別の概念では？』

「まあ個々にはな。ただ、こいつらを利用する魔術は根こん幹かんが似ている場合が多い。要は自分のものではない、世界の『外』の力に頼るってところがだけど」

　イメージでいえば悪魔との契約が一番それに近いだろうか。

　願いを叶え、対価を支払う。

　その仕組み自体は魔術そのものの『願掛け』的な手順と同じ。だが特にこの方式の場合は実在するとされる、世界の外にある『領域』に意識的に自身を接続し、そこの力を汲み上げるという点で、無意識にそれを行う通常魔術とは一線を画す。

『ええと、ちょっと混乱してきたんですけど、その「領域」とやらに、兄さんは接続ができると？』

「理論さえ覚えればよほど適性が低くない限りできると思うけど」

『……………………ソウデスネ。それであの、あくまでその「領域」とやらは実在している。たとえば天使の力を借りているという理論に則のつとった魔術を使う時の、そういった「仮想」の存在とは違うものだと？　物理的に存在している？』

「たぶんな。何しろあそこには、全部ある」

『全部？』

「この宇宙が生まれた時からの記録。情報。いやあれは情報があるというより、あらゆる並行世界と時間軸に繋がっているから、単にそこから読み取れる、って方が近いのかな。あと、言葉通りに無限の力で満たされてもいる」

　近代魔術師の解釈によれば、エネルギー保存の法則だとかエントロピーだとかを無視して、ただ己おのれの意思だけで物理法則を歪ゆがめる魔術師は、無意識にあの『領域』からエネルギーを持ち込んで、その矛盾を解消しているのだという。

　予知だとか占いだとかも、情報自体をそこから取得していると考えられる。

　ついでに、悪霊だとかの刻まれる『場』とも、『領域』は繋がっていて、それこそが魔術師にだけ祓魔エクソシスムの力がある要因だとか。

『何か物凄い意味不明な場所がどこかにあって、わたしたちは無意識にそこから力を借りることで魔術を行使しえている。そういう理論自体は聞いたことがあります。…………それで、なんかもう流れが読めてきましたけど、兄さんはその理論上あるかもしれないな？　とか言われてるような領域、世界の外に、瞑想しただけでガチのマジで接続した上、自由にそこのエネルギーを持ってこられるとでも？』

「いやまあ、自由にってほど自由にでもないけど……なんでキレ気味？」

『…………そりゃ、悪魔と契約とか、どこか別の異空間に接続して云うん々ぬんみたいな魔術理論自体はありますよ？　実際本人の意識上は本当に悪魔と契約したり異空間に行ったりしてるかもしれませんが、でもそれは魔術を実現するための思いこみでしかないはずです。ないはずですが、兄さんの場合は「本物」に接続している疑いが濃厚です。ええもういっそスッキリしました！　昨日のアレも兄さんのせいですね!?』

「え？　昨日？　だから昨日はひたすら瞑想で向こうに接続してたから」

　そういえばさっきも言いかけていたし、桜綾も似たようなことを口走っていたが、昨日、捷斗の意識がない間に何かあったのだろうか。

『──最初に、太陽が消滅しました』

「は？」

『空から太陽が消えたんです。あの天体が消えたら惑星の運行とか大変なことになりそうですけど、なぜかそんな影響はなく、ただただあらゆる手段で観測ができなくなり、世界中が闇に覆われました』

「一大騒動じゃないか」

　思わず、沈しずみかけている太陽を見る。

　今はしっかり健在なのだが。

『ええ、ええ、本当に！　しかもそれで終わりじゃないんです！』

　続けて凜音は、昨日起こった一連の『天変地異』を羅列した。

　曰いわく、学園諸島近海に観測不可能な謎なぞの『空白』が出現した。

　大西洋に謎の大陸が復活し、ヒマラヤ山脈には世界樹が生え、太陽の消滅とは無関係な、何万光年と先にある星の運行が意味不明な乱れを見せた上にそれがなぜか昨日ちょうど観測できた。

　他の天変地異と同時に起こった異常なら、距離を考えると観測できるのは何万年と先のはずなのに。

　時間か空間に歪ひずみでも発生していたとしか思えなかった。

　しまいには、地球外から絶対飛来してはいけない類の『何か』が飛来して「あ、これ世界滅んだわ」と『円卓』上層部が諦めたと思った次の瞬間に光の巨人が降臨し対戦。ばちばちに戦った後どちらもすぐに帰っていったりもしたという。

　気象台や一般社会はもちろん、魔術世界も大混乱だ。

『機関』による侵攻が遅れるのも無理からぬ。

　むしろ、事態が収まったとはいえよく今日の侵攻を決行したものだ。

「俺が瞑想してる間にそんなことに……」

『……何か心当たりは？』

「何も。……うーん。向こうでちょっとタチの悪い『深き』存在に出くわして、それと戦った時に色んな時空を飛とび交かったりはしたけど、流石に無関係だろうし」

『はいそれーっ！　何がどうしてこっちにあんな影響及ぼしたのかわかりませんけどでもきっと絶対それーっ！』

　ひどい冤えん罪ざいである。

『あらゆる情報のある領域に接続できるんなら、さっさとご自分の実力に関する情報でも得てきてくださいよ……』

「わざわざあの領域で改めて思い知らされたくはないな……」

『だぁーかぁーらぁ────っ！』

　髪を掻きむしって地じ団だん駄だを踏む妹の姿が脳裏をよぎるのだが、なぜ。

　一通り喚いたり泣いたり精神状態が心配になる声をぶつけてきた後、すっと静かになった凜音は改めて、静かに声を届けてくる。怖い。

『話を戻しましょう。つまり兄さんは、その「領域」で汲み取ってきた力を、さっきあの人に叩きこんだわけですね？』

「ああ。……ただ、あの領域では凜音の支援も届かないだろうから、俺程度の器で汲み取れる『魔』の力なんて、切り札を狙い撃ちしてカウンターにした上で、命を対価にしてもまだ大したものじゃないし、あくまで一時的に彼女の力を削ぐ、せいぜい十を八まで削って動きを鈍にぶらせる程度だったはずで──」

『命を対価とか、聞き捨てならない件については後ほど詳しく。……要するに対価の支払いすら必要ないほんの序の口みたいな力で、あそこまで弱体化させてしまったわけですか。あと、疑問なんですけど』

「どうした？」

『兄さん的には彼女の力を少し、それも一時的に削ぐだけのつもりだったんですよね？　けどその場合、私が実力者だっていう兄さんの認識に立っても、まだ八割の力を残した彼女に、私一人で勝てるかどうかは微妙なところじゃないですか？　兄さんも死んじゃうはずだったんでしょう？』

「ああそこは、もちろん考えて──」

「ふむ。よくやった、と褒めるべきかな」

　割りこんだ声に、捷斗は振り向く。

　暗い色合いの高級スーツに身を包んだ男が、そこにいた。

　実年齢はもう還暦も見えてきた頃のはずだが、見た目はまだまだ若々しい。スーツを着ていてもなおうかがえる体格のよさ。日に焼けた肌には細かく無数の──魔術でも治し切れない特殊な──古傷もあり、歴戦の老兵という風格がある。

「父さん」

　蘆屋創そう玄げん。

　捷斗と凜音の父である。

『ど、どうして父さんがここに？』

「俺が呼んだんだ。凜音と父さんでなら、弱体化した李桜綾に、勝てると踏んで」

「うむ。だが命を対価にしようとは、早まったな捷斗。貴様の役割は、あくまでも超人の情報取得だ。『機関』の好きにさせるのは確かに業ごう腹はらだが、与えられた本分をはき違えるのは独断専行がすぎる」

「……すみません」

「まったく。おかげで出したくもない手を出す羽目になったわ」

「え？　……それは、つまり」

　捷斗は、意外な思いでその言葉に反応した。

　父、創玄はやれやれと首を振る。

　それから哀れむように、いまだ立ち上がれない桜綾を見た。

「お前が想像している通り、『領域』で苦戦しているお前を──」

　それらの意味するところは、一つ。




「──儂わしが、助けた」




『っ、は、はぁああああああ!?　ちょ、父さん!?　いきなりしゃしゃり出てきて何をまたいけしゃあしゃ』

　ふつりと、そこで凜音の声が途と絶だえた。

「うん？　どうした凜音？　……ふむ。『機関』の連中が今さら念話の妨害でも始めたのだろうな」

「はい。タイミングと効果の大きさが不可解ですが」

　父が言うからには、そうなのだろう。

　流石さすがの父でも『切り札になるほどの実力者である』凜音の念話を妨害するようなことはできないだろうし。

　桜綾を生み出すほどの『機関』が、何か特殊な装置を使っていれば不思議ではない。

「それであの、父さんが助けてくれていたということは」

「まあ、乗りかかった船だったからな。貴様の役割を思い出させるのも親としての務つとめだろうと、その、あれだ、お前の汲み取ろうとした力をこう、増やして、その後の保持というかそういうのも陰かげながら手助けしておいた。そういうアレだ」

　微妙に曖あい昧まいな表現が多い辺りに珍しさを感じたが、つまり父が領域にまで介入して支援してくれたおかげで、捷斗は我知らず、とんでもない力を持ち帰ることができたのだろう。

「ありがとうございます。……でも、ん？　すみません、少し混乱しているようで」

「ど、どうした？」

「失礼ですが父さんは、流石に凜音ほど優れた魔術師ではないのですよね？」

「…………そ、そうだな」

「これも失礼ですが、いくら父さんに支援していただいたと言っても、凜音を凌りよう駕がしかねないほど強力な魔術師を、それだけであそこまで苦しめることはできないのではないかと」

「あ」

「あ？」

「いや、あ、あ、あまりに聞くまでもないことを聞いてくるから動揺したぞ馬鹿者！」

「もっ、申し訳ありません！」

　腰を折って頭を下げる。

　よほど呆あきれられているのか、しばらく父は沈黙していた。

　だがやはり、先ほど口にした疑問の答えになる筋の通った理屈が、捷斗には思いつかなかった。

「つまり、えーと、そのだな。げ、言語化が難しいな。当たり前すぎてな」

「す、すみません」

「よ、要するに………………そこの女は、あまりに戦闘に特化しすぎているのだ！」

「……は、はあ」

「だからあれ、えっと、そう、戦闘に特化しすぎていて呪術とかその手のほらあるじゃんゲームとかでいうデバフ？　的なほら、ああいうのへの耐性がないっていうか、いや厳密に言うとそういうのにも対処できてこその戦闘特化だっていうのはわかるよ？　わかるけどあのそういうことじゃなくてほら、お前ならわかるだろどういう系統の魔術であの子の力を削いだのかとかそういう具体的な」

　日頃の威厳が噓のようなしどろもどろさだが、きっとここまで物分かりの悪い弟子も初めてなのだろう。

　そこまでの落ちこぼれぶりかと、内心で改めて凹へこみつつも、必死に頭を回転させて、父の言わんとしていることを捉える。

「……使ったのは、領域にいる魔獣の担う『喰らう』という指向性。つまり彼女は、対『人』戦闘能力に特化して調整されていて、魔術師の調教下にすらいない剝むき出だしの『獣性』に対して脆ぜい弱じやくだった……？」

「それ！」

「なる、ほど……？」

　必死で捻ひねり出だした推すい測そくゆえに無理がある気もしたのだが、父は我が意を得たりと、うなずいている。

　父にとっては考えるまでもない事実だったらしい。

　やや理解し切れていないのが情けない話だが、一応、それで疑問は解けた。

「俺が役割を放って命まで捨てずとも、凜音に極力『人』との繋がりを排はいした『獣けもの』の召喚でも行ってもらえば、それだけで十分だったわけですね」

「そ、そういうことだ。うん」

　思えば凜音が一度殺されたという事実を重視しすぎて、いつもより相手の特定の弱点について探る視点が疎おろそかになっていた。

　想像の中で、勝手に脅威を膨ふくらませすぎたらしい。

　実は、李桜綾もある意味では『チョロい』と、そう評していい敵だったわけだ。

　父の目には瞭りよう然ぜんだったというのに、いやはや、当然だがやはり敵わない。

「で、では、儂は忙しいのでそろそろ行くぞ」

「はい。ありがとうございました」

「うむ。ではな！」

　どこか晴れ晴れとした表情で姿を消す父。

　転移魔術で日本へと戻ったのだろう。

　よほど忙しい執務の合間を縫ぬっていたのか。直後に駆けてきた凜音に、挨あい拶さつもしないで行ってしまうとは。

　……そういえば、天変地異については詳しく聞きそびれてしまった。

　などと捷斗が悔くいていると、駆けてきた凜音が血走った目を左右に走らせて、言う。

「兄さん！　あのクソ親父はどこに!?　念話遮断した上に足止めの結界まで用意して、一体何を兄さんに吹きこんだんです!?」

「……何を言ってるのかちょっとよくわからないが、李桜綾が思ったほどの脅威ではなかったんだと理解できたぞ。父さんのおかげで」

「あ、の、じ、じ、ぃいいいいいいいいいいいいっっっ」

「……お前はどうして時々、父さんに対してひどい暴言を吐くんだ？　反抗期か？」

　さておき、これで始末はついた。

　桜綾がいなければ、『機関』の侵攻も失敗に終わることだろう。

　あとは、桜綾の身柄をどうするべきか、くらいだが。

「……ま、だ……だ……」

　だが、そんな声が聞こえて、捷斗は意識を切り替えた。

　李桜綾が、立ち上がっている。

　膝は震えて、額には冷や汗を滲にじませて、それでも真紅の瞳だけは、変わらず鋭利な迫力を孕はらんだままだった。

　桜綾が一歩、二歩と、よろよろこちらへ近づいてくる。

「……負け、は、不、許可……」

　ゆっくりと近づいて、捷斗に拳を振り上げる。

　観測は続けているがやはり、魔術は使えていない。

　威力も見た目相応の、いや、それ未満の女の子のそれだ。

　ぱしんと軽く桜綾の拳を払って、捷斗は腕を振るう。疑似魔力すら込めず振るわれた手の甲だけで、桜綾は弾かれるように、その場に崩れた。

「……ぐ……ま、だ……っ」

　まだ立ち上がる。

　立ち上がりかけたところに、容よう赦しやなく足払い。

「に、兄さん、流石にもう……っ！」

　凜音は躊躇ためらいがちに言うが、桜綾の殺意も戦意も衰おとろえてはいない。

　こういう相手に下手な容赦は、命取りだ。

　どんな余力を隠しているかもわからない。

　まだまだ立ち上がろうとする桜綾をうつ伏せに寝かし、背中に膝を載せて動きを封じる。

　それでもまだ暴れるので、頭を地面に押さえつけた。

　そこまでやってから、ようやく問いかけることにする。

「『機関』に何を握られている？」

「…………」

　ぎり、と歯を軋ませるだけで、桜綾は答えない。

　悔しげなのは、答えなかったところで、今の質問で想起させた彼女の『事情』について、捷斗なら魔術で読み取れてしまうと理解しているからか。

　実際、捷斗はそれを読み取っている。

　幼少期に親によって売り飛ばされ、超人因いん子しを備えていたからか、そのまま『機関』の検体に。

　おびただしい数の検体の一つ。
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　おぞましい被験の日々。

　偶発的、あるいは奇跡的に成立した唯一の成功例。

　人殺しの日々。

　弱り、死んでいく他の検体、彼女にとっての家族たち。

「……なるほど」

　事情はわかった。

　海で初めて出会った時、彼女に感じた『火と鉄と血の臭い』の背景も、これで理解はできたと思う。

　捷斗は少しだけ考える。

　彼女の境遇に、同情したつもりはない。

　ただ、彼女の境遇を、利用する方法を考えた、それだけだ。

　そしてすぐに、結論は出る。

　桜綾の頭から手を離すと、そのまま捷斗は、空間を跳び越えた。
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　冷たく乾いた荒野の真まっ只ただ中なかに、その施設はあった。

　メインは地下施設だろう。

　入口は、簡素なコンクリートの平屋だ。

『だ、誰だ？』

『しっ、侵入者だ！』

　捷斗が踏み込むと、異国の言葉と同時に、即座に自動小銃が向けられる。

　そのまま発砲。

　警備員にも魔術の心得があるのか、弾丸は不可思議な軌道を描き、照準とはズレた位置へ着弾しようとする。

　それらを巻き戻し銃口に飛びこませる形で小銃を破壊しつつ、捷斗は施設内の探索を魔術で済ませた。

　広い。

　入念に秘匿や混乱、偽装の魔術も施されているが、目的の区画はすぐ見つかった。

　幸い、この手の施設への侵入には慣れている。

　いくらでも代わりの利くこの手の研究施設をそこまで重視する組織はあまり多くはなく、加えてどこも人手不足なせいか、平均以上の魔術師がいることはほとんどない。

　捷斗ですらこういった侵入で苦戦したことなどないほどだ。

　とはいえ、『機関』にとっては生命線だろう、桜綾の動機をコントロールする上で重要なこの施設なら、流石に相応の備えもしているはず。油断はできない。

　……と、思っていたのだが。

『おやおや。まったく、この僕をこんな僻へき地ちの警備に回すなんて、いくら李桜綾を使うためとはいえ上の心配性も病的だ、なんて思っていたんだけど。まさか、本当にここへ現れる愚ぐ者しやがいるなんてね』

　狙う区画の手前にいたのは、侵攻にすら参加させてもらえなかったらしい、そのわりになぜか自信満々な、幸せそうな精神構造の、ホスト風に若作りしたオッサンが一人。

　ここの警備力より侵攻時の戦力を重視したのだろうか。

『侵攻に参加させてもらえなかったおかげで、少し退屈してたんだ。せっかくだ、愚者は愚者なりにちょっとでも僕を楽げばぼふばばばば!?』

　博ばく打ちすぎやしないかと『機関』上層部の判断に首を捻りつつ、警備役だったらしきホストを電流で黙らせる。

　先へ進む。

　区画を塞ふさぐ重厚な扉が、中の住人の生命維持に不可欠な装置である可能性もあるので、吹き飛ばしはせず、肉体を非実体化させてすり抜ける。

　金属が使われた無機質な、ＳＦめいたデザインの廊下を進み、しばらくすると、左右に個室の扉が並び始めた。

　内部の空気組成や、医療系の術式の内容を確かめてから、やはりすり抜けて入室する。

　大きなベッドの中央に、小柄な少女が全身に管くだを繋がれたまま眠っている。

　ベッドの周囲にはところ狭しと、モニターや生命維持装置の類が並べられていた。

　……ダメ元では、あるが。

　それでも「ひょっとしたら」という予感だけを頼りに、捷斗は少女に繋がる管に手をかけ、そして──
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「あ、おかえりなさい。……どこに行っていたんですか？」

「先輩先輩！　聞いてくださいよ！　姫ちゃんってばもう大活躍！」

「だ、大活躍ではあっただろうけどさ……」

「あれはひどい。流石に敵も可哀想。ドン引き」

　数十分後、さっきの丘に戻ると、凜音だけでなく姫琉と奈緒、リリィも揃っていた。

　三人がここにいるということは、侵攻の方は落ち着いたのだろう。

　姫琉は一体何をしたんだろう、と気になりつつも、まず用件を告げるべきは、

「李桜綾」

「………………」

　ついに力尽きたのか、芝生の上にうつ伏せで倒れたままの、桜綾だろう。

「先に謝っておく。勝手な真似をさせてもらった」

「…………な、に？」

　眉をひそめた桜綾の前で、ぱちんと指をひとつ鳴らす。

　同時に、七十人を超える子どもたちが、丘の上へと現れた。

　厳密には別の場所──『機関』が子どもたちに手出しをできないよう、捷斗が子どもたちを移送した『円卓』関連施設の大部屋──からの中継、立体映像のようなものだ。

「………………は？」

『あっ、桜綾だ！』

『桜綾姉ちゃん、ありがとう！』

『お姉ちゃんがそこのお兄ちゃんに頼んでくれたんでしょう？』

『い、いやお前たち何を言って……というか、どうしてそんな元気そうに……ね、眠っていたはずの、シャオや、メイ、リンまで……平気、なのか……？』

　桜綾が、戸惑いながら身を起こした。

　向こう、大部屋にも桜綾の立体映像は映し出している。向こうでの子どもたちの移動を反映し、立体映像の子どもたちは桜綾の周囲に集まってくる。

　桜綾が信じられないモノを見る目を向けると、子どもたちは不思議そうに首を傾かしげた。

『え？　うん、平気だよ』

『あの兄ちゃんが治してくれたもん。でも、お願いしてくれたの、姉ちゃんだろ？』

『…………』

　どういうことだと、まだ警戒半分、戸惑い半分といった桜綾の瞳がこちらを睨にらむ。

「え、えーと。兄さん？　また何かやりました？　これ」

「……李の、家族だ。彼女と同じ『機関』の検体たちだが。彼らを守るために、桜綾は『機関』の命令に従っていたんだろう。この子たちは被験の影響で、残らず呪いをその身に宿して、蝕まれていた。李の超人的な魔術師の才能も、何かしら呪いを利用して定着させたものなんだろうな」

「……そう、だ。そういう、無茶、成立、ための、呪い。故、解呪不可。悪質。こんな、ありえない……」

　まだ捷斗が騙だまそうとしているとでも思っているのだろう。

　桜綾は、探るような眼差しをこちらに向けている。

　だが捷斗に言わせれば、

「騙していたのは『機関』の方だ。君が戦闘特化型で、広く正しい魔術の知識も持っていないのをいいことに、どんな手段でも解呪不可だと思い込まされていたんだろう」

「……ない。否、絶対。実際」

　桜綾は愕然と、頑かたくなな声音で言い切る。

　それだけでも、彼女がこれまでどれほどの期間、どれだけの回数、それを試こころみ、失敗し、諦めてきたのかの一端がうかがえる。

　表情を覆う絶望の影を目にすれば、続きを口にすることに躊躇も覚えたが、それでも、告げるべきことは告げねばならないと、捷斗は無感情に『事実』を述べる。

「実際、俺ですらあっさり解呪できたんだから間違いない。悪霊なんかと比べると特質的な呪いではあったから、君の使える魔術では対処できなかったんだろうけど」

「…………」

　やはり簡単には受け入れられない事実なのか、桜綾は、捷斗の言げんに、呆あつ気けに取られたような、いっそ馬鹿を見るような眼差しを向けてくる。

「…………馬鹿。そんなはず」

「あー、無駄ですよ。えー、桜綾さん？　でしたっけ。その先輩、一度そういう解釈し始めたらもう思い直させるの不可能です」

「自分の実力絶対に認めないマン。普通と逆の意味で」

「……まあ、早めに諦めた方がいいよ？」

　姫琉たち三人が何か言っているが、恩を売ってこちらの戦力になってくれることを期待している相手に、そういうのを吹きこむのはやめてほしい。

　桜綾は「あ、ああ」と曖昧にうなずきつつ、子どもたちをもう一度、見渡した。

「……でも、なら、この子ら、本当、に……？」

「兄さんが解呪できたっていうなら、まあ、できちゃったんだと思います……」

「……ぅ……っ」

　ぼろぼろと、桜綾の瞳から涙がこぼれる。

　子どもたちが彼女の頭を撫なでる仕草をしつつ、あやすように笑みを浮かべた。

　そんな光景を、捷斗以外の四人は微笑ほほえましげに眺めている。

「違う組織の敵ではありましたけど……よかったです」

「あーあ。こりゃ、また先輩をめぐるライバルが増えちゃいましたね」

「ま、今回ばかりは仕方ないんじゃない？」

「聞いた範囲だけでも、あの子にとってど恩人。捷斗」

　などと、すでに落着ムードを漂わせている四人とは対照的に、捷斗はむしろいっそう、緊張をみなぎらせていた。

『…………とにかく、よかった。また後で、な』

『うん！』

　桜綾が顔を伏せたまま、母国語で子どもたちに別れを告げる。

　それを頃合いと受け取って、捷斗は子どもたちの立体映像を消した。

　この後の光景は、子どもに見せるものでもないだろう。

「…………」

　大気が、ひりつく。一応、空気を読んだつもりだったが、桜綾にはむしろ、癇かんに障さわる気遣いだったのかもしれない。

　ゆらりと、桜綾が立ち上がる。

　伏せた顔は長い髪に隠れているが、剣呑に光る真紅の瞳が、捷斗に向けられていることはわかった。

「…………操」

　あまり上品ではない意味の言葉を、呟く。

「操、操、操、操ッ！」

　語気を強め、繰り返されるその言葉の後。

　桜綾は捷斗に迫り、拳を放った。

「えっ!?」

「ちょ、何して──」

　凜音たちが驚いている。

　が、捷斗に驚きはない。

　捷斗は全力で、突き出された桜綾の拳を払った。

　すでに桜綾は力の一部を取り戻している。

　十分ではないにしろ、魔術のこもった彼女の拳に油断はできない。

「……んで」

　大振りになった一撃を、手の平で受け止めた時。

　桜綾は呟いた。

　伏せていた顔を、上げる。

「……なんで、もっと、早く──ッ！」

　瞳には涙と、怒りが、あふれるほど満ちていた。

　そのまま、また繰り返し拳を叩きつけてくる。

「…………」

　捷斗は何も応えない。

　応じる理由も筋合いもない。

　要するにこれは、八つ当たりなのだ。

　桜綾はすでに百人以上、家族を自ら手にかけ苦しみから解放している。

　こんなに簡単に呪いを解いて、救える力があるのなら、なぜもっと早く、桜綾が彼らを殺すような事態になる前に、救い出してくれなかったのか。

　そういう怒りだ。

　捷斗は、別に世界中の人間を救うことを信条にしたり、義務を負っていたりするような聖人ではない。

　彼女たちのことなど知る由よしもなかったのだから、理不尽といえば理不尽だ。

　ただ、孤独に家族を守り続けた彼女の心情的には、当然真っ先に湧く怒りではあるのだろう。

　しかし、恩を売ると決めた以上、その怒りをなだめる方法くらいは準備している。

『桜綾。そこまでにして』

「……っ!?」

　捷斗の口から出た女性の声に、桜綾はびたりと、拳を止めた。

『……ヤオ、姐ねえ……？』

『久しぶり、でいいのかしら？　大きくなったね。桜綾』

『っ、ヤオ姐…………っ！』

　愕然と、声の主の名前を呟いた桜綾は、しかし、大きく首を振って、その声を拒もうとする。

『う、う、噓だっ！　ヤオ姐は、だって、私が──』

『ええ。あなたのおかげで苦しまず、逝いけたわ。でもその、どうやらこの子の魔術のおかげで……蘇生、させてもらえるみたいなの』

『…………そ、んな、デタラメ……』

　呟く桜綾の声に力はない。

　捷斗の口から漏れる声も、捷斗の顔を覆うように、桜綾にだけ見せている『ヤオ姐』の顔も、不完全ながら本物なのだから無理もない。

　これは捷斗が行使している降霊術、口くち寄よせによるものだ。

『この子によれば、本来、魔術師にとって蘇生程度は大したことがないそうよ？』

「北京語はあまり得意じゃないですけど、何となく聞き取れた範囲で言わせてもらうと、それ兄さんだけですからね!?」

　凜音が叫ぶ。

　一応、いわゆる感動の再会というやつの最中なのだから、よくわからないツッコミは控えてほしい。

「流石に遺体も遺骨もないんじゃ、情報の拾い上げと肉体の再構成に時間がかかるが、全員、蘇生できる見通しはある。研究用にかこの人の遺骨は施設の資料室に保管されていたから、とりあえず記憶と人格だけ再生して、俺の脳に間ま借がりしてもらってる」

「……噓」

　まだ信じ切れない様子で呟く桜綾の表情には、しかし今度は少しだけ、希望に迷い、揺れるような兆きざしがあった。

「真偽に関してはまあ、肉体の再構成まで待ってもらう必要があるが」

「……もし。もし、本当。それ。場合。目的は？」

「恩を売って、今後君の力を借りたい。弱点はあれど、君ほどの戦力を招き入れられるなら、上も文句は言わないはずだ。君の家族も『円卓』で保護する」

「…………」

「返事は真偽の見定めが済んでからでいい」

　告げるべきことは告げた。

　捷斗は背を向け、距離を置く。

　本質的には『機関』と大差ない、魔術組織の庇ひ護ご下かに入れと言っているのだし、悩んで当然。

　今後を考えると可能な限り自発的に協力してもらえた方がいいだろうし。

　あと、今の段階で捷斗にできることといえば、

「子どもたちは今『円卓』の医療スタッフに検査してもらっているが、無事に済めばこっちに移動させることもできる。彼ら、腹を減らしてるはずだろう。胃腸も丈夫に治したことだし、病室じゃ食べられない、ジャンクフードくらいなら奢おごるよ。どこか、営業している店を探そう。…………一緒に、来ないか？　李桜綾」

　こういう小さなポイント稼ぎ、程度だろう。
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「ヤオ姐ねえ。最近、私、変だ」

「どうしたの？」

「あいつ。蘆あし屋や捷しよう斗と。奴の顔を思い浮かべると、なんだか、妙みような……」

「…………へえ。詳しく聞かせてくれる？　桜綾ヨウリン」

「う、うん。その、まず、最初から変だったんだけど。奴に最初に出会ったのは、無人島の海辺で──」




「──という感じで。おかしい。いくらヤオ姐たちを助けてもらったとは言っても、私は、奴のことを不ふ愉ゆ快かいだと感じていたはずで……」

「……もう。桜綾。あなた、本気で言ってるの？」

「？」

「まったく。私が死んでから、そういうことを教えてくれる子はいなかったみたいね。まあ、そんな余裕もなかったか……いい？　桜綾。あえて断言しちゃうけど、あなたが、女の子に囲まれている捷斗くんを見て、不愉快に思ったのはね──」
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　あれから、二週間が過すぎた。

　案の定、『機関』の侵攻は腰こし砕くだけに終わり、ほとんどの上陸兵力は超人側の捕ほ虜りよになった。

　魔術師側の情報がこれまで以上に漏もれるのは疑いなく、そこは困ったものだが、まあこれで『機関』の魔術世界での地位は著いちじるしく低下することだろう。

　超人側については、捷しよう斗との視点では曖あい昧まいだ。

　結局、統合生徒会の動きは不可解なままだし。

　例の『兵器』に関する新情報もなし。

　わかるのは、この霧きり咲さき坂ざか高校の生徒たちの様子ぐらいだ。

　人間とは不思議なもので、天てん変ぺん地ち異いやら大規模侵攻やらで大騒ぎだったあの日から、たった十四日間でもう、校内はすっかり落ち着きを取り戻している。

　いや、落ち着いているとは言えないか。

　夏季休暇を目前に控ひかえ、どこか浮き足立った空気の方が目立ってはいる。

　そんな、夏の日。

　日本に比べれば湿度が低く不快感の小さい、それでも陽ひ射ざしの強さは凶器じみているその日の昼休み、捷斗は流石さすがに人のいない、日射に焼かれる屋上へと足を向けた。

　あの時ぶち抜いた天てん井じようは、鉄板でひとまず補修されている。

　そしてその鉄板にほど近いフェンスに手をかけ、李リ桜綾ヨウリンは待っていた。

「前から聞きたかったんだけど。暑くないのか？　そのマフラー」

「操ツアオ。暑い、当然。が、大事。武器」

　捷斗が夏でも長袖を着ているのと似たような理由らしい。

「ヤオさんたちの容態はどうだ？」

「……元気」

　少し目をそらしながら、捷斗がこの二週間で肉体含め完全に蘇生させた家族について、桜綾は答える。

　捷斗が確認した限りでは健康上、問題はなさそうだったが、生前の彼らを知る桜綾から見てもその評が出るなら、やはり問題はなさそうだ。

「そうか。よかった」

「…………操。目もく論ろ見み通りか」

「まあ、その通りだな。で、例の取引はどうだろう。別に、断られたから君の家族を殺す、みたいな脅迫までするつもりはないが。ただああ、俺たちに敵対する場合はその限りじゃないので、あしからず」

「…………」

　桜綾は、そこで黙だまった。

　まだ、答えを出しかねているのだろうか。

「もう少し時間が必要なら、それでもいい。君からすれば、蘇生と称しようしてよく似た人形を用意しただけじゃないかとか、実は寿命が短くなってるんじゃないかとか、そういう疑いが残っていても不思議は──」

「……否いな。勘かんだが。あれ、本物のヤオ姐たち。蘇生、事実。疑いなし」

　なら、何に躊躇ためらっているのだろうか。

『円卓』が信用できないとか、そういうことだろうか。

　信用できるか否かでいえばまあ、捷斗の感覚でも魔術師に信用できる人間なんていないし、組織であればなおさらではある。

「……取引、望むところ。家族、多い。養う金、なし」

「なら──」

「だがしかしただでもけれど」

　知っている逆接の接続詞を急に並べる桜綾。

　よくよく見ると、珍しくというか、初めて見る、落ち着かない様子で、赤い瞳を泳がせていた。

「……前。その前。先。筋、通す。……礼。謝謝シエシエ、述のべる、べき」

　それから桜綾は、暑いだろうにマフラーへと口元を埋うずめ、ぼそりと言った。

「……あり、がと」

「どういたしまして」

　照れているようなので、笑ったりはせず応じてみたら、なぜかギリィと、歯を鳴らされた。え、なぜ。

「……感謝、ある。が、そのすかした態度。気に食わない。やっぱり」

「い、いや、すかしてるつもりは」

「ふん。あと、これも」

　言いつつ桜綾がマフラーを宙に一いつ閃せんさせる。

　ぱきんと何かが割れるような硬質な音がして、空中に滞空している、一機の小型ドローンが姿を現す。

『あ、見つかりました』

『おい義妹いもうと、バレないんじゃなかったのかよお前の魔術で！』

『しれっと凜りん音ねちゃんを義ぎ妹まい扱いするのやめてもらえます？』

『あとなんでいるのカレン。アンタたち、出禁になったはずでしょ』

『あら、そないなこともありましたなぁ。うふふ』

『……笑って誤魔化す気だコレ』

　ドローンから聞こえてくるのは、何やら騒さわがしい話し声。

　凜音が念を入れて監視しているだろうことはわかっていたが、野次馬も大量にいるらしかった。中庭辺りに集まっているのだろう。

『バレたんならちょうどいい。おいそこの銀髪混じり！　てめえ、よくも人を殺やってくれたなコラ！　軽くトラウマになったぞ、慰謝料請求覚悟しとけよ！』

「……誰だ？」

『忘れてんじゃねえよ！』

　杉すぎ原はらも、蘇生後の経過は良好のようである。

　しかしこの短期間で、ずいぶんと大人数を蘇生したものだ。

「……兎と角かく。この、ハーレム野郎。も、気に食わない」

「状況が状況だけに反論しづらい……いや、断じて手は出してないが」

　まだ何か喚わめく杉原の声を、ドローンを切きり刻きざむことで遮さえぎった桜綾は、けほんと小さく咳せき払ばらいをする。

「……何度も言う。気に食わない。嫌い。本音」

「お、おう」

　流石にそう繰り返されると、傷つくのだが。

　謎ハーレム状態は別に捷斗の責任というわけでもない。

　はずだ。

「だが、その、一方。……ヤオ姐に教わって。あれだ。わずかに。たぶん。私は。どうもあの、お前が──す、す……」

　続けてそこまで何か、言いかけた桜綾は、頰ほおをうっすら赤らめ、顔を背そむけて、母国語に切り替えた。

　ただ、捷斗はそこそこ北京ペキン語ごも聞き取れてしまうので。

　続きの意味は取り違えようもなく。
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　結局は、




「……喜歡你好きだ」




　どうやら李桜綾もまた、違う意味でもチョロいらしいと、そう解釈するしかないようだった。
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「暑苦しい……」

　堪こらえ切きれないとばかり、姫ひめ琉る・ロシールドは言った。

　夏季休暇を目前に控ひかえたある日の昼休み。

　場所は例によって中庭だが、いよいよ暑さは厳きびしいものとなっている。

　流石さすがに場所を木こ陰かげにこそ移しているものの、いい加減、ここに集まるのもどうだろうかという気候だ。

「……どうした、急に」

　唐とう突とつに切り出した姫琉とのやり取りに微妙な既視感を覚えつつも、蘆あし屋や捷しよう斗とはそう応じる。

　すると姫琉は、びしっと捷斗の顔に人差し指を突きつけた後、

「先輩のその服装です」

　と、捷斗の胸の辺りに指先を移した。

　相変わらず、捷斗の服装は冬用の長なが袖そでブレザーである。生地の薄い半はん袖そでブラウス姿の他の面々に比べ、暑苦しい服装である点に反論の余よ地ちはない。

「そう言われても……」

「装備の隠し場所が減るの、嫌なんだっけ？」

　横から口を挟んだのは、芝生しばふの上にうつ伏せになり、気だるげに頰ほお杖づえをついていた、天てん神じん奈な緒おだ。

「前も言ったけど、そんなんなくても心配ないでしょ……」

　奈緒は呆あきれたようにそう続けるが、捷斗にとってはうなずきにくい。

「まあ、確かに心配はないのかもしれないが」

「……？　そこは素直に認めるんだ？」

「ああ。だってそうだろう？　俺が隠し持てる程度の装備じゃ気休めにしかならないし、第一──」

　一度そこで言葉を止め、ちらりと、音声遮しや断だんの結界が正常に機能していることを確認してから、捷斗は続ける。

「──凜りん音ねの支援がある以上、この装備があろうがなかろうが大差はない」

「…………はいはい、読めてましたよ。そのオチ」

　妙みようにやさぐれた口調でそう吐き捨てているのは、凜音である。

　流石にいい加減……と捷斗は思うのだが、やはりまだ、捷斗に己の実力を誤解させて凜音との結婚を望ませようという、例の計略に未み練れんがあるのだろうか。本気でそうしたいのなら捷斗の記憶でも認識でも魔術でイジってしまえばいいだろうに、そうしないのはやはり、父による魔術的な妨害を恐れているのだろうか。

　捷斗が自発的に誤解しているならともかく、魔術による操作では、たとえ駆け落ちしたって遠えん隔かくで父が解除できてしまうリスクも大きいだろうし。

　いくら凜音が究極の魔術師だとしても、それに迫る実力と経験を備そなえる父や、父の人脈で集められる有能な魔術師たちに対抗するのは骨が折れることのはずだ。

「……また何か、ひどく複雑で面倒な解釈による誤解が加速しているような。もっとシンプルに、素直に考えてはもらえないものでしょうか……」

「無理だと思う。頑張れ」

　気の毒そうに凜音の頭を撫なでる島しま風かぜリリィ先輩であった。

「……操ツアオ。もしや、だが。妹、お前、この馬鹿みたいなやり取り、いつもか？」

　リリィに撫でられる凜音と、捷斗を順じゆん繰ぐりに眺めて、戦せん慄りつしたような表情で言ったのは、樹の幹に背を預あずけている李リ桜綾ヨウリンだ。

　一連の騒動の後、彼女は捷斗の協力者として霧きり咲さき坂ざか高等学校へと編入している。

「遺い憾かんながら、いつもです……」

「…………」

　うわぁ、みたいな顔を桜綾まで捷斗に向けてくるのは、彼女がこの場に馴な染じめているようだと捷斗が喜ぶ材料としては、大変に微妙である。

　そこでパン、と姫琉が手を叩たたく。

「はい。新人さんにも先輩のアレさ加減が存分に伝わったところで、話戻しちゃって構わないです？」

「アレさ加減……？」

「操。信じる、不可。そこでなぜ首、傾かしげられる？　この馬鹿」

「はいはーい、話戻しますよー。先輩の服装の件」

　もう一度手を叩いて、姫琉は再度、捷斗の服装に指を向ける。

　それに続くように、奈緒が口を開く。

「えっと、蘆屋くん的にもその服で隠してる装備は気休め程度でしかないんだっけ？」

「なら別に、素直に夏服着てもよくないです？　むしろ、変に目立って、先輩の潜入任務的によろしくないような」

　姫琉の言い分は至し極ごくもっともではある。

　能力の問題でか、捷斗以外にも冬服のまま登校している生徒はいるが、それでも少数派なのは間違いない。どちらかといえば目立つだろう。

　それでも捷斗が冬服で、その内側に多種多様な魔術関連の装備を隠しているのは、

「…………気分だ」

『は？』

　と、五人が一斉に眉まゆをひそめる気持ちもまあ、わかるのだが。

「実戦に出るようになってからずっと、こういう細かい気休めは常備し続けてきた。だからその……ないと不安で、集中力を欠かく」

　精神的な御お守まもりめいたもの（中には実際、魔術的実用性を持つ御守り、護ご符ふの類たぐいも大量にあるが）である。

　やや気き恥はずかしげに思いつつ白状した捷斗に、関心を引かれたような表情を見せたのは、意外にも桜綾だった。

「……ちなみに。どんな装備だ？」

「君ほどの魔術師に見せるには、本当に恥ずかしいものしかないが……」

　見せた方が早いだろうと、捷斗は装備している品々を取り出していく。

「まず、学校からの支給品だが、拳けん銃じゆう」

「ほう。普通のグロック…………待て。なんだ。銃身、これ」

　銃身内のライフリングに施ほどこした細さい工くに気づいたのか、桜綾が銃口を覗き込む。初弾は装そう塡てんしてあるので本来、極きわめて危険な行為なのだが、まあ、彼女なら拳銃弾程度、眼球でだって弾はじき返かえせるだろう。

　銃にはゲーマー的な関心があるのか、リリィも横から眺めようとする。

「桜綾？　何に驚いてるの？」

「……よせ。暴発、危険。弾薬も……やはり。これ、空間爆──」

「で、こっちが呪符を縫ぬいつけた上着」

　ブレザーを脱ぎ、裏地を見せる。

「っ」

　桜綾がそれを引ったくり、凜音も慌てたような素そ振ぶりで近づいてくる。

「えっ、怖こわ……」

　本気で引いたような口調で漏もらす凜音に、「こんなもので本当に身を守れるとでも思っているのか」的なニュアンスを感じ、捷斗は傷つく。

「……操。しぶといはず。核シェルターの方が脆もろい。まだ」

「……でも桜綾さん、こんなもの着てる兄さんと、素すで渡り合ったんですよね？」

「私、資金、組織力、豊富。結晶。呪具、宝貝パオペイ、仙具、多用。伝承級。が、こいつ、ほぼ自作。経年、蓄積、皆無。一緒にする、困る」

「ああ、心霊医術的な手法での移植も受けたんでしたっけ……」

　桜綾は何を言っているのだろう。

　魔術師が核シェルターより脆くては話にならない、いや逆に笑い話になってしまいそうだし、宝貝とか、あの手の骨董品は実物を見る限り、現代魔術で再現が叶わないほどのオーパーツではないだろう。

　凜音はまたぞろ捷斗を担かつごうとしているだけだとして、桜綾はやはり、正規の魔術師ではないせいで、知識に偏かたよりがあるのだろうか。

「ええとそれで、ズボンはアレだが、あとシャツやベルト、靴の裏とかにも──」

「待て」

　続けて装備を見せようとした捷斗を、桜綾が制止する。

「脱げ」

　さらにそんなことを言われ、流石に困惑するしかない。

「危険物。歩くな。島、消し飛ぶ」

「いや、流石にそこまでのヘマは……」

「島が消し飛ぶことについては否定しないんですね先輩……」

　姫琉が引ひき攣つった顔で言うが、昔、助けてくれた父や他の魔術師たちのように地平線や水平線の向こうにまで影響する規模の魔術を『儀式なしで』発動することは無理でも、これほど小さい島を消し飛ばすぐらいはできて当然である。

　いや、統合生徒会が何かしら防御策を講こうじているだろうから、実際には無理だろうが。

　それからにっこり、姫琉は続ける。

「まあそれはそれとして、桜綾先輩もこう言ってますし。脱ぎません？」

「しかし……」

「そう恥ずかしがらずとも。先輩、全身にいい筋肉ついてるんですから、薄着になったっていいじゃないですか」

「……姫？　全身って、なんで知ってるのそんなこと？　蘆屋くん、海でもパーカー着てたから、そんなに全身は見えてなかったよね？」

　奈緒の追及を「てへ」と笑顔でかわそうとする姫琉だが、そういえば彼女の以前の風呂場侵入については特に共有していなかった気がする。

　そんなこんなで、捷斗はなぜか姫琉が準備していた半袖の夏服に、これもなぜか全員の希望で彼女たちの目の前で着替えさせられる羽は目めになり──。




「うん。やっぱり似合うじゃないですか」

　やけに満足げに、姫琉が言う。

「落ち着かないんだが……」

　と捷斗が救いを求めてみても、凜音たち他の面々も、満まん更ざらでもなさそうな顔。桜綾に至いたっては何を警戒しているのか、ブレザーをしっかりと確保している。

「……それで。どうしてそんなに俺を夏服にさせたかったんだ？」

「え？」

　ぱちぱち、と瞬きした後、姫琉は小首を傾げてとぼけた素振りを見せる。

「最初に言ったと思いますけど？　ただ、見ててすこぉし、暑苦しいかなぁって」

「それだけでわざわざ男子用の夏服まで準備してたのか？」

　普通に考えて、何か企たくらみがあってのことだろう。

「まあ、一言で言っちゃえばですけど──」

　流石に、口にした理由で誤魔化せるとは自分でも思っていなかったのか、姫琉は思いのほかあっさりと、本当の理由らしきものを明かす。

　だがその直前にまず、姫琉は捷斗の右腕を取ると、

「──リベンジ、です」

　言いつつ、ぎゅっとそれを、自分の胸へと抱え込んだ。

「…………おま、これは」

「へっへへーん！　どうですか柔らかいですかあったかいですかドキドキしますか！　この間のお返しですよっ！」

　柔やわらかいし温かいしドキドキする、というか姫琉自身のドキドキが剝むき出だしの腕にダイレクトに伝わってきて非常にまずい。

　この間のお返し、というのはたぶん、臨海学習中の野営時の一件を言っているのだろう。

『想い出』のためのハグに、姫琉は翌朝まで意外なほど動揺していたが、直後に桜綾の介入があって忘れていた。

　ハグについては一応、捷斗と姫琉だけの間のことだが、テントから見えていたのか、奈緒たちも事情を察したように素早く動き出す。

「あ、やばいよこの子。帰ってからは普通にしてたから気づいてなかったけど、まだ全然引きずってるわあの晩のアレ」

「顔真まっ赤かですしこれリベンジとしては逆効果、というか自らさらなる深手を負っているような……」

「ダメ。たぶん混乱してて判断力がおバカ。おめめぐるぐる」

　凜音とリリィも呆れた風に言い、奈緒は姫琉を羽は交がい絞じめにする。

「あっ、ちょっと何するんですか奈緒お姉様っ！　私はここできっちり先輩にリベンジを──」

「はいはーい。冷静になってねー。やってること半分痴ち女じよだからねー姫」

「し、失礼なっ！　痴女も何も、私は単に少しでも先輩をドキドキさせてやろうと恋人っぽいスキンシ………………あっ、胸」

　自分と捷斗の腕との接触部分をどうやら今さら自覚したらしく、ぼしゅっ、と湯ゆ気げでも噴き出していそうな勢いで顔を赤らめ、へにゃへにゃと崩れ落ちる姫琉だった。

　……いや、痴女というなら風呂場侵入の時点で相当アレだった気がするのだが、女子的には身体的接触の有無というのはやはり重要なのだろうか。

　風呂場の時は、捷斗がかわすと理解してか、ギリギリまで接近してはきても、結局直じかに触ふれたりはしていなかったし。

　と、右腕の方にばかり注意していたのが問題だったか、それとも相手が悪かったのか、次の瞬間捷斗は、今度は左腕が、柔らかく温かいものに包まれるのを感じた。

「……？　試ためしたが、これ、何か儀式か？　何故、ああなる？」

「…………儀式魔術かもしれないものをあっさり試すな」

　思いのほか豊かなものに包まれる腕の感触を意識から切り離しつつ、捷斗が発した忠告に、桜綾はきょとんとした表情を返してくるばかりである。

　そう無む垢くな反応を返されると、意識しているこちらが邪よこしまなように思えてきてしまうのだが。

「……ん。理解。落ち着きはする。不思議」

　挙あげ句くに珍しく口元を緩めてそんなことを言われてしまうと、なんとも。

　捷斗の腕を、まるで母親のそれのように抱きしめる、どこか幼い桜綾の安らいだ顔を前に、凜音たちもどうするべきか迷っている様子だ。

「くっ、ここで止めに入るのは、なんだか心の汚れを指摘されるような、妙な敗北感がありそうといいますか……」

「あの子、色々と大変だったんだもんね……」

「人肌のぬくもり、知らない的な。止めるのは、ちょっと。……でもおっぱい大きいから敵」

「？　何、言ってる。人肌なら、家族、ヤオ姐とか、知ってる。……身体不調、故、手を握るくらい、だが」

『…………』

　まだぷすぷすと頭から湯気を上げて突っ伏している姫琉以外の三人が、もう何も言わずご堪たん能のう下さいとばかり、目元を押さえて顔を背ける。

　桜綾は暑苦しさも気にならない様子で、そのまま、静かに目を閉じ、捷斗の腕をきゅっと抱きしめ続け、昼休みの残り時間は過ぎていくのだった──。
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「暑苦しい……」

　堪たえ切きれないとばかり、姫琉・ロシールドは言った。

　夏季休暇を目前に控えたある日の昼休み。

　場所は例によって中庭だが、いよいよ暑さは厳しいものとなっている。

　流石に場所を木陰にこそ移しているものの、いい加減、ここに集まるのもどうだろうかという気候だ。

「…………どうした、急、に…………？」

　唐突に切り出した姫琉とのやり取りにハッキリとした既視感を覚えつつも、蘆屋捷斗はそう応じる。

　すると姫琉は、びしっと捷斗の顔に人差し指を突きつけた後、

「先輩のその服装──」

「いや、ループだなこれ」

「……はい？」

　言葉を遮った捷斗に、姫琉が首を傾げる。

　彼女は認識できていない。

　うつ伏せで頰杖をついている奈緒の方を見るが、同じく不思議そうにしている。

　凜音の方は見るまでもなく、気づいているだろうからいいとして、

「捷斗。気づいた？」

「操。能力、超人か」

　流石に『超人的タイムリーパー』であるリリィと、ある面で凜音に匹ひつ敵てきする魔術師である桜綾もこの『ループ』の存在に気づいている。

「はい？　あの、兄さん？」

「凜音は支援を継続してくれ。島風先輩、敵の能力、解除できますか？」

「……無理っぽい。ボクも、自分以外をループには巻き込めないし。似てるけど、違う能力。たぶん」

「──見つけた」

　リリィが首を横に振る一方、言ったのは桜綾だ。

　す、と頭の中に学校の俯ふ瞰かん図ずと、屋上の一角に赤い光点が表示されているビジョンが広がる。桜綾が魔術で共有してくれたものだろう。

「天神、ロシールドの護衛を」

「え？　あ、うん。よくわかんないけど、了解」

「ちょ、兄──」

　跳躍で軽く浮かび上がり、風に乗って飛ぶ。この程度の距離なら、媒介がなくとも即座に目的の座標へは到達し、

「奴。殺すか？」

「情報優先」

「了」

　当然のようについてきていた桜綾と、二方向から屋上にいた『敵』を挟む。

「なっ、噓うそっ、まだ二周目……一発で気づい──ああもうっ」

　他校の制服を着た女子生徒だ。

　何か驚いていたようだが、能力の範はん疇ちゆうなのか、時間を止めて撤退しようとしており、

「残念。時間停止はボクの方が上」

　捷斗が抱えて連れて来ていたリリィの力で、逆に動きを止められている。

　その後、『敵』の女子生徒は悪あがきでか能力を暴走させ、捷斗がそれを阻はばんだ結果、

「──好き」

　と、例によって捷斗に惚ほれたようなことを言った。

　姫琉の能力にもかかり、尋問によって統合生徒会の刺し客かくだったとも判明。結界じみた亜空間限定でのループ能力による襲撃は、こうしてあえなく撃退できた。

　亜空間の解除により、姫琉たちの記憶も戻ったようだ。

「……奈緒先輩は護衛役だからともかく、わたしだけ、なんにもしてないんですけど」

「……？　いや、凜音はずっと支援してくれていただろ」

「だーかーらーっ！」

　凜音の謎の不平を木霊させつつ、中庭でのある夏の日の昼休みは、こうして無事に過ぎていくのだった。
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　お久しぶりです、著者の黒くろ九くいなです。

『なぜ究きゆう極きよく魔ま術じゆつ師しの俺おれごときが、超人女子高生をチョロインにしてしまうのか』二巻をお届けさせていただきます。

　以下、ややネタバレを含むあとがきになりますので、できれば本編及およびおまけの特別短編読了後にお読みいただいた方がよろしいかと思われます。







　今回、特別短編という、短編を載のせていただいております。

　なぜ特別短編を載せていただいたのか。

　正直に白状いたしましょう。

　…………ページが、余あまったのです。

　レーベルや出版社にもよるかと思いますが、本というのはある程度、総ページ数が決まっているそうです。

　もちろん、そのレーベルの本は全作品が○ページ、というほど統一されているわけではないようですが、短めの総ページ数、中くらいの総ページ数、長めの総ページ数、といったパターンを使い分けるのが基本。

　そのため短めの総ページ数で本にするには長すぎ、中くらいの総ページ数で本にするには短すぎる、といったことも起こりえます。

　普通は、長めの総ページ数でも収め切るのが難しく、ブラッシュアップの意味もあって、不要なシーンや描写を削けずる、という作業に努つとめることが多いものなのですが、今回は自身初経験、担当編集さん的にも「珍しい」という、余ってしまう事態に。

　自分なりに書くべきことは書いたつもりではあったので、迂う闊かつに本編を増量し、冗長性が出てしまってもどうか……かと言って流石さすがにあとがきで面白く埋うめる自信もないし……ということで、特別に短編を載せさせていただく、という形に落ち着きました。

　そして、この短編を書き終わって遅まきながら気づいたのです。

　本編でページが余る事態になった（作者の計画性の甘さ以外の）要因に。

　──この主人公、戦闘シーンをあっさり終わらせすぎる。

　いかんせん、ちょっとどうかと思うほどの力を持っている上、本人が自分を落ちこぼれだと思っており、敵を前にして力をセーブする理由もないため、ウサギを狩るのに対戦車兵器を持ち出してくる獅し子しが如ごとく、小説本文にして数行の描写で戦闘を終わらせよることもしばしば……。

　おまけに魔術のおかげで異常事態の察さつ知ちも早く、時間ループ、終わらない昼休みが終わらなくなる前に気づいて対処してしまう始末。

　そこを思うと、新ヒロインの桜綾ヨウリンは比較的長時間頑張ってくれたものです。

　……と、かように書くと軽く主人公への愚ぐ痴ちにも見えてしまうかもしれませんが、ご安心（？）ください、書きたくないものが書けるほど器用な作家ではございませんし、愚痴に見せかけた親バカ的な我が子自慢です。

　居酒屋でおじさんが「最近うちの息子、反抗期でよ～」とか嬉しそうに言っているアレと同じ。いえ、たまに絶望に満ちた表情で「最近うちの娘、反抗期でさ……」と嘆なげいている方もいらっしゃる気はしますが。

　などと、あとがきでページ数を埋める選択肢を採とりえなかった理由を読者様に実感させてしまいそうな文章を書いている内に、紙幅が尽きそうでございます。

　最後に謝辞を。

　担当編集の儀ぎ部ぶ様をはじめとする、編集部の皆様。

　一巻に続き本作を、凄せい絶ぜつなまでに魅力的なイラストで彩いろどってくださった、へいろー様。

　印刷、流通、販売等に携わってくださる出版社内外の皆々様。

　そして一巻から続けてこの二巻を手に取っていただいている、読者様。

　改めて本当に、ありがとうございます。
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